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「殿でん下か、お目覚めでいらっしゃいますか？」

　扉とびらの向こう側から、そう声をかけられた時。

　レオはもちろん起き床しようしていて、なおかつ身み支じ度たくも一人で済ませた後だった。

　上質な絹きぬで仕立てられた、真っ白な神しん官かん服ふく。九歳で神官の職に就ついて──就かされてから、もう十一年が経たつ。

　そのためその服は、今では自分の肌はだのように、レオの体になじんでいた。

「殿下、ご起床のお時間です。……お目覚めでいらっしゃいますか？」

　コンコン。耳みみ障ざわりな音を立てながら、侍じ女じよが扉を叩たたく。

　ああ、うるさい。僕が起きていようがいまいが、本当はどちらでもよいくせに。そんなことを考えながら、レオは壁かべにかけられた鏡かがみの前に立った。

　ぴかぴかに磨みがかれた、曇くもり一つない大きな鏡。そこに映し出された自分の姿に向かい、そっと手をのばす。

「……僕は、美しい」

　朝日を浴びる金色の髪かみは、まるで極ごく上じようの絹糸のよう。白く冴さえた肌には染み一つなく、水色の瞳は、空をそのまま切り取ったかのように涼すずやかだった。

　目鼻立ちは絶ぜつ妙みようなバランスで配置され、誰だれがどう見たって『彫ちよう像ぞうのように美しい』と感かん嘆たんするに決まっている。──けれど。

「……僕は、醜みにくい」

　醜くなってしまったのだ。あの男のせいで。

　十一年前のあの日。薔ば薇ら色だったはずの未来は、一いつ瞬しゆんにして真っ黒く塗ぬり潰つぶされた。そして皆、クモの子を散らすように自分の側そばから離れていった。

　毎日遊んでいた貴族の子し弟ていたちも。いつも近くにいてくれたお気に入りの侍女も。二日と空けずに機き嫌げんをうかがいに来ていた、多くの貴族たちも。

　みんなみんな、自分を見捨てた。そればかりかころりと手の平を返し、陰かげで自分を嘲あざ笑わらい始めたのだ。『神官に堕おとされた、あわれな第二王子よ』と。

　その時、レオは悟さとった。

　──誰も助けてはくれないのだ。醜くなってしまった僕のことなど。

「……だから、自分で取り戻す」

　輝かしい未来を。美しい自分を。

　誰も助けてくれないのなら、自分一人でもう一度這はい上がってみせる。

「アルフレード殿下、どうなされましたか？　お目覚めのお時間ですが……」

　扉の向こう側からは、相変わらず侍女の声が響ひびいている。

「──おはよう」

　レオは勢いよく扉を開け放つと、侍女に向けてにこりと笑いかけた。

「ねえ君、今すぐ父上のところに使いをやってくれるかな。副神官長の職をいただく前に、僕が『神誓ジユラメントの儀』を望んでいると伝えてほしいんだ」

　先日、ジルバルトが動いた。結果的に彼は、レオの企たくらみに気づいてはいなかったけれど、もう一いつ刻こくの猶ゆう予よも残されてはいないということだ。

「ああ、それと僕のことを二度と『アルフレード』と呼ばないように。……いいね？　次にそう呼んだら、その首を絞しめて殺してしまうかもしれないよ？」

　言うやいなや、レオは侍女の首元に静かに手をのばした。ぎゅっと力を籠こめる真ま似ねをすれば、彼女は「ひっ」と息をのむ。

「も、申し訳ございません……！　どうかお許ゆるしください！」

　その時、廊ろう下かの奥から、くすくすと笑う声が聞こえてきた。

「おはようございます、レオさま。何やら楽しい遊びの最中のようですね」

　姿を現したのは、四十代半なかばの背の高い男──レオの侍じ従じゆう騎き士しであるカレルだった。

　面めん倒どうな男の登場に、レオは内心で舌した打うちをした。

「カレル、何度言ったらわかるんだ？　僕の側に来る時は足音を殺すな」

「申し訳ございません。長年の癖でして」

「その理由は聞き飽あきた」

　レオは侍女の首から手を放し、金色の前髪をぱさりと搔かき上げる。

　すると一方のカレルは、片手で侍女を抱き寄せ、ダンスを踊おどるような格好を作った。

「行きなさい、可か愛わいらしい侍女殿どの。殿下にお使いを命じられたのでしょう？」

　カレルがふっと笑うと、侍女が「きゃっ」と黄色い声を上げた。彼女はカレルのことを見つめながら、名残なごり惜おしそうにこの場から去っていく。

「それでレオさま、いったい何を企んでいらっしゃるのですか？」

　いきなり核かく心しんを衝つかれて、レオは言葉に詰つまった。

「……おまえの仕事は僕の指示どおりに動くことだ。違うか？」

　言げん外がいに「詮せん索さくするな」と告げれば、カレルは胸に手をあて「御ぎよ意い」とひざまずく。

　その姿を見て、レオの苛いら立だちはさらに募つのるのだ。どうしようもないほどに。
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「おい、そこの従じゆう騎き士し。あの荷物を執しつ務む棟とうの奥に運んでおいてくれ！」

「はい、了りよう解かいです！」

　先せん輩ぱい隊員の命令に、十六歳の少女、リリア・コルテーゼはすぐさま返事をした。

　あの荷物？　紫むらさき色の瞳をきょろきょろ動かせば、馬ば房ぼうの入り口に、大きな布袋が置かれていることに気づく。

「ああ待て、一人では無理だろうから、オリヴィエと二人で──」

「いえ、一人で大だい丈じよう夫ぶです」

　よいしょ、と持ち上げ、執務棟の方角へ踵きびすを返す。大きすぎる荷物を軽々と運ぶリリアに、先輩隊員はあんぐりと口を開けていた。

「す、すごいな。気をつけて行けよ……」

「はい！　ええと、執務棟の奥、執務棟の奥……」

　目的地を忘れないよう呟つぶやきながら、早さつ速そく、歩き始める。海から吹きつける風が、リリアの薄うす茶ちや色の髪かみや、漆しつ黒こくの隊服の裾すそをふわりと揺らす。

　ここはバルトランツ王国の王宮。その敷しき地ち内ないに置かれた『ネプトゥス隊の詰つめ所しよ』だ。

　詰所に面する海は、午後の陽光を受けてきらきら輝かがやいている。

　遠くの水平線にはさまざまな形の船が浮うかび、のんびり航こう行こうしていた。それを横目に見ながら、リリアは執務棟を目指して歩き続けた。

「なんじゃ、そのバカでかい荷物は。何が入ってるのじゃ？」

　ふと空を見上げると、視界に銀色の鳥が飛び込んできた。

　カモメのような姿をしたその鳥は、実は水棲馬スイレーナの女王たるアズーリだ。彼女はリリアの側そばにいるため、自らの姿を海鳥に似せている。

　アズーリはリリアが持つ荷物の上に、ひょいと着地した。

「ちょっとアズーリ……！　詰所の中では近くに来ちゃダメよ」

「いちいちうるさいことじゃの。これくらいどうということもなかろうが」

　アズーリの凜りんとした声が、リリアの頭の中だけに響ひびき渡った。

「でも、あなたのことがバレたら大変なんだもの」

　リリアの水棲馬であるアズーリは、『海の宝石』と呼ばれる伝説上の生き物だ。さらに彼女は、他の水棲馬を従えるという特とく殊しゆ能力を持っている。

　そのためアズーリの存在は、限られた者にしか明かしていない。もし彼女のことが公おおやけになれば、リリアもろとも神しん殿でんという名の研究所行きになってしまうからだ。

「それにあなただって、女め神がみサラキアに命じられたって言ってたじゃない。『人間共に存在を知られるな』って……」

「バレたらバレたでしかたない。それにサラキアさまはもう、その発言自体を忘れているはずじゃからの」

「えっ、そんなに適当なの？」

「おそろしく適当じゃ」

　アズーリはうんざりしたような様子で、青い目を眇すがめている。

　その時、リリアのすぐ横を、一人の先輩隊員が駆かけ抜ぬけていった。

「おっと……わるい！」

　わずかに肩がふれて、リリアの足取りがふらつく。その拍ひよう子しにアズーリが、バサッと翼つばさを広げて荷物から飛び立っていく。

「では妾わらわは行くぞ。おまえはせいぜい蟻ありのように働くことじゃの」

　彼女は吐はき捨てるようにそう言って、空高く舞まい上がった。

　おそらく時計塔とうの上で昼寝をするつもりなのだろう。初夏の風に乗り、あっという間にリリアの前から姿を消してしまう。

　彼女が飛んでいった方角を眺ながめながら、リリアは再び歩き始めた。

「おい、副隊長の行方ゆくえを知ってるやつはいないか？　予定を調整しろと、ミネルウァ隊から矢のような催さい促そくだ！」

「それよりも隊長がどこにいるか知らないか!?　騎士団長が捜し回ってたぞ！」

　詰所の出入り口に差しかかると、数人の先輩隊員たちが大声を張り上げていた。

　そういえば今日は二人とも見かけていないけれど、などと考えていると、さらに練れん兵ぺい場じようの辺りから、別の先輩隊員の声が聞こえてくる。

「おまえら、武器の手入れは念入りにしとけよ！　出発は三日後だからな！」

　──わっ、みんな今日もバタバタしてる。

　やるべき仕事は山のようにある。この荷物を運び終えたら、リリアもさっさと次の仕事に取りかからなくてはならない。まずは馬房の掃そう除じをして、それから船の形状に関する勉強をして──と頭の中で段取りをしながら、小走りで執務棟へ向かった。
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　ここバルトランツ王国は、国土の前半分を海、後ろ半分を険けわしい山々で囲まれた国だ。

　貿易や交通の全てを海から行っている海洋国家である。

　周辺諸国との関係はもっぱら良好。とくに近年は、宝石やガラス細ざい工くを他国に輸出することで、大きな富を得ている。

　だが唯ゆい一いつ、隣りん国ごくのノワール王国とだけは、緊張関係にある。

　その理由は、バルトランツの宝である聖せい獣じゆう『水棲馬』を、ノワール王国が欲しがっているから。ノワールは過去幾いく度ども、水棲馬を盗ぬすみ取ろうと汚きたない攻撃をしかけてきていた。

　そのためバルトランツには、『ミネルウァ隊』と『ネプトゥス隊』からなる『王立騎士団』が存在している。

　とくにネプトゥス隊は、水棲馬に『主』と認められた者だけが入隊できる、少数精せい鋭えい部隊だ。エリート中のエリートと呼ばれ、騎士団員たちの憧あこがれの的まとでもある。

　そのネプトゥス隊、実はここ一週間ほど、てんやわんやの忙いそがしさに見舞われている。

　なぜかといえば、王族の船旅が急に決まったから。その行先がとある島だということで、ネプトゥス隊が警備の中心的役割を担になうことになったのだ。

　人員の選出やら、日程の調整やら、携けい帯たいする荷物や武器の準備やら──三日後の出発に向けて、隊内の誰も彼もが身を転がすようにして働いている。

　その中でもとくに多た忙ぼうなのは、リリアの同居相手である二十二歳の青年──クラウディオ・アンフォッシだ。ネプトゥス隊の隊長職に就く彼は、ここ八日ほど、帰宅する時間もないくらいに忙しくしている。

　そのためリリアは、彼と面と向かって話をしていない日々を送っていた。




「わっ、リリアさん、大丈夫？　どう見ても重たそうだけど……」

　練兵場の辺りに差しかかった時、ふいに声をかけられた。

　反射的に視線を動かすと、すぐ横に薄茶色の髪の少年が立っている。

　特とく徴ちようのない形の眼鏡めがねをかけた彼は、十四歳の少年、オリヴィエだ。その右腕には従騎士の証あかしである腕わん章しようがついている。

「僕、手伝うよ……どこまで持っていけばいいの？」

　大荷物を抱かかえていたので、心配になったのだろう。彼はこちらに手をのばしてきた。

　けれどリリアは、それを丁てい重ちようにお断りする。

「だ、大丈夫。それよりあまり近寄らないでくれるとありがたいんだけど……」

　おっちょこちょいなオリヴィエに関わると、たいてい面倒なことが起きる。それが身に染しみてわかっているので、無意識のうちに後ずさりしていた。

「そんな、近寄るなって……もしかしてリリアさん、まだ怒ってる？　この間のこと……」

　彼が言う『この間のこと』とは、つい十日前に起きた事件のことだ。

　王おう太たい子しジルバルトが、クラウディオを自分の侍従騎士にするべく画策した一件。その時オリヴィエは、ジルバルトに命じられるまま、リリアをあざむいた。

　けれど事件が解決した後、オリヴィエは、リリアに土ど下げ座ざする勢いで謝あやまってきた。

　だからリリアは、彼を許してあげることにしたのだ。『珊さん瑚ごの欠片かけら三十個をわたしにくれたら仲直りしてあげる』という条件付きで。

　それなのに彼は、リリアがまだ怒っているのだと思っているらしい。

「リリアさん、珊瑚の欠片くらいじゃ怒りが収まらなかった……？　だったら僕のことをビシバシと叩たたきまくってくれれば……というかむしろこの手た綱づなで！」

「怒ってなんかないわ。だから服を脱ぬぐのはやめて！」

　オリヴィエが隊服を脱ぎ出そうとしたので、リリアは慌あわてた。

　面倒なことにこのオリヴィエ、身体的苦く痛つうを進んで受けたがる、ちょっとおかしな人なのだ。やたらと胸元をはだけさせようとするので、隊内では危険人物扱あつかいされている。

「本当に怒ってなんかないの。ただオリヴィエ、よく転ぶから……」

「大丈夫だよ、ちゃんと気をつけるから……だからその荷物を一いつ緒しよに……」

　と言いかけたところで、彼は「わわっ」と何かにつまずいた。

　ほらやっぱり！　内心でそう思いつつ、リリアはサッと距きよ離りを取る。

　リリアが庇かばったところで、どうせ彼は派手に転ぶのだ。だったら被ひ害がいは少ないほうがいい──これはここひと月の間に編み出した、リリアなりのオリヴィエ対策だった。

「わっ、リリアさん、どいて……！」

　案あんの定じようオリヴィエは、前のめりになった。そこまでは予想の範はん囲い内だが、「どいて」と言った彼が、すがるようにして手をのばしてきたのは予想の範囲外だ。

「ちょっと、オリヴィエ……！」

　気づいた時には、隊服の裾をオリヴィエの手に握にぎられていた。そのまま二人は、石いし畳だたみの地面の上に転がる。もちろんリリアが抱えていた大荷物も、巻き添ぞえにして。

「うう……ごめんね、リリアさん。大丈夫？」

「だっ……」

　いじょうぶなわけないでしょうが！　と叫さけびたい気持ちを、なんとか押し止とどめた。




「失礼します。こちら馬房からの荷物です」

　結局、オリヴィエを振り切って、一人で執務棟の奥の部屋までやってきた。

　部屋の中では、数人の先輩隊員たちが、書類を片手に動き回っている。

　三日後、ネプトゥス隊が出動する際に携帯する荷物を、ここに集めているらしい。四角い部屋の中には、予備の馬具や武器などが所ところ狭せましと並べられていた。

「ああ、それはそこに置いて。代わりにこれを馬房に持っていってくれるかな。一人じゃ無理だろうから、誰かと二人で──」

「いえ、一人で大丈夫です」

　指定された場所に荷物を下ろし、すぐさま違う布袋を「よいしょ」と持ち上げる。

「す、すごいね。気をつけてね……」

　例のごとく、先輩隊員たちがぎょっと目を丸くしていた。

「では失礼します」

　ぺこりと一礼して、背中で扉とびらを閉める。これはさっきの荷物よりずっと重いかも、と考えながら、全速力で廊ろう下かを駆けた。重いならば短時間で運んでしまおうという作戦だ。

　しかしその時、左前方の扉がふいに開いたので、リリアはハッとした。

「わっ……」

　まずい！　と血ちの気けが引いたが、急には止まれない。

　リリアは荷物ごと、その扉に突とつ進しんしてしまう。

「おまえ……！」

　耳元で聞き慣れた声がした。と思った瞬間、その声が「うっ……」と呻うめいた。

　え？　呻き声？　首を捻ひねりつつ顔を上げると、背の高い青年がリリアの前に立っていた。

　しかも彼の体は、完全に扉に挟はさまれてしまっている。

「わっ、隊長……！　大丈夫ですか!?」

　びっくりして、手にしていた荷物を辺りに放り投げた。

「おまえは……！　俺を殺す気か!?」

　クラウディオは扉を開けるなり、全身から殺気をみなぎらせる。

　こちらに向けられた瞳は冷たげな青。少し乱れた髪は隊服と同じ漆黒。息をのむほど整った顔立ちには、怒りの感情がありありと浮かんでいた。

「ごめんなさい、走ってたのですぐには止まれなくて……」

「おまえはイノシシか！　サイか！　闘とう牛ぎゆうか!?　廊下は走るなと教わらなかったか！」

「そ、それは教わりましたけど」

　どうやら彼は、相当に怒っているらしい。両方の拳こぶしをぐっと握り、ぷるぷるさせている。

「次、同じことをしたら岩にくくりつけて海に投げ捨てる!!」

「了解です……！」

　いつもよりひどい脅おどし文もん句くに、リリアは怯おびえながらも敬礼した。「本当にすみませんでした！」と付け加えれば、「ちっ」と見せつけるような舌打ちをされる。

「まったく……こんなでかいものを一人で運ぼうとするからだ」

　クラウディオは、足下に転がる荷物を忌いま々いましげに睨にらんだ。

　──わっ、こんな近くで隊長のこと見るの、久しぶりかも。

　その横顔を、リリアはそっと覗のぞき見る。

　こうして二人きりで言葉を交かわすのは、九日ぶりのこと。熱を出したリリアを、クラウディオが看病してくれた時以来だ。

　リリアの体調が回復した途と端たんに、クラウディオは家に帰ってこれなくなってしまった。

　そのため寝込んでいる時に、彼にぶつけた質問──『あの船で隊長からされたあれって、今度こそキスですよね？』の返事も、まだもらえていないままだ。

　──『元気になったら教えてやる』って、隊長は言ってたけれど。

　忘れてるの？　それとも忙しいから話をする暇ひまがないだけ？

　どちらだろうと悩なやみながら、足下へと視線を泳がせる。

「九日ぶりか」

「え？」

「こうして話をするのは」

　弾はじかれたように顔を上げると、青い瞳がこちらを見ていた。

　クラウディオは腕を組み、廊下の壁に背をあずけている。

「あの……隊長は元気にしてましたか？」

　なぜだか照れくさくなって、両手をもじもじさせる。彼が、自分と同じように日数を数えていてくれたことが、とても嬉うれしかった。

「俺は変わりないが……おまえは？　一人でちゃんとやれてるのか？」

「はい、大丈夫です。ただ……」

　隊長が帰ってこなくて、さみしいです。なんて、絶対に言えるわけがない。

「あの、いつ帰ってこれますか？　隊長にお聞きしたいこともあるんですけど……」

　そこまで言ってから、慌てて口を閉じた。これではあの質問の返事を催促しているようなものだ。

　しかし彼は、ぴんとこないのか、「聞きたいこと？」と首を捻っている。

「数分なら今、時間をやれるが」

「今!?　って、そんなの無理です！」

「時間がかかる話なのか？」

　──ていうか隊長、『教えてやる』って言ったこと、本当に忘れてるんじゃ……。

　そう思い至った瞬間、腹の底からイライラが込み上げてきた。

　いつもこうだ。こうして考えているのは自分だけ。クラウディオはリリアを翻ほん弄ろうするだけして、後は知らんふりだ。こっちが悩んでいることに、気づきもしない。

　隊長のバカ。胸の中でそう毒どく突づきながら、頰ほおをぷうっと膨ふくらませる。

「なんだ、そのぶすっ面つらは。眉み間けんに皺しわが寄ってるぞ」

「ぶすっ!?」

　あまりの言いように、リリアの頭にカッと血が上った。

「隊長！　いくらなんでも『ぶす』はひどすぎます！」

「『ぶす』とは言ってない。『ぶすっ面』と言ったんだ」

「──そのぶすにキスしたくせに!!」

　そう叫んでしまったのは、ほとんど条件反射だ。すぐに後こう悔かいしたが、もう遅い。

「おまえ……！」

　クラウディオは啞あ然ぜんとした顔で、口をぱくぱくさせている。

　何を血迷っているの、わたし！　と、リリアは自分自身に驚きよう愕がくした。

「ち、違うんです！　これはその、気になってたからぽろっと出てしまったというか、結けつ局きよくあれがキスだったのかどうか、いまだに謎なぞのままというか……！」

　頭の中がぐるぐるしていて、何を言っているのか自分でもよくわからない。

「この、バカがっ!!　こんなところでそんな話をするやつがいるか！」

　クラウディオは、リリアの首根っこを摑つかんできた。

「誰かに聞かれたらどうするつもりだ！」

「わーごめんなさい！」

　全力で謝るが、もちろん許してもらえるわけもない。そのまま彼の執務室に引きずり込まれ、扉に背中をぐいと押しつけられる。

「わたしだって言うつもりはなかったんです！　ただ隊長がぶすって言うから、つい」

「だからぶすとは言ってないっつってんだろてめえ！」

「わかりましたぶすっ面ですね本当にすみませんでした！」

　あまりの剣けん幕まくに、リリアはぎゅっと目を瞑つぶった。

　するとそのうちに、頭の上から大きな溜ため息いきが落ちてきた。

「──べつに忘れてたわけじゃない」

「え？」

「だから……俺だってちゃんと考えているということだ！」

　考えてるって、何を？　おそるおそる瞼まぶたを開けて、クラウディオの様子をうかがう。

「ええと、それはいったいどういう？」

「逆に聞くが、おまえはちゃんと自覚してるのか？」

　って、ますます意味不明なんですけど！　困こん惑わくしたリリアは、右に左に首を捻った。

　ぶすっ面からキスの話になって、そして自覚がどうとかいう話になった。

「あの、もうちょっとわかりやすく言っていただけるとありがたいんですけど」

　そう願えば、クラウディオは「やっぱりな」と呆れ口く調ちようだ。

「やっぱりおまえは何もわかってない」

　彼はなぜか、がっかりしたような表情をしている。

「ちょっと待ってください、勝手にがっかりしないでください！」

　焦あせるあまりに、リリアの声が自然と大きくなった。

　と、その時。コンコンッと、執務室の扉がふいにノックされた。

「────っ!?」

　リリアは瞬時に凍こおりついた。ごくりと息をのみ、クラウディオと顔を見合わせる。

　扉の向こうに誰かが立っている。そのことに、今の今まで気がつかなかったのだ。話に夢中になるあまりに。

　──まさか、今の話を聞かれてしまったなんてことは。

　どうしよう、とぎゅっと胸元を握っていると、再び扉が叩かれた。

「クラウディオ、いるー？　団長がクラウのこと捜してるんだけど」

　声の主は、ネプトゥス隊の副隊長であるジュゼだ。

　急ぎの用事なのだろうか。彼は間を空けずに「クラウー？」と、声をかけてくる。

「あれー？　いないの？　どこに行っちゃったのさ」

　返事がないので『いない』と判断したのだろう。やがてジュゼは、ぶつぶつ呟きながら部屋の前から去っていった。どうやら先ほどの会話は、ジュゼの耳には届いていなかったらしい。リリアとクラウディオは、それぞれほっと息を吐はく。

「……いいか、五分経たったらこの部屋から出て来い。荷物は一人で運べるな？」

「はい、大丈夫です」

　ぴしっと敬礼した途端、リリアの体が扉から引きはがされた。

　クラウディオは表情一つ変えずに、執務室から出ていこうとする。

「あのっ、隊長……」

　何を言うつもりもないのに、つい呼び止めてしまっていた。

　するとクラウディオは、いきなり振り返り、リリアの耳元に唇くちびるを寄せてきた。

「──おそらく今日は家に帰れるはずだ」

「えっ」

「質問の答えが知りたければ、家でおとなしく待ってろ」

　リリアの目の前で、漆黒の隊服の裾があざやかにひるがえる。

　彼はリリアからの返事も待たずに、廊下へと飛び出していった。
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　それから、きっかり五分経った後。

　クラウディオの執務室を出たリリアは、廊下に転がっている荷物を抱え上げた。

　頭の中で何度も繰り返されるのは、先ほどのクラウディオの言葉。

　──隊長、今日は帰ってこられるんだ。

　あらためてそう思うと、リリアの口元が自然とほころんだ。

　けれどにやついている場合じゃない。今は勤務中で、やるべき仕事もたくさんあるのだ。

　気を引き締しめ直したリリアは、全速力で馬房へと向かう。

「よいしょっと……ふう、さすがに重かったわ」

　頼まれていた荷物を物置場に置き、空あいた手にほうきを握る。そしていざ掃除を始めようとしたところで、オリヴィエに声をかけられた。

「リリアさん、すぐ外に来て……練兵場に整列だって」

　練兵場に整列。ということは、何か急ぎの指示が隊全体に出されるに違いない。リリアはオリヴィエのあとを追って、馬房の外に出る。

　練兵場にはすでに、ネプトゥス隊の隊員たちが集まっていた。

「ねえオリヴィエ、今から何が始まるの？」

　定位置についたリリアは、隣となりに立っているオリヴィエに小声で話しかけた。

「うん……なんでも第二王子殿下からご挨あい拶さつがあるんだって。例の船旅の件で……」

「第二王子殿下から!?」

　ということは、アルフレード・レオ・バルトランツ──つまりレオからの挨拶だ。

　ひと月半ほど前に、リリアが偶ぐう然ぜん知り合った神官の青年、レオ。

　彼は、アズーリの存在を知らずにいたリリアに、アズーリを召しよう還かんする方法を教えてくれた。その一件もあって、リリアとレオは、顔を合わせては言葉を交わすようになった。

　そのレオが、この国の第二王子だと知ったのは、つい最近のこと。教えてくれたのは、第一王子であるジルバルト──つまりレオの腹違いの兄だった。

　そしてレオは、その兄のことをすさまじく憎にくんでいるのだという。

「ちょっと待って。今回の護衛対象って、もしかしてレオさ……第二王子殿下なの？」

　王族とは聞いていたが、それが誰かまでは知らされていなかった。

「うん、そうみたいだね……あっ、ほら、いらっしゃったよ」

　オリヴィエの視線は、執務棟の出入り口へと向けられている。

　やがてそこから、クラウディオとジュゼ、そして騎士団長とレオが現れた。眩まぶしいほどの金髪に、真っ白い神官服──離れていてもわかる。間違いなく、レオその人だ。

「おまえら、さっさと並べ！」

　隊員たちと向かい合うようにして、クラウディオが立った。

　落ち着き払った表情は、先ほどまでとは別人のよう。こうして顔を合わせる時、リリアはいつも、クラウディオの存在を『遠い』と感じてしまう。

　クラウディオの隣にはレオが。さらにその隣には、ジュゼと騎士団長が並んでいる。

「こちらは我が国の第二王子、アルフレード・レオ・バルトランツ殿下だ」

　クラウディオは抑よく揚ようのない声で、レオを紹介した。

「バディオリ島への出発を三日後に控ひかえ、殿下御おん自みずからご挨拶にいらしてくださった」

　バディオリ島。それはバルトランツの海域に浮かぶ島だ。そこは世界の海の中心とされている場所で、海神ネプトゥスの本殿が置かれている。

　バルトランツの王族は、結婚や出産、または要職に就いた時など、その本殿を詣もうでる義務がある。海神ネプトゥスに己おのれの決意を示す『神誓ジユラメントの儀』──それを執とり行うのだ。

　そして今回、その儀に臨のぞむのは、どうやらレオらしい。

「今の時期に『神誓』ということは……殿下は副神官長になられるんだね、きっと……」

　つまり要職に就くための神誓だと、オリヴィエは予想した。

　オリヴィエは、彼の姉がジルバルトの侍女をしている関係で、意外と世せ情じように明るい。

「どうかしら。殿下は二は十た歳ちになられたばかりのようだけれど」

　あの若さで副神官長の職に就くことなど、ありえるのだろうか？

「でも王子殿下だよ……将来は神官長になることが約束されているはずだし……」

「じゃあ、そのうち正式に発表があるかもしれないわね」

　そんな会話を交わしていると、クラウディオが再び口を開いた。

「いいか、隊に課かせられた任務は、殿下に傷一つ付けぬよう護衛することだ。バディオリ島はノワールの海域から近い。偽ぎ装そう船せんが頻ひん繁ぱんに航行しているとの情報もあるし、軍船アデライドを見かけることもある」

　その情報は、隊内の誰もが知っていた。だからこそ今回の警備は、より厳重なものにする必要があるのだと、先輩隊員の一人が力説していたのだ。

「おまえら、気を引き締めてかかれよ。ネプトゥス隊の隊員として、有ゆう事じの際には殿下の御おん身みを守りぬけ！」

　クラウディオの命令に、総勢五十名前後の隊員たちが「はっ」と敬礼をした。ぼけっとしていたリリアも、少し遅れて同じ動作をする。

　そしていよいよ、レオの挨拶が始まる。彼は一歩前に進み出て、にこりと笑った。

「ネプトゥス隊の皆さん、どうもはじめまして。毎日の勤務、ごくろうさまです」

　隊員たちの前に、王族の一人として堂々と立つレオ。凜としたその表情は、リリアが初めて目にするものだった。──が。

「この美び貌ぼうから、『全人類の宝』とも『全乙女おとめの恋人』とも呼ばれているアルフレード・レオ・バルトランツです。よろしく！」

　彼はいきなり、頭が取れそうなほどの勢いで前髪を搔かき上げた。

　──わっ、いつものレオさんだわ！

　見慣れたその動作を前に、リリアはあんぐりと口を開ける。

「ああ、僕のことはぜひ『レオ』と呼んでください。くれぐれも『アルフレード』とは呼ばないように」

　隊員たちが啞然としている前で、レオは次々とおかしなポーズを取り始めた。

「あれ？　皆さんどうしたんですか、ぽかんとして……ああ、僕があまりに美しいので言葉を失っているんですね。それは申し訳ない」

　空気が読めないのか、あるいは読むことをしないのか。レオの自じ己こ陶とう酔すいのせいで、ネプトゥス隊の詰所に微び妙みような沈ちん黙もくが流れる。

　それを打ち破ったのは、クラウディオの苛立った声だ。

「ということで……！　我々は殿下の『神誓の儀』が滞とどこおりなく運ぶよう、全力で任務にあたる。まずは出発に向けて、各自準備に励はげむように」

　クラウディオは「以上、解散！」と、強制的にその場を収めた。

　隊員たちは複ふく雑ざつな表情をしながらも、命令どおりに各おの々おのの持ち場に戻っていく。

「リリアさん、行こう……馬房の掃除を済ませて、船型の勉強をしなくちゃ……」

　オリヴィエに促うながされ、リリアも馬房に向かって歩き始めた。

　しかし数歩進んだところで、すぐに足を止めた。クラウディオと話していたレオと、ばっちり目が合ったからだ。彼は水色の瞳で、明らかにこちらを見ていた。

　──レオさんの噓うそ吐つき。

　胸に抱いていた不満が、つい顔に出た。

　正しく言えば、べつに噓を吐かれたわけではない。レオ自身から、身分を明かしてもらえなかっただけだ。

　けれどもし、彼が王子だと明かしてくれていたなら、あんなふうに気安く近寄りはしなかった。王族にとるべきまともな態度で、彼に接することができたはずなのに。

　──少なくとも絶対に『ケチ男！』なんて暴ぼう言げんは吐かなかったわ。

　そんなことを考えていると、レオの隣からゴホンッと咳せき払ばらいが聞こえてきた。

　ぱっと視線を動かせば、今度はクラウディオと目が合った。レオとリリアが見つめ合っていたことに気づいたのだろう。彼は極ごく悪あく面づらでこちらを睨んでいる。

『睨み合いになったら絶対に目を逸そらすな。逸らしたら一撃でキルされるぞ！』

　以前、剣術の師からそう教えられたことがあった。

　けれど相手はクラウディオだ。これ以上この状態が続けば、視線で殺されてしまうかもしれない。

　身の危険を感じたリリアは、サッと目を逸らした。

　そしてレオに向かって一礼。オリヴィエのあとを追って、全速力で走り出したのだ。
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　その後、ふと気づいた時には、レオはネプトゥス隊の詰所から姿を消していた。

　そのためリリアは、何を気にすることもなく、もくもくと仕事に励んだ。

　従騎士としての普段の仕事に加えて、三日後の出発に関する準備や調整など。隊内の誰もが忙しくしているため、細かな仕事は全て、リリアとオリヴィエに振り分けられた。

　結局その日、リリアが退勤できたのは、夜も十時を回った頃だ。

「ううっ、今日も遅くなっちゃった……」

　次の角を曲がればアンフォッシ家に到着、というところで、リリアは長い息を吐いた。

「でも隊長はまだ帰ってきてないわよね、きっと」

　頭上を飛ぶアズーリに、「ね？」と同意を求めてみる。

「そんなの妾の知ったことか」

　アズーリは素そっ気けなく言って、一足先に角を曲がっていった。

　しかしどうしてか、彼女はすぐにこちらに引き返してきた。面おも白しろくなさそうな顔をして。

「ふん、どうやら帰ってきてるようじゃの。家の灯りがついてるぞ」

　その瞬間、リリアは弾かれたように走り出していた。玄関前の階段をはしたなくも駆け上がり、ガチャリとドアノブを回す。

「隊長！　帰ってきてるんですか!?」

　そのままドダダダダッと廊下を疾しつ走そうし、一階の居間へと飛び込む。

　だが予想した場所に、クラウディオの姿を見つけることはできなかった。てっきり居間のソファに座って、ワインを楽しんでいるかと思ったのに。

「まさかもう寝ちゃったとか!?」

　そう考えて顔色を青くした時、背後から頭をぺちりと叩かれた。

「まったくおまえは……廊下は走るなと言っただろうが」

　振り返ると、すぐ目の前にクラウディオが立っている。

「隊長！　おかえりなさい！」

「アホが。それは俺の台詞セリフだ」

　白いシャツ姿のクラウディオからは、石せつ鹼けんの香りがした。よく見れば黒髪の先から、小さな水すい滴てきが落ちている。おそらく風ふ呂ろを使ったばかりなのだろう。久々に目にする寛くつろいだ姿に、リリアはついどきっとした。

「あの……早かったんですね！　てっきりもっと遅いお帰りかと」

「なんだかんだと八日も執務棟で寝泊まりしてたからな。定時退勤をぶんどってやった」

「じゃあ夕方には帰ってたんですか？」

「ああ。ずっと手紙を書いていた」

　誰に、と聞くまでもない。もちろんクラウディオが愛してやまない弟へ、だ。

　彼の弟は、リリアと同じ十六歳。政治を学ぶために、今は王立学校の寮りように入っている。

　だがふた月後には、この家に戻ってくる予定だ。その時にはリリアは、アンフォッシ家を出る約束となっていた。

「もしかして隊長、今日は手紙を書くために帰ってきたんですか？」

「それ以外に何があるんだ？」

　怪け訝げんな顔で聞き返されて、リリアはがっくりした。

　実はちょっとだけ、『わたしと話をするために？』と思っていたのだが、大きな勘かん違ちがいだったらしい。ブラコン恐おそるべし、だ。

　──けれど、それでも。

「隊長、ごはんは食べましたか？　疲つかれてませんか？　眠くないですか？」

　手紙を書くためとはいえ、クラウディオが久々にこの家にいる。それが嬉しくて、リリアの心は自然と弾んだ。

「なんだ、ずいぶん機嫌がいいな」

　クラウディオはソファに腰を下ろし、ワイン壺つぼに手をのばしている。

「だって隊長が帰ってきてくれたから、嬉しくて！」

　つい正直な気持ちを口に出すと、クラウディオが「ぶほっ」とワインを噴ふき出した。

「おまえは……！　またそんなことを！」

　彼はげほごほとひとしきり咳せき込んでから、キッと目を吊つり上げる。

「そんなことを簡かん単たんに言うな！」

「ひっ、ごめんなさい！」

「それからそんな嬉しそうな顔をするな！」

「うっ、ご、ごめんなさい」

「それでおまえ、ちょっとこっちに来い！」

「ごめんなさ……えっ？　来い？」

　顔を上げれば、クラウディオが手招きしていた。

　なんだろう？　いまいち状じよう況きようを飲み込めぬまま、彼の前までとたとた歩いて行く。

　クラウディオのことを、珍めずらしく上から見下ろすような形になった。彼は不機嫌そうな顔で、「ちっ」と舌打ちをする。

「おまえ、無自覚に煽あおるのはやめろ」

「？？　どういうことですか？」

　わからなくて聞き返すと、今度はふうっと溜息を吐かれた。

　──どうして溜息？　また何か、まずいことをしてしまったの？

　リリアの胸の中に、不安という名の種が蒔まかれる。

　今夜は、彼のことを絶対に苛つかせたくはなかった。久しぶりに家に帰ってきたのだ。ゆっくり寛いでもらいつつ、話ができればいいなと思っていた。それなのに。

「隊長、もしかして怒ってます？」

　おそるおそる問いかければ、クラウディオがやっとこちらを見た。

　予想したよりもずっと近くに、彼の青い瞳がある。

「──リリア」

　名前を呼ばれると同時に、左の手首をぐいと摑まれた。

　思わずリリアは、びくっと肩を上下させる。

「は、はい……なんでしょう」

　答えた声は、少し震ふるえていたかもしれない。自分の鼓こ動どうが、やけにうるさく感じられた。

「おまえは、例のあれがキスなのかどうか教えてくれと、そう言ったな？」

　クラウディオはいきなり核心にふれてきた。

　彼の目がすっと細められた時、まるで狙ねらいを定められた獲物のような気分になった。

「本気で教えてほしいと思うか？」

　少し考えてから、リリアは「はい」と頷うなずいた。

　もうずっと気になり続けていた。それを知ることができたら、何かが変わるような気がしていた。

「べつに教えてやってもいい。──だが」

「……だが？」

「聞いたらおまえ、もう逃げられないぞ？」

　その瞬間、二人を取り巻く空気が、がらりと変わったように思えた。

　クラウディオはリリアの手首を摑む手に、ぐっと力を籠こめてくる。

　痛みなのか、恐きよう怖ふなのか。どちらが原因なのかわからないまま、リリアは身じろぎした。

　鋭するどい視線に、心臓が射い貫ぬかれてしまいそうだ。左の手首が、燃えるように熱い。

　──これは、何？

　途端に居い心地ごこちが悪くなって、リリアは今すぐここから逃げ出したい衝しよう動どうに駆られた。

　けれどクラウディオは、それを許してくれなかった。彼は支配するような眼まな差ざしで、リリアに命じてくる。「動くな」と。「まだ話は終わっていない」と。

　リリアの頭の中は、いつしか真っ白になっていた。

　どうして手を摑まれてるの？　逃げられないってどういうこと？

　静まり返った居間の中に、リリアとクラウディオの呼吸音だけが響いている。

「よく考えろ」

　クラウディオは言った。

「質問の答えを聞くかどうか、ちゃんと考えて、おまえが選べ」

　どうやら選択権はこちらにあるらしい。

「聞きたいのなら答えてやる。──が、答えたら逃がさない。だから覚悟は決めておけよ」

　やがてクラウディオは、ひどく名残惜しそうにリリアの手を放した。

　そして急に、「よしっ」と、仕切り直すように手を叩く。

「そういえばおまえ、メシは食ったのか？　詰所で何か腹に入れたか？」

　彼は、ソファから勢いよく立ち上がった。

「え……？　いえ、あの、まだですけど……」

　今度はいきなりメシの話!?　わけがわからなすぎて、リリアは目を白黒させた。

　さっきのは何？　覚悟を決めろってどういうこと？　彼の手の感かん触しよくが残る左手首を、ぎゅっと握り締める。

　しかし一方のクラウディオは、もはやいつもと変わらぬ態度だ。「まだならさっさと食べちまえ」と言い置いて、廊下へ出ていこうとする。

　──？？　もしかして……さっきのって、夢？

「って、そんなわけないでしょうが！」

　思わず声に出してつっこむと、出入り口の辺りでクラウディオが足を止めた。

「おまえ……独ひとり言ごとはほどほどにしとけよ。いつもの三倍くらい頭おかしく見えるからな」

　やがて彼は、さっさと自分の部屋へ引き上げてしまった。啞然とするリリアを、一人、居間に残して。

　──ていうか、お願い。ちょっと待って。思考が上う手まく働かない。

「さっきのっていったいなんだったの……？」

　頭の中に疑問符を浮かべたまま、リリアはその場に立ち尽つくした。
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　翌朝、目が覚めると、リリアの瞼まぶたは面おも白しろいほどにむくんでいた。

　昨夜のクラウディオとの一件を、あれこれ考えすぎて眠れなかったせいだ。

「うわ……これじゃ本当にぶすっ面つらだわ」

　部屋の鏡かがみに自分の顔を映して、溜ため息いきを一つ。冷たい水で冷やせばどうにかなるだろうかと、自室を出て一階の調理場へ向かった。

　時刻は朝の五時前。外はぼんやり明るいが、クラウディオはまだ寝ているはずだ。

　リリアは薄うす手での夜よ着ぎのまま、抜ぬき足差し足で一階の廊ろう下かを歩いた。

　そしていざ調理場へと足を踏み入れようとした時、背後に人の気配を感じた。

「早いな。寝てないのか？」

「のわ──っ!!」

　いきなり声をかけられて、思わず奇き声せいを発してしまっていた。

　すぐ背後に、クラウディオが立っていた。それも変態ストーカーばりのさりげなさで。

　なんで？　どうして？　いつもだったらまだ寝てるはずなのに！　軽いパニックに陥おちいりながら、リリアは「おはようございます！」と振り返った。だが焦あせるあまりに、足がもつれた。あろうことかリリアは、クラウディオめがけて倒たおれ込んでしまう。

「おまえ……！」

「うそ、隊長、よけて！」

　ドタバタッと廊下に響ひびく鈍にぶい音。結局リリアは、オリヴィエのような転び方──つまりクラウディオを巻き込んで転んでしまっていた。

「ごめんなさい……！」

「このっ、バカが！　朝から無む駄だな体力使わせるな！」

　クラウディオは大きな溜息を吐つきながら、上半身を起こした。

　すると自然と、クラウディオの太ももにリリアが座っているような体勢になった。

　──っていうかわたし、夜着のままなんですけど！

　ありえない。こんな薄い布一枚で、彼と密着しているなんて。

　過去何度か、クラウディオに『そんな格好でいるな！』と怒られたことはあった。けれどその時は、『普通の夜着なのに、どうして？』程度にしか思わなかったのだ。

　しかし今、初めて意識する。確かにこれは『そんな格好』だ。一方のクラウディオが隊服をきっちり着込んでいるだけに、よけいに恥はずかしい。

「あ、あああのっ！　た、隊長はもう出勤されるのでありますか！」

　うろたえるあまりに、どこぞのベテラン兵士のような口く調ちようになってしまった。

「いいからどけ。重い」

　彼はいつもと変わらぬ調子で、リリアをぐいと押しのける。

「はっ！　たいへん申し訳ありませんでした！」

　すっくと立ち上がり、足を揃そろえて敬礼。そのまま踵きびすを返し、自分の部屋に向かってギクシャク歩き始めた。

「おい、俺はもう行くからな」

　背後から声をかけられたが、振り返ることも返事をすることもできなかった。

　──どうしよう。隊長の顔が、まともに見られないかも。

　昨夜の一件で、リリアはクラウディオのことをより意識するようになってしまっていた。
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　その日の勤務は、最悪だった。

　注意散さん漫まん、簡単なミスを連発。もちろんクラウディオに呼びつけられ説教をされるものの、彼の顔をまともに見ることができなくて、さらにおかしな態度をとってしまった。

「ううっ……わたしってば超最低」

　その時のことを思い起こして、リリアは肩を落とした。夜九時。本日の勤務を終え、家路に就つこうとネプトゥス隊の詰つめ所しよを出たところだ。

「アズーリ、いる？　そろそろ家に帰るけど」

　空に向かって声を投げると、時計塔とうの方角から風を切る音が聞こえてきた。夜空に浮うかぶ銀色の鳥は、リリアの声を聞きつけてきたアズーリだ。

　だが彼女は、そのままリリアの頭上を飛び越し、どこかへ消えていった。

「アズーリ？」

　おかしい。いつもだったら、旋せん回かいして近くまで飛んでくるはずなのに。

　どうしたんだろう、と視線でその行方を追った直後、リリアはハッと息をのむ。

「こんばんは、リリアさん。お仕事は終わりましたか？」

　王宮広場の方角に、ぼんやり浮かび上がる人影を見つけた。

　月光に照らされているのは、白い神官服をその身にまとった青年──レオだった。

「レオさ……」

　そう言いかけて、まずい！　と、慌あわてて口を閉じた。

「アルフレード殿でん下か」

　リリアは隊服の裾すそを摑つかみ、レオの前で膝ひざを曲げようとする。

　しかしすぐに、レオその人に止められた。

「やめてください。そんな態度はとらないでください」

「ですが……」

「それから『アルフレード』と呼ぶのも禁止です。どうか今までどおり『レオ』と」

　お願いです。そう言いながら、レオは片方の目をぱちりと閉じる。

　けれどそう願われたところで、「はい了りよう解かいしました」と頷うなずけるわけがない。

「そんなの無理です！」

　リリアは声を大きくした。

　するとレオは、急に間合いを詰め、リリアの首元めがけて手をのばしてきた。

「もう一度言います。今までどおりに『レオ』と呼んでください。でなければ──」

　首を絞しめられるかのようなその動作に、一いつ瞬しゆん、背筋が凍こおりつく。

　しかしレオは、リリアにふれる寸前で、その手をすっと下ろした。

「いいですか、僕は『神官のレオ』です。あなたの心の恋人であり、全世界の乙女おとめの憧あこがれでもある『レオ』──さあ、呼んでみてください」

「あの、どうしてここに……？　ネプトゥス隊に何か御ご用ようですか？」

「あなたが『レオさん』と呼んでくれたら答えますよ」

「そんな……」

　リリアはつい、言葉を詰まらせていた。

「リリアさん、怒ってますか？　僕が身分を明かさなかったこと」

「べつに怒ってはいませんけど……レオさんの口から聞かせてほしかったなとは思います」

　観念して今までどおりの呼び方をすると、レオは嬉うれしそうに口元をほころばせた。

「リリアさんは優しいですね。……ああ、僕ほどではありませんけど」

　月光に照らされたその笑顔が、なぜか妖あやしげにリリアの目に映る。

　その瞬間、リリアの脳のう裏りに、とある光景がよみがえった。

　それは十数日前、中型船の甲板で、王太子ジルバルトと向かい合った時の記憶だった。

　彼は言っていた。『ラト・シエナ』と呼ばれるメダルの話を引き合いに出して、レオがあえて自じ己こ陶とう酔すい者を装よそおっているのだ、と。

　それを今、思い出したのはなぜだろう。

　目の前にいるレオは、その笑みも、口調も、眼まな差ざしも、いつもと変わらない。でも何かが。ほんの少しだけ何かが違うようにも思える。リリアの気のせいかもしれないけれど。

「レオさん、どうしてここにいらっしゃるんですか？　ネプトゥス隊に御用ですか？」

　もう一度その質問を口にすると、レオはいきなりリリアの手を握ってきた。

「あなたに会いに」

「えっ！」

「というか、あなたを連れていくために」

「どこに!?」

　予想外すぎる返答に、リリアの眉み間けんに縦たて皺じわが生まれる。

「細かいことは後にしましょう。とりあえず僕についてきてください」

　行かないという選択肢しは与えられていないのだろう。レオはリリアの手を引いて、早足で歩き始めた。

　──アズーリ、どこ？

　辺りを見回し、その姿を捜す。彼女は執務棟の屋根の上から、こちらを眺ながめていた。

「レオさん、とりあえず手を放してください」

「夜のデートみたいで嬉しいでしょう？　こんなチャンス滅めつ多たにありませんよ」

「いえ、全然嬉しくないですから！」

「ああ、そう言って僕の気を引く作戦ですね。相変わらずあなたは素す直なおじゃないんだから」

　金色の前まえ髪がみを搔かき上げる彼は、どうしてか、とても楽しげだ。

　逆にぐったりとしたリリアは、レオに引きずられるまま、王宮広場の方角へ向かった。

「レオさん、どこに行くのかだけは教えてくれませんか？」

　あきらめずに問うと、レオはこちらを振り返って言った。

「まずはミネルウァ隊の詰所です」
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「レオさま、お一人で行動なさるのはやめてください」

　ミネルウァ隊の詰所に辿たどり着くと、出入り口の前に背の高い男が立っていた。

　歳は四十代半なかばくらいだろうか。焦こげ茶色の長い髪を一つに束たばねた、どこか優ゆう雅がな雰ふん囲い気きを漂ただよわせた男だった。

　彼は紺こん色のジャケットを身に着け、腰こしからは大ぶりの剣を下げていた。凜とした立ち姿を見てぴんときた。間違いなく騎き士しだ。それも凄すご腕うでの。

「ちょうどよかった。リリアさん、紹しよう介かいしますね」

　レオは足を止めると、やっとリリアの手を解放した。

「彼は、僕の侍じ従じゆう騎士のカレルです。何かありましたらどうぞ自由に使ってください」

　侍従騎士のカレル？

「って、もしかしてカレル・シルヴァーノさんですか!?」

　目を丸くするリリアの前で、当のカレルはにこりと笑う。

　カレル・シルヴァーノ。その名を知らぬ者は、おそらく騎士団内にはいないだろう。当代の騎士団長と同期である彼は、その強さから、ある意味伝説化されていた。

　彼は『美しい』と賞されるほどの華麗な剣術を武器に、ノワールとの海戦の際には多くの手て柄がらを立てたのだという。そのため最年少で、ミネルウァ隊の隊長職に抜ばつ擢てきされたのだとか。

　しかしそんなカレルは、今から十一年ほど前、王立騎士団を辞やめてしまう。

　その後、王族の侍従騎士になったという話は先せん輩ぱい隊員から聞かされていたが、まさかレオのそれだとは予想もしていなかった。

「はじめまして。リリア・コルテーゼと申します。ネプトゥス隊の従騎士です」

　ぺこりと一礼すると、なぜかカレルがサッと距離を詰めてきた。流れるように素す早ばやい動作。え？　と驚おどろいている間に、彼に腰を抱かれてダンスを踊おどるような格好になる。

「唯ゆい一いつの女性隊員ですね。噂うわさはかねがね」

　彼はリリアの顎あごを摑み、「なんとも可か愛わいらしい」と、ふわりと笑った。

　その瞬間、リリアは幻まぼろしを見た。辺りに紫むらさき色の薔ば薇らがパッと咲さいたように思えたのだ。

　──なにこの色気！

　リリアの顔色が、あっという間に真っ赤になった。
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「まるで初夏の野苺のようですね。ですがそれもまた可愛らしい」

　再び微笑ほほえみかけられ、リリアは「ぎゃっ」とおかしな声を漏もらす。

　するとレオが、奪うばうようにして、リリアを自分の背後に押しやった。

「リリアさん、どうぞ気をつけてくださいね。彼は女性と見れば『可愛らしい』を連発する、ただの軟なん派ぱな中年男ですから」

「それはまたひどい言いようですね、レオさま」

　カレルは「心しん外がいです」と、首を竦すくめている。

「ついふれてしまったことは謝あやまりましょう。噂の女子隊員に会えて、嬉しくなってしまったのですよ。騎士団長から話は聞かされていたものですからね」

　どうやら騎士団長とカレルは、同期同士、今も交流があるようだ。

　やがてカレルは、自らの左手をミネルウァ隊の詰所の方角に向けた。

「さてレオさま、中では皆がお待ちですよ」

「ではリリアさん、行きましょう」

　レオに促うながされるまま、ミネルウァ隊の詰所へと足を踏み入れる。

　夜を迎むかえたその場所は、昼間とは打って変わって、しんと静まり返っていた。




　ミネルウァ隊の詰所は、ネプトゥス隊のそれとほぼ同じ作りになっている。

　異なる点といえば、馬ば房ぼうの中には普通の馬が入れられているところ。そして馬房の横に、三部屋からなる建屋があるというところだ。

　三部屋のうちの一つは武器庫、一つは書庫、そしてもう一つは会議部屋として使われている。リリアとレオは、カレルの案内で会議部屋へと連れていかれた。

「おう、従騎士。来たか」

　そこには驚くことに、騎士団長とミネルウァ隊の隊員十数名。そしてネプトゥス隊の先輩隊員五名がいた。

「これは……どういうことですか？」

　啞あ然ぜんとしながら辺りを見回せば、騎士団長が、がははっと笑う。

「従騎士、きょろきょろしてて挙きよ動どう不ふ審しんだな！」

　だっていきなり連れてこられたんですよ！　との言葉は、喉のどの奥に押し込んだ。

　相手は騎士団長だ。過去二、三度声をかけられたことはあるものの、リリアにとっては雲の上のような存在。自分が属する組織の長ということで、ある意味、ジルバルトやレオよりも緊きん張ちようする相手かもしれない。──けれど。

「これで全員揃そろったな。どれ、バディオリ島へ向けて出発するか」

「出発──っ!?」

　リリアは思わず、騎士団長に詰め寄っていた。

「バディオリ島に!?　今から!?」

　どういうこと!?　とあわあわしていると、騎士団長は再び豪ごう快かいに笑う。

「クラウディオに聞いてはいたが、相当に落ち着きがないな！」

「教えてください。出発ってどういうことですか!?」

「──レオさまをノワールの手からお守りするためですよ」

　そう答えたのは、レオの隣となりに立っているカレルだった。

「ノワールの船がバディオリ島付近を航行していることはご存ぞん知じですね？　あの島はノワールの海域から近い。敵船の航行を防ぐことなど不可能です。ですからもちろんレオさまも危険にさらされることになってしまう」

「でもネプトゥス隊がいれば……」

　大だい丈じよう夫ぶなはずだ。そう考えていると、今度は騎士団長が口を開いた。

「そう。我が国が誇ほこるネプトゥス隊がいれば、おそらく問題はない。──が、何をしかけてくるのかわからないのがノワールだ。殿下がネプトゥス隊と共にバディオリ島に行くとの情報は、ノワールに伝わっている可能性が高いからな」

　なぜその情報が？　と、問わなくてもわかった。ノワールの間諜スパイが、バルトランツの王宮内に入り込んでいるからだ。

　ノワールは過去幾いく度ども、バルトランツに間諜を送り込み、事件を起こしてきた。そしておそらく今も、どこかの組織に潜ひそんでいるはず。

「もしバレているなら、向こうは絶対に殿下を狙ってくる。殿下を人質にとれば、状じよう況きようは一気にノワールに有利になるからだ。水棲馬スイレーナの数頭と交換できれば万ばん々ばん歳ざい。あっちはそう考えているだろう」

「それを回かい避ひするために、出発を早める。……そういうことですか？」

　騎士団長は「惜おしい」と腕を組んだ。

「出発するのは、ここにいる面々だけだ。ああ、俺は抜きでな」

　つまり対外的には、第二王子は二日後に軍船で出発ということにするらしい。けれど実際は今、少人数で秘密裏に出発するのだとか。

「ネプトゥス隊は二日後、軍船を護衛する形で王都を出る。だがその数時間後には単独行動をとり、殿下の元へ向かう予定だ」

　その頃には、護衛対象であるレオが目的地に着いているからだ。

　バディオリ島までは船で二日、水棲馬では一日弱かかる。レオが目的地に着いた翌日には、ネプトゥス隊が到着する予定らしい。

「そうなんですか……ではわたしは、何かお手伝いをするために呼ばれたんですね？」

　出発時の手伝いといったらなんだろう？　荷物の積み込み要員だろうか。最近、重い荷物を立て続けに運んでいたので、それを買われたのかもしれない。

　だがすぐに、騎士団長に「ちがう」と否ひ定ていされた。

「従騎士コルテーゼ、おまえも殿下と共に出発しろ」

「……は？」

　命令の意味がわからず、紫色の目をぱちぱちさせた。

「呆ほうけてる暇はないぞ。殿下の護衛としておまえも同行するんだ」

「はあ、護衛ですか、なるほど……って、はぁあああ!?」

　やっと理解したリリアは、素すっ頓とん狂きような声を部屋中に響かせる。

「なんでわたし!?」

「何か不満か？」

「いえ、そんなことは……というか行きます、もちろん行かせていただきますけど！」

　それにしたって、あまりにいきなりすぎやしないだろうか。

「女子隊員の手がないと不便だということで、殿下が急きゆう遽きよご提案されたんだ。殿下自らおまえを迎えに行くとおっしゃられてな」

　──レオさんが？

　リリアは隣に立つレオに視線をやった。彼は素知らぬ顔で、変なポーズをとっている。

　──ちょっとレオさん、これっていったいどういうことですか。

　そう問い詰めたい気持ちを、ぐっと堪こらえた。

「リリアさん、僕に選ばれたことが嬉しいからって、そんなに熱ねつ烈れつに見つめなくても……」

「いえ、べつに見つめてはいませんけど！」

　ダメだ。彼のペースに巻き込まれると、よけいに面めん倒どうなことになる。

　リリアは「それで話の続きですけど！」と、仕切り直すように騎士団長を見上げた。

「アンフォッシ隊長は？　わたしが同行することを、もちろんご存知なんですよね？」

　すると騎士団長が、「いや」と首を横に振った。

「クラウディオにはまだ話していない。殿下が今、お決めになったことだからな」

「じゃあ、せめて隊長に直接報告させてください」

　すぐに戻ってきますから、と、リリアは騎士団長に願った。

　報告もせずに出発したら、きっとクラウディオは心配するだろう。

　しかも今日一日、彼におかしな態度をとり続けてしまったのだ。三日後にはバディオリ島で再会できる予定だが、一言謝ってから出発したい。

　しかしその願いは、レオの判断であっけなく却下された。

「ダメですよ、リリアさん。出発の時刻はもう迫せまっていますからね」

「でも、ちょっとだけですし……」

「心配しなくても大丈夫ですよ。アンフォッシ隊長には、騎士団長が必ず報告してくれますから。──明日の夜までにはね」

　そう言うなりレオは、リリアの手を摑み、強ごう引いんに歩き始めた。

「さあ、行きましょう。隠おん密みつの行動なので、ミネルウァ隊の船着き場から出発します」

　どうやら本当に出発間際だったらしい。ミネルウァ隊とネプトゥス隊の隊員たちが、二人のあとをついてくる。

　──一分でもいい。お願いだから、隊長のところに行かせてほしい。

　けれどもう、その望みを口にすることはできなかった。これ以上言ったら、それはただのわがままになってしまうからだ。

　これは仕事だ。なぜかはわからないけれど、リリアはレオの護衛として選ばれたのだ。

　だったら気持ちを切り替えて、目の前の任務に励はげまなければいけない。

「あの、団長……！　隊長にちゃんと伝えてくださいね！」

　振り返ってそう願うと、騎士団長は「おお、任せとけ」と、ひらひら手を振っていた。

　その返事に、リリアはひとまず胸をなでおろしたのだった。
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「で、本当に言うのかい？　アンフォッシ隊長に」

　バディオリ島に出発する面々が、会議部屋を去った後。

　レオの侍従騎士であるカレル・シルヴァーノは、隣に立つ男に問うた。

　王立騎士団の長おさとして君くん臨りんする、ガイウス・アンセルミ。この男との付き合いは、もうかれこれ二十年になるだろうか。

「ああ、言うさ。──ただ、明日の夜だ。殿下が『明日の夜まで』と指示されたからな」

　なるほど、たとえ今夜中にアンフォッシ隊長と顔を合わせたとしても、この件を報告するつもりはないらしい。

「三役のうちの一つである騎士団長殿。君はレオさまの味方をするのか？」

「いや、俺は面白いことが好きなだけだ」

　ガイウスはしれっとした顔で言った。

「殿下が何を企たくらんでいるのかは知らん。……が、今は殿下が一歩リードだな。それをどうにかできないなら、クラウディオがたいした男じゃないということだろ」

　なるほどそういうことかと、カレルは自然と渋じゆう面めんをつくる。

「部下いじめは関心しないな」

　だがガイウスがいじめるということは、それだけアンフォッシ隊長に期待しているということだろう。それを隊長自身が望むかどうかは別にして。

「カレル、賭かけるか？　クラウディオが勝つか負けるか」

　ガイウスは団長服のポケットから、紙し幣へいと硬こう貨かを取り出した。

「そんなはした金で私と勝負するつもりかい？」

「あー……昨日、負けが込んだからな」

　掛け金にするには、さすがに少なすぎると気づいたのだろう。ガイウスは「ちっ」と舌打ちをして、金をポケットに突っ込む。

「ちなみにガイウス、君はどちらに賭けるつもりだった？」

「クラウディオの勝ちだ」

　ならばそうなるのかもしれないな、とカレルは思った。

　このガイウスという男、賭け事が好きなわりには、アホかというほどゲームに弱い。チェスだろうがカードだろうが、あっさり負けて、掛け金を巻き上げられる。

　けれど彼が、唯一勝率の高いゲームがある。それは彼の部下をダシにしたものだった。

「カレル、おまえは？　殿下を勝たせるつもりなのか？」

「どうだろう。今はまだわからないな」

「なら質問を変える。──おまえ、殿下をどうにかする気はあるのか」

　真ま面じ目めな顔で問われて、カレルは少しだけ逡しゆん巡じゆんした。

　自分の主である彼の顔。さらには十一年前のあの出来事が、頭の中をすっと過よぎる。

「私では無理だ。それに、年寄りにはいささか荷が重い」

「なるほど、ではやはり若い者に任せるか」

　ガイウスの言葉に、カレルは「ああ」と頷いた。

　レオがなぜ彼女を同行させるのか、なぜ彼女にこだわるのか。その理由をカレルは知らなかったし、詮せん索さくするつもりもなかった。

　けれど兄にしか執しゆう着ちやくしなかったレオが、初めて違うものに興味を持ったのだ。

　彼女こそがレオを救える者なのかもしれないと、つい期待してしまう。

「では私はレオさまと共に行くよ。……ガイウス、君は？　後から来るのかい？」

「いや、俺は留守番だな。というかおまえ、もうおっさんなんだから無理はするなよ」

「バカなことを。確かにおっさんかもしれないが、君ほどではないね」

「ちょっと待て、俺はまだいけてるだろ。皺もないし、髪も抜けてないぞ？」

「どちらにしろ、女性に好かれるのは今も昔も私だ」

　老いた顔を見合わせ、にやりと笑う。

　どちらからともなく、それぞれ自分の左胸をドンッと叩いた。

　互たがいの健けん闘とうを祈り合う、騎士団員同士のお決まりの動作。それはカレルにとって、とても懐なつかしく、また胸を熱くさせるものだった。
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　その夜に第二王子を含めた第一陣が出発することを、クラウディオはもちろん知っていた。秘密裏の行動ということで、両隊の隊長、副隊長は見送りをしなかった。

　ノワールの裏をかくとの作戦は、レオ本人が提案し、騎士団長が実行を決めたものだ。念のための警護として、ネプトゥス隊からは隊員五人と水棲馬五頭を出した。

　そしてその一いつ行こうに彼女が加わったことを知ったのは、翌日の夜中になってからのことだ。

　それは騎士団長から、ジュゼを通して。『そういえば殿下のご意向で、コルテーゼも同行させたからな』と、いとも適当に報告された。




「あの……タヌキおやじがっ!!」

　その一件を耳にした瞬間、クラウディオは自分の執務室を飛び出していた。

　リリアが。昨夜。レオと共にバディオリ島へ出発。

　細こま切ぎれになった言葉が、クラウディオの頭の中で、ぐるぐると渦うずを巻いている。

「ちょっ、クラウ！　いくらなんでもぶちぎれすぎだって……！」

　あとを追ってきたジュゼが、「落ち着きなよ！」と、後ろから声を投げてきた。

「俺は落ち着いてる！　というか、おまえは戻って仕事してろ！」

　腹の底から込み上げてくるイライラが、クラウディオのことを殺さつ気き立だたせる。

「落ち着いてない人って、たいてい『落ち着いてる』って言うんだよねー……って、クラウ！　俺の話聞いてる？」

「うるさい、ちょっと黙だまってろ！」

　クラウディオは足音まで怒らせて、執務棟の廊下を歩いた。

　やがて着いたのは、騎士団長の執務室だ。その扉をドンドンッと激しく叩いて──叩いた後に、ふと思った。アホらしい。いちいちうかがいを立てることがあるか、と。

「団長！　話があります！」

　というよりも、もはや抗議だ。クラウディオは蹴け破やぶるような勢いで扉を開けた。

「ん？　何か用か？」

　部屋の中には、騎士団長とミネルウァ隊の隊長がいた。

「あんたら、仕事中に何やってるんですか……!!」

　彼らはテーブルを挟はさんで座っていたが、テーブルの上にはチェス盤ばんと紙幣の束が置かれていた。どうやら執務室で賭けゲームをしていたらしい。

「そういうことは退勤後、どこぞの酒場ででもやってくださいよ！」

「おまえ、たまにくそ真面目なこと言うよな」

　騎士団長はつまらなさそうな顔をして、溜息を吐いている。

「なんの用事か知らんが、このゲームが終わるまでちょっと──」

　待て。と言われる前に、クラウディオはテーブルの上にドンッと両手をついた。その拍ひよう子しにチェスの駒こまが、飛び跳はねるようにして辺りに散らばった。

「どうしてコルテーゼが同行したことを隠していたのですか！」

　レオがなぜリリアを連れていったのか。どういう思おも惑わくがあるのか。彼の行動の意い図とするところを、正直、クラウディオは理解していなかった。

　けれどこれだけはわかる。彼は、リリアを利用しようとしているのだ。憎にくき兄、ジルバルトの邪じや魔まをするために。

　──だからこそ早く知りたかった！

　昨夜の時点で知らされていれば、もっと早い段階で手を打つことができたはずだ。

　──というか、昨日、無理してでも家に帰っていれば……。

　彼女がいなくなったことに、いち早く気づくことができたのに。

　そんな後こう悔かいをしながら、クラウディオは騎士団長に詰め寄った。

「団長、答えてください。なぜ私に隠かくしたんですか！」

「ちっ……おまえが駒を倒したせいでノーゲームだ。珍しく勝てそうだったのに」

　騎士団長はソファの背もたれに寄りかかり、腕を組んでいる。

「そんなことは聞いていない。というかあの状況ではどうやったって勝てませんよ！」

「いや、あそこから黒のポーンを展開して……」

「いいから質問に答えてください！」

　よりいっそう声を荒あららげると、騎士団長はにやりと笑った。彼の左ひだり頰ほおに浮かぶ古傷が、わずかに形を変える。

「殿下に指示されたからだ。『明日の夜まで報告するな』──あ？　いや、『明日の夜までには』だったかな？」

　やはりそうか。レオの指示か。クラウディオはくっと唇くちびるを嚙かんだ。

「それを馬ば鹿か正直に実行しなくてもよかったはずだ！」

「悪いな。俺は面白いことが好きなんだ」

「だからといって……！」

「何をそう焦る？　あれもうちの団員だ。護衛に加わったところで問題ないだろうが」

　問題大ありだ！　クラウディオは胸中でそう吐はき捨てた。

　リリアは普通の騎士団員とは違う。彼女の手に刻きざまれた、『レジーナ・アズーリ』の文字。そして彼女に従う銀色の水棲馬。それらが利用されればどうなってしまうのか？　考えれば考えるほど、クラウディオの焦りが募つのる。

「いいかクラウディオ。俺は、殿下とコルテーゼとおまえとの関係にはさっぱり興味がない。なぜ殿下があれを連れていったのか、なぜおまえがそこまで焦るのかも、正直どうでもいい。──が、おまえがこの状況をどう打開するかには興味がある」

　しれっとした顔で言われて、クラウディオは言葉を失った。

　ダメだ。この男を言い負かすことは、自分には不可能だ。

　経験値が圧あつ倒とう的てきに違うからなのか、クラウディオはいつだって彼に遊ばれてばかりだ。

　今回もそうだ。どんな言葉を投げれば彼を黙らせることができるのか、想像がつかなすぎて目め眩まいがする。

　クラウディオは「ちっ」と舌打ちをした。

　逃げるように踵を返すと、背後で騎士団長の楽しげな声が響いた。

「おい、クラウディオ。悔くやしいならさっさとどうにかしろよ」

「言われなくてもわかってます」

「思いもよらない展開になった時に、どれだけ迅じん速そくに事態の収拾を図はかれるか──上に立つ者に必要とされることだぞ」

　つまり今件は、クラウディオに対する課題のようなものらしい。

　クラウディオは騎士団長とミネルウァ隊の隊長に向けて、ぴしっと敬礼した。

　そして騎士団長の執務室を後にしたのだ。




「クラウ……！　どうなったのさ」

　執務棟の廊下では、ジュゼが待っていた。

　彼は珍しく心配げな顔をして、こちらに歩み寄ってくる。

　彼の表情を見て、自分がどれだけ余裕を失っていたかを思い知らされた。いくらリリアが絡からんでいるからといって、取り乱しすぎだろう自分。

「さっきは悪かった。もう完全に落ち着いたから心配するな」

　クラウディオはジュゼの肩をぽんと叩き、廊下を歩き始めた。

「それで？　いったいどうするつもり？」

　ジュゼはクラウディオの隣に並び、歩調を合わせてくる。

「予定を変える。俺は今から単独で殿下のあとを追う」

「穏おだやかじゃないね。そんなに非常事態なんだ？」

「コルテーゼを保護しなければ、後のち々のちまずいことになる」

　アズーリの件があるので、ジュゼにみなまで話すことはできない。それにクラウディオ自身、レオがバディオリ島で何をするつもりなのか、把は握あくしていないのだ。

「詳くわしくはわからないが……殿下がコルテーゼを利用しようとしていることは確かだ。殿下は王太子殿下のことを憎んでいるからな、展開次第では国の未来が荒れる」

　それを防ぐためには、今、ここで動くしかない。

　クラウディオは足を止め、ジュゼに顔を向けた。

「おまえは明日の夕方、隊を率ひきいて予定どおりに出発してくれ。フェネツァを出てから二時間は軍船を護衛。その後は水棲馬を全力で走らせ、島へと向かってくれ」

「了解。護衛なんて見せかけなんだ、任せておいてよ」

　ジュゼは記章が下がる左胸を、得意げに叩く。

「その代わり、クラウは絶対にリリアちゃんを救出すること。──好きなんだろ？　だったら死ぬ気で奪い返さなくちゃダメだ」

「ああ、もちろんそのつもり…………は？」

　なんだ？　今、ジュゼはおかしなことを言わなかったか？　クラウディオは首を傾かしげた。

「ジュゼ、おまえ、今……」

「だーかーらー、リリアちゃんのこと好きなんだろ？　だったら彼女のことを──」

「ちょっ、ちょっと待て！　おまえ、ど、どうして……！」

　その瞬間、クラウディオの心臓は二、三拍はく分ぶん止まった。びっくりして、息も止まりそうになって、そして頭の中が真っ白になった。

「なんでそれを……！　というか、いや、そうじゃなくてだな、そうじゃなくて！」

　なんだこれは。どうしてバレている？　自分でもつい最近、意識し始めたばかりのことだ。しかもその気持ちに、はっきり『好き』という言葉をあてはめたことがなかった。

　──それなのに、どうしてこいつが言う？　なんで知ってるんだ！

　クラウディオがあたふたしていると、ジュゼがぽんと肩を叩いてきた。

「もう隠すなよ」

　彼は真面目な面おも持もちをしている。

「ずっとおかしいなとは思ってたんだ。あの娘こが入隊してから、クラウ、ずっと彼女を気にしてたじゃないか。なんでだろと思ってたけど……昨日、盗み聞きしちゃったんだよね」

　盗み聞き。その単語を頭の中で繰り返した途端、とある光景がパッと浮かんだ。

「────っ!!　俺の執務室の前でか！」

「だってキスがどうとかって言ってたからさー。面白そうだなって思って、つい」

　ジュゼはいつもの軽い口調に戻り、ぺろりと舌を出している。

「ついじゃない!!」

　クラウディオは嚙みつくように叫んだ。

　怒りと恥ずかしさのあまりに、自分の体温が急激に上がるのを感じた。

「うわ、クラウ、顔真っ赤！　えーマジなんだ。そんなに好きなんだ？」

「だから『好き』とか、そんなに簡単に口にするな！」

　しかも俺より先に、俺の気持ちを。

「まあまあ、そんなに照れなくても。べつに普通のことじゃん？　俺だってチェシーリアのこと愛しちゃってるんだしさー」

　ジュゼは「とりあえず落ち着きなって」と、クラウディオの肩に腕をのせてくる。

「おまえ……面白がってるだろ」

　クラウディオは拳こぶしをぷるぷるさせた。ジュゼの黒い瞳を、キッと睨ねめ付ける。

「まさか。ただ相手がリリアちゃんっていうのがびっくりだけど」

「笑え。俺だって信じられないんだ。よりにもよってなんであんなやつを……」

　そうだ。本当になぜあいつを好きになった？

　いまだによくわからなくて、クラウディオは首を捻る。

　あれは正しよう真しん正しよう銘めいのアホだ。子供だ。考えなしの超ちよう絶ぜつ不ぶ器き用よう娘だ。正直言って、クラウディオの一番苦手なタイプ。恋愛対象になど、どう転んだってなるはずがない。

　それなのに。

「……目が離せないんだ。危なっかしいことばかりするから、つい心配になって」

　気づけば振り回されて、放っておけなくなってしまった。そればかりか、いつだって自分の側に置いておきたいと、そう望むようになってしまったのだ。

　こうなったらもう、認めるしかない。

　──俺はあいつのことが、好きなんだ。

「ちっ……最悪だ！」

　クラウディオは自分の前髪をぐしゃりとかき混ぜた。

「アホかと思う。ありえないだろうとも。……なんで俺が、とか。目を覚ませ俺、とか。この十数日の間に、何度も否定しようとした」

「でも、無理だったんだろ？」

　クラウディオは「ああ」と頷いた。

「きっと、そういうものなんだ」

　誰かを好きになるということは。

「まあ、俺からしたらまだまだ甘あまいけどねー。恋にはもっと狂くるわなくちゃ」

　ジュゼは「チェシーをさらわれた時の、俺のようにね」と、首を竦すくめた。

「確かにあの時のおまえは狂ってたな」

「だろ？　まあ、今回はクラウにしては狂ってるほうなのかな」

「アホか。俺は今回、国の未来のためを思って行くのであってだな」

「ああ、いいよ、そんなのは。ちゃんとわかってるからさ」

　そしてジュゼは、仕切り直すようにふうっと息を吐く。

「──今すぐ行けよ、クラウディオ」

　彼はクラウディオの左胸を、ドンッと叩いてきた。そこには王立騎士団の記章とネプトゥス隊の記章、そして一度はジルバルトに預けた隊長階級の記章が下がっている。

「好きなら攻めろ。攻めまくって、リリアちゃんを手に入れてこい」

「もちろんそのつもりだ」

　クラウディオはジュゼの左胸をドンッと叩き返した。

「リリアちゃん、きっと待ってるよ。クラウが来てくれるのをさ」

　そう言われた瞬間、クラウディオの脳裏にリリアの顔が浮かんだ。

　その脳天気な表情を思い起こして、クラウディオはついイラッとする。

「あやしいものだな。あいつ、絶対に俺のことが好きなくせに、まだ自覚していない」

　腹が立ったので、一昨日の夜はいじめてやった。

　クラウディオへの好意をあまりに素直に見せるので、少し脅おどかしてやろうと思ったのだ。

　自覚もなしに煽あおるだけ煽るなんて、タチが悪すぎる。

　手の届く範囲でうろちょろしているくせに、ちょっと手を出したら本気で怯おびえるのだ。

「……だからガキは嫌いやなんだ」

　クラウディオは苛いら立だたしげに舌打ちをすると、詰所の方角に向けて歩き始めた。

「ジュゼ、後はおまえに任せるぞ。俺は今すぐ出発する！」

「りょーうかい！　上う手まくいったら何かおごってよね！」

「ああ。……その時は俺の家に招待して、存分にもてなしてやるさ」

　──あいつと一緒にな。

　その時のことを想像して、クラウディオはふっと口元を緩ゆるめた。
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　一いつ行こうが航海に使ったのは、客船を装よそおった中型船だった。

　それにリリア、レオ、カレルにミネルウァ隊の隊員十八名。さらにネプトゥス隊の隊員五名と水棲馬スイレーナ五頭が乗り込み、二日弱の間、休むことなく航行し続けた。

　天候に恵まれたせいか、船は予定より五時間ほど早く目的地付近に着いた。

　目的地はもちろんバディオリ島──だとリリアは思っていたのだが、それは間ま違ちがいだったらしい。一行が目指していたのは、『シシリア』という島だった。

「バディオリ島は、本当に小さな島なのですよ。海かい神じんネプトゥスの本殿があるだけのね」

　航海の最中、そう教えてくれたのはカレルだ。バディオリ島には一行が泊とまれる施設がないため、一つ手前にあるシシリア島を拠きよ点てんとするのだとか。

　シシリア島には離り宮きゆうが建てられ、船着き場や水棲馬の馬ば房ぼうなども整備されているらしい。

「島はミネルウァ隊員によって警備されています。ノワールの海域からも少し離れるので、当然、危険も少なくなるのですよ」

　カレルはそう言っていた。




　そして初夏の太陽も傾かたむき始める、午後四時過ぎ。

「さあ、リリアさん。もうじき到着ですよ」

　レオに促うながされ、船の甲かん板ぱんへ出たリリアは、思わず「わあっ」と声を上げていた。

　どこまでも続く海の上に、小さな島──シシリア島がぽかりと浮かんでいたのだ。

　島には石造りの城が建っているが、その周りを木々が取り囲んでいるため、緑豊かな印象を受ける。島の周辺に広がるのは珊さん瑚ご礁しようだろうか。青と緑が入り交じる海面は、とても美しくリリアの目に映った。

「ここに二泊してからバディオリ島に向かう予定です。明日の夕方にはネプトゥス隊の本隊が、明後日には軍船に乗ったミネルウァ隊が到着する予定なので」

　レオの説明に頷うなずいていると、やがて船は、シシリア島の船着き場に到着した。

「ここは離宮の一角にある船着き場なんです。数分ほど歩けば城内に入れますよ」

　さあ降りましょう、と促され、リリアは舷タラ梯ツプへと進む。

　──やっと着いた！

　よかった！　と、リリアは半泣き状態で船から降りた。

　なぜ半泣きだったかというと、この二日弱の間、レオに振り回されまくったから。

　彼は『どうせなら女子隊員に世話をしてもらいましょう』と言って、自分の側そばにリリアを置き続けたのだ。

　身の回りの世話や、お茶の相手や、朝から晩までの話し相手など。レオがあまりにリリアを呼びつけるので、リリアは出発してから三時間後にはすでに疲つかれ果てていた。

　いくら顔見知りだと言っても、相手は第二王子なのだ。粗そ相そうをしないよう注意するだけでもかなりのパワーを使う。

　しかも彼は極度の自じ己こ陶とう酔すい者しや。日に六度も鏡の前で『僕は美しい』と呟つぶやいていた。その姿を目にした時は、アズーリを召しよう還かんして帰ろうかどうか本気で悩なやんだくらいだ。

「やっと解放される……！　お疲れさま、わたし！」

　舷梯を降りたリリアは、石いし畳だたみの地面の上に立った。

　ここがシシリア島か、と思いながら、きょろきょろ辺りを見回す。

　──アズーリはどこかしら。

　航海の最中、リリアは何度か甲板に出て、その姿を捜した。彼女はリリアのあとを追いかけてきてくれたようで、空を飛んでいたり、船のマストの上に陣じん取どっていたりした。

　今はその姿を確認することはできないが、きっと近くにいてくれているはず。

「どうぞ皆様、こちらへ。第二王子殿下、ようこそシシリア島へいらっしゃいました」

　船着き場には、離宮の管理をしている者たちが出迎えに来ていた。彼らはレオに仰ぎよう々ぎようしい挨あい拶さつの言葉を送ると、早さつ速そく、一行を案内する。

「こちらが城内への入り口となります」

　そこでネプトゥス隊の隊員は、水棲馬を収容するため馬房へと向かった。ミネルウァ隊の隊員も、いわゆる詰つめ所しよのような場所へと消えていく。

　もちろんリリアも、水棲馬の世話を手伝うべく、先せん輩ぱい隊員についていこうとした。

　しかしそこで、レオに呼び止められる。

「リリアさん、こちらに来ていただけますか？」

　レオは離宮の広間へ入ると、出迎えた者たちにそこで待つよう命じた。

　どうやらレオは、この城に何度か来たことがあるらしい。リリアとカレルを連れ、勝手知ったる様子で城内を歩いていく。

　三人でいったいどこに行くのだろう？　不思議に思っていると、レオはとある階段の前で足を止めた。それは離宮の地下に繫つながる、隠し階段だった。

「こちらです。さあ、どうぞ」

　促されるまま階段を下りていけば、やがて焦こげ茶色の小さな扉が現れた。その向こうには、四角形の狭せまい空間が広がっている。

　──牢ろう部屋。

　瞬時にそう思った。扉の数メートル先には一面の鉄てつ格ごう子し。その中にテーブルや椅い子す、ベッドやソファが置かれていたからだ。

「これは……」

　リリアは戸と惑まどいを隠せなかった。

　牢部屋があることに驚いたのではない。このような部屋は、城にはあってしかるべきものだ。かつてのリリアの家──宮廷貴族時代に父が建てた家にも、牢部屋は存在した。

　びっくりしたのは、その室内装そう飾しよくだ。

　家具のどれもこれもが洗せん練れんされたもので、およそ牢部屋に置くようなものだとは思えなかった。ベッドの天てん蓋がいからはレース地の布が下げられ、ソファの柄や布団は小花柄で統一されている。壁は淡あわい桃もも色だ。

「さあ、どうぞ」

　どこから鍵かぎを持ってきたのだろう。レオは鉄格子を開け、牢部屋の中に入っていった。

　リリアも彼に続いて入室したが、カレルは気配を消して扉の前に立っている。

「ここは……牢、ですよね？」

「ええ、そうです。城の地下になりますが、島の地形自体が一段下がっているので、地中ではないんですよ。外には小さな船着き場があります」

　なるほど、確かに外に面した小窓からは、太陽の光と波音が入り込んできている。小窓にも鉄格子がはめられているが、外の様子をうかがうことはできそうだ。

「わぁ、海が近いんですね」

　近寄って背伸びをしてみると、すぐそこに真っ青な海が見えた。緑の木々の間には、船着き場が造られている。木材を多く使用した、小規模なものだ。

「でも……牢部屋にしては、可か愛わいらしすぎるお部屋じゃありませんか？」

「そうですね。ここはとある貴婦人を閉じ込めるために使われた部屋ですから」

「？？　どういうことですか？」

　貴婦人がこの島で罪を犯おかしたのだろうか？

「リリアさん、あなたは王族の『神誓ジユラメント』がどういうものだかご存知ですか？」

「ええと……海神ネプトゥスへの報告と誓ちかい、ですよね」

「そうです。結婚や出産、あるいは要職に就ついた時など、海神ネプトゥスに報告をし、その上で自らの決意をあらたにするのです」

　思っていたとおりの答えに、リリアはほっと胸をなでおろした。ここまできて『神誓』の内容を理解していなかったら、騎き士し団員としてちょっと問題ありだ。

「けれど婚約に関しての神誓は、少し意味合いが違う。本殿で婚約の神誓をすれば、それはもうどんなことがあっても取り消せません。たとえ双方が婚約の解消を願ったとしても、バルトランツ王が反対したとしてもね」

　どうやら神誓というものは、それだけ効力のある儀式らしい。

「そして婚約の神誓が終わった瞬間に、神殿から王国内の主要機関に通達がいくのです。両人の婚約が海神ネプトゥスにめでたく認められた、と。……ご存知でしたか？」

「いえ、知りませんでした」

　しかしその話とこの部屋と、どういう関係があるのだろうか？　小首を傾かしげていると、レオが前髪を搔かき上げた。それはいつもよりもずいぶん控ひかえめな動作だった。

「この場所は現在の第二妃──つまり僕の母が、過去、バディオリ島に行く直前に使った部屋です。婚約の神誓の前夜、バルトランツ王は母をここに閉じ込めました」

　それはまた穏やかならぬ話だ。

「どういうことですか？」

　思わず声を低くすると、レオがリリアの耳元で囁ささやいた。

「母が逃げ出さないよう、ここに監かん禁きんしたんですよ」

　つまりこういうことらしい。

　バルトランツ王は若かりし頃、大貴族の娘であったレオの母を見み初そめた。しかし彼女は、王の元に嫁とつぐことを嫌いやがった。そのため王は、彼女をこの島に連れてきて監禁した。

「神誓の儀式さえ行えば、母が自分のものになると考えたのでしょうね」

　翌日、バルトランツ王は、彼女と共にバディオリ島へ渡った。彼女の意向を無視し、婚約の神誓を無理矢理執とり行ったのだ。結局、王の思惑どおりに、レオの母は妃きさきとなった。そして数年後、二人の間にはレオが生まれたのだという。

「それってなんだか……」

　恐ろしい話ですね。との言葉は、とてもじゃないが口に出すことはできなかった。

　──そういえば昔、父さまが言ってたわ。強い権力を持つ王族は、たいていのことを許される、って。

　当時、王族を知らなかったリリアは、その言葉の意味がよくわからなかった。

　けれど今は、少しだけ理解できるような気がする。

　俺様王太子であるジルバルトに、空気を読まないレオ。彼らは権力を持って生まれてきたからこそ、こういう性質になったのだろう。

　──でもまさか、王と第二妃が、そんな悲しい結婚をしていたなんて。

　しかもこの部屋に、無理矢理閉じ込められてしまったなんて。

　そう考えて重苦しい気持ちになっていると、背後でガチャリと音がした。

　ふと振り返れば、いつしかレオは、鉄格子の向こう側に立っている。しかも彼は、なぜか出入り口に鍵を掛けていた。

「ちょっ……レオさん、何やっちゃってるんですか！」

　いくら可愛らしい部屋であっても、牢部屋は牢部屋だ。鉄格子に薄うすら寒いものを感じながら、リリアはレオの前に走り寄る。

「冗じよう談だんはやめてください！」

　けれどレオは、「いいえ」と満面の笑みで首を横に振った。

「冗談なんかじゃありませんよ。リリアさんには明日までここにいてもらいます」

「……？　どういうことですか？」

　まさか、女性用の部屋がないからここで、とか？

「ここで寝るなら馬房のほうが何倍もマシなんですけど！」

　早く出してください！　と、リリアは血けつ相そうを変えて訴うつたえかけた。

「リリアさんは、僕が海神ネプトゥスの本殿に、何を神誓しに来たと思ってますか？」

　レオは唐とう突とつに話を変えた。

「それは……レオさんが副神官長におなりになる、とか」

　オリヴィエから聞かされた予想を、そのまま口にする。

「そう。僕は来月には、副神官長に昇しよう進しんするんです。ですから今回は、そのための神誓ということにしてあります。……表向きはね」

「表向きって……じゃあ本当は何なんですか？」

　リリアが首を捻ひねっていると、レオは小刻みに肩を揺ゆらし始めた。

「レオさん？」

　リリアの声が聞こえているのかいないのか、彼は心底楽しげに笑っている。

　──まさか、昇進が嬉うれしすぎて頭がおかしくなっちゃったんじゃ。

　そんな心配をしていると、レオがこそっと囁いた。

「ではリリアさんだけに教えてあげますよ。……本当は、『婚約』の神誓に来たんです」
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「婚約!?」

　驚くあまりに、部屋中に響き渡るほどの大声を上げてしまっていた。

　──こんやく。コンヤク。コンニャク……じゃなくて、婚約！

「って、あの婚約!?」

　口をぱくぱくさせるリリアの前で、レオは表情一つ変えずに頷く。

「本当ですか？　っていうか誰と!?」

　リリアはここ二日間の記憶を探った。この島に到着するまでに、女性の姿を見た覚えがなかったからだ。船の中にも誰もいなかったわよね、と考えていると、レオは右手のひとさし指をぴしっと立てる。

「……？　なんですか、これ」

　彼はその指先を、リリアに向けてきた。

「あなたと」

「？？　どういうことですか？」

「ですからリリアさん、あなたと」

　あなたと。ということは、わたしと？

「あなたと僕は、明日、海神ネプトゥスの本殿で婚約の神誓を立てるんです」

「……わたし、と？　婚約の、神誓を……？」

　リリアはその言葉を、頭の中で何度も繰り返した。──繰り返して、よけいに混こん乱らんした。

　目の前に立っているこの人は、いったい何を言っているのだろう？

　啞あ然ぜんとするあまりに、リリアはもう、その場に立ち尽つくすことしかできなかった。





[image: ]






「噓うそよ……そんなの噓」

　リリアはぽつりと呟いた。

　レオとカレルがリリアの元を去ってから、おそらく四時間ほど経たった頃。一人、牢部屋に取り残されて、いいかげん限界が近づいてきた時だった。

「だって……婚約？　なんで？　おかしいわよね？」

　この四時間、さんざん頭を悩ませてみたが、やはり意味がわからなかった。

　宮廷貴族の娘時代だったならともかく、リリアは今、一いつ介かいの騎士団員だ。とてもじゃないが、王族に望まれるような身分でも容姿でもない。

　そしてもちろん、レオが、リリアに対して特別な感情を抱いているとも思えなかった。

　それなのに婚約とは、どういうことだろう？

「ううん、きっと冗談よ……そうよ、レオさんってばふざけちゃってるのよ」

　そう結論づけて、すっくと立ち上がる。けれど周囲の光景──牢部屋の中の重々しい雰囲気に気け圧おされて、再び椅子にへたり込んだ。

　──疲れた。眠い。お腹なか空すいた。

　部屋に灯りはともされているものの、窓の外は真っ暗だ。できることなら今すぐアンフォッシ家に帰って、自分のベッドに入りたい。

「護衛だっていうから頑がん張ばろうと思ったのに……ひどい。こんな部屋に閉じ込めるなんて」

　心細くなって、隊服の胸元をぎゅっと握る。

　婚約の件が本気か冗談かはわからないけれど、とにかくここから出してほしかった。

『いいか、進しん退たい窮きわまった時は、とりあえず寝ろ。寝てブレインをリフレッシュしろ！』

　頭の中に剣術の師の教えが響き渡ったが、「はい」とは頷けそうにない。うっかり寝てしまえば、あっという間に明日になってしまうからだ。

　──どうするの？　ちゃんと考えなさい、わたし。

　先ほど何度か大声を上げてみたが、誰も様子を見に来てくれなかった。

　だったら、外に向かって叫んでみるのはどうだろうか？　騒さわいでいれば、いつかはレオ本人が来てくれるかもしれない。

　あるいは奇き声せいを発して発はつ狂きようしたと勘かん違ちがいさせるとか、死んだふりしてレオを油断させるとか──と考えたところで、リリアはハッとした。

　小窓の外で、聞き慣れた音がしたのだ。それは鳥の翼つばさが風を切るような音だった。

「アズーリ……！」

　リリアは反射的に立ち上がった。転げるようにして、鉄格子がはまる小窓へと向かう。

　背伸びをして外を見やれば、藍あい色の空には宝石のような星々が瞬またたいていた。青白い月光が辺りに降り注そそぎ、海面がきらきらと輝いている。

「アズーリ……！」

　リリアの予想どおり、近くの木の枝の上に、カモメのような姿の彼女がいた。

　嬉しくて、リリアの口元が自然とほころぶ。

　だが一方のアズーリは、リリアの顔を見た瞬間、くわっとくちばしを開けた。

「おまえ、こんなところにいたのか！　船を降りた途端に姿を消しおって……妾わらわに捜させるとはいったい何様のつもりじゃ！」

　予想外に怒られて、リリアは「ひっ」と震え上がった。けれどいつもと変わらぬ彼女の態度が、逆にリリアを落ち着かせる。

「ごめんね、アズーリ……捜してくれたの？」

「不本意じゃがしかたない。サラキアさまに命じられているからの。主の側にいろ、と」

「そう……ありがとう。でもわたし、なぜかこんなことになっちゃってて……」

「なんじゃ、おまえ。閉じ込められたのか」

　アズーリは「マヌケじゃの」と、けらけら笑っている。

　やがて彼女は、何か面白おもしろいことを思いついたのか、青い瞳をきらりと輝かせた。

「そうじゃの、妾が元の姿に戻れば、こんな城など数分で破は壊かいできるが」

「やめて!!　それだけは絶対にしちゃダメ！」

　そんなことになれば大問題に発展だ。

　アズーリはともかく、リリアはすぐにでも捕らえられてしまうだろう。

「それはしなくていいから……その代わり、一つ頼まれてほしいの」

　リリアは両手を合わせて、『お願い』のポーズを作った。その直後、アズーリは「珊瑚の欠片かけら十五個じゃ」と、ものすごい早さで条件を出してくる。

「しかも大きくて質の良いものを十五個じゃ。妾の目は厳きびしいからの、一個もまけぬぞ」

「うっ……もちろんわかってるわ。探しますとも。この件が終わったらすぐにでも」

　しかしアズーリは、「どうだかの」と、声を低くした。

「おまえ、この間はだいぶ遅れたからの。しかも結局、あの男に探させたのだろ？」

　アズーリが言う『あの男』とは、同僚のオリヴィエのことだ。確かにリリアは、仲直りの条件として、彼に珊瑚の欠片を要求した。それをそのままアズーリに横流ししたのだ。

「大だい丈じよう夫ぶよ、今度はすぐに探すわ」

「まあ、あと一度は信じてやってもよいが……ちなみにおまえ、妾に何をさせたいのじゃ」

「うん、あのね──」

　と、リリアが口を開いた時、扉の向こうからカツッ、カツッと靴くつ音おとが聞こえてきた。誰かが隠し階段を下りてきているのだろう。この足音の主はおそらく──。

「カレルさんだわ」

　リリアはそう予想した。

「アズーリ、もっとこっちに来て！」

　リリアはアズーリを呼び寄せると、彼女の耳元で『お願い』を囁いた。

「おまえ……！　妾にあの男と喋れというのか!?」

　アズーリは驚いた様子で、声を荒あららげ始める。

「お願い！　っていうか早く行って！　見つかったら大変だから！」

「ダメじゃ、まだ話は終わってないぞ！」

「でも人が来ちゃったから……！　お願いだから今すぐ行って！」

　アズーリ、ごめん！　と心の中で謝りつつ、彼女の銀色の体をぐいと押した。するとアズーリは、盛大な舌打ちをして夜空へ舞い上がった。

「ちっ……その願いの報ほう酬しゆうは、珊瑚の欠片三十個じゃ！　しかも三日以内にな！」

「えっ、三日以内は無理！」

　最後にそう声を投げたが、アズーリからの返事はなかった。普段、彼女の声はリリアの頭の中に直接響くが、それは近距離の場合だけなのだ。

　──お願い、アズーリ。隊長に知らせて。

　遠ざかっていく背中に向けて、祈いのるように両手を合わせる。

　アズーリの姿が完全に見えなくなるまで、リリアはずっと外を眺ながめ続けていた。

「何をしているのですか？」

　やがて背後から響いた声は、やはり予想した人物のものだった。

「……カレルさん」

　ゆっくりと振り返ったリリアは、カレルの様子をそれとなくうかがう。

　彼はその手に、肉料理とスープ、サラダと二種類のパンがのったトレイを持っていた。

　服装は別れた時と同じ、紺こん色のジャケット。腰には大ぶりの剣を下げている。

「さあ、夕食の時間ですよ。どうぞ召めし上がってください」

　カレルはにこりと微笑ほほえんだ。その途と端たん、彼の周りに紫むらさき色の薔ば薇らが咲さいたような気がして、リリアはくらりとする。

　──ダメよ、この色気に惑まどわされちゃ。気をしっかり持たなくちゃ！

「ありがとうございます。……実は、お腹が空いてたんです」

　リリアは目頭を押さえて、カレルの元へ歩み寄った。憔しよう悴すいし切っているさまを見せれば、彼も油断してくれるかもしれない。そんなことを企たくらんでの泣き真ま似ねだった。

「おや、ずっと泣いていたのですか。可か哀わい想そうに」

　彼は鉄格子を開けると、少し慌あわてた様子で牢部屋の中に入ってきた。

「泣かないで。まずは夕食を食べて元気を出してくださいね」

「ええ、ありがとうございま──」

　すっ！　と言うタイミングで、リリアはカレルめがけて蹴りを繰り出す。

　──カレルさんを倒して、この部屋から脱出する！

　幸いにも彼は手が塞ふさがっている。急所に一撃を入れることは、そう難しくないだろう。

「おっと……元気で可愛らしいですね」

　しかしカレルは、リリアの蹴りを自らの左ひだり膝ひざで防御した。トレイを片手で持つやいなや、空いた手でリリアを捕らえようとしてくる。

『いいか、ストロングなやつとバトルする時こそ絶対にひくな！』

　耳の奥で響いた教えに、「はい、師し匠しよう！」と口に出して返事をする。

　負けてたまるか。このチャンスをものにして、絶対にここから逃げ出してみせる！

　そう決意したリリアは、這はいつくばるような格好で床にしゃがみ込んだ。

「覚悟！」

　もう一度蹴りを繰り出し、カレルの足下を狙ねらう。それをあっけなくかわされたので、今度は彼の顔面に小花柄のクッションを投げつけた。

　リリアの腰には騎士団支給の剣が下がっているが、それを抜く気はない。剣を使えば、おそらく瞬く間にカレルにやりこまれてしまうからだ。

　こちらが勝てる見込みがあるのは、不意打ちの攻撃と奇き抜ばつな体術だけ。そのためリリアは、部屋の中のものを投げつけつつ、拳こぶしや蹴りで攻め続ける。

「うん、迷いがなくてとてもいい。手段を選ばないところも気に入った。──けれど、まだ弱いですね」

　弱い。そう言われた瞬間、リリアの頭にカッと血が上った。

「だからといって、そう簡単に負けるつもりはありません！」

　というよりもむしろ、勝つ気満々だ。リリアは意表を衝ついて、カレルの死角に跳ぶ。

「失礼します！」

　断りを入れながら、右の拳で彼の横顔を狙う。

　しかしその直後、カレルが流れるような動作でリリアの背後に回った。彼はリリアの首根っこを摑つかむと、間を置かずに足払いをかけてきた。

「きゃっ……」

　いとも簡単に体勢を崩くずされ、床にしりもちをつきそうになる。そこをカレルに支えられ、至近距離で微笑みかけられる。

「レディ、大丈夫ですか？」

　またしても辺りに、紫色の薔薇がわっと咲いたような気がした。幻想だとわかっていても、その色香にあてられる。

「ただ攻撃すれば勝てるというものじゃありませんよ。どこをどうすれば人が倒れるのか、それを考えて効率的に攻撃することも、また必要です」

　カレルはリリアを立たせると、「はい、どうぞ」と、トレイを差し出してきた。

「夕食です。お腹が空いていると言ったのは、噓じゃないんでしょう？」

「うっ……ごめんなさい」

　泣き真似をした後ろめたさから、リリアは身を小さくする。

　──ダメだ。この人には絶対に勝てない。

　悔くやしさを感じて、唇を嚙みしめた。自分の未み熟じゆくさを、まざまざと見せつけられたような気がしていた。

　今回、カレルが使ったのは左手と左足だけ。右手に持っていたリリアの夕食は、もちろん無事なままだ。おそらくスープの一滴すらもこぼれていない。

　そして彼は、息を乱すどころか、表情一つ変えていなかった。

　リリアを絶対に逃がさないとの自信があるのだろう。鉄格子の出入り口を開け放ったまま、牢部屋の中に立っている。

「この中に嫌いなものはありますか？　もしあるのなら、別の料理と交換を」

「……やっぱりわたし、『弱い』ですか？」

　思わずそんなことを聞いていた。

　戦いの最中に言われたそれが、リリアの心にぐさりと突つき刺ささっていた。

「そうですね。まだ弱いです」

「どうしたら強くなれますか？　わたし、ネプトゥス隊の騎士になりたいんです！」

　それは幼おさない頃から抱き続けてきた、リリアの夢だ。『女なのに』とか『淑しゆく女じよが騎士なんて』とか陰かげ口ぐちを叩たたかれながらも、その夢をあきらめることはできなかった。

「焦らなくても大丈夫。経験を積めば、あなたはきっとすぐに強くなりますよ」

　なだめるように言われて、リリアはふうっと息を吐はいた。

　手足の先にまで行き渡っていた緊張感が、ゆっくりと抜けていくような気がする。

「……ありがとうございました。勉強になりました」

　リリアは一礼した。まるで稽けい古こをつけてもらった後のように、清すが々すがしい気分だった。

「いえ、こちらこそ。では私は上に戻りますね」

　カレルはテーブルの上にトレイを置き、牢部屋を去ろうとする。

　その後ろ姿に向けて、「カレルさん！」と、リリアは呼びかけた。

「あの……！　わたしを逃がしてくれるつもりはありませんか？」

　直球勝負。しかしこちらを振り返ったカレルは、申し訳なさそうに首を横に振った。

「残念ながら、それは無理な相談ですね。私にはレオさまに従う義務がありますので」

「そうですよね……やっぱり無理ですよね」

　当然の答えだが、面と向かって断られれば、やはり落ち込んだ。

　だったら何か他の手段はないだろうか？　リリアは頭を悩ませ始めた。

　今件の解決の糸口となる、何か別の方法。カレルに逃がしてもらえなくても、レオと渡り合えるだけの何かがほしい。

「……じゃあ、教えていただくことはできませんか？」

　口に出した後で、なかなか良い案のような気がしてきた。

「何をですか？」

「なんでもかまいません。レオさんに関して、カレルさんがご存知なことを」

「なんでも、と言われると逆に難しいですね」

　カレルは困ったような顔をしている。

「ええと、たとえば、どうしてこんなことになっているか、とか……レオさんが何を考えているか、とか。それから……レオさんがなぜジルバルト殿下を憎んでいるのか、とか」

　とりとめもなく羅ら列れつすると、カレルは何やら考え込んだようだった。

　顎あごに手をやって、「なるほど、レオさまのことですか」と、ぶつぶつ呟いている。

「お願いします。わたしにはわからないことだらけなんです。……でも、わからないまま流されてしまうのが、一番嫌だから」

　まずは自分がどういう状じよう況きように置かれているのかを、ちゃんと理解したい。その上で自分で判断し、自分の望む未来を目指して前進したいのだ。

「お願いします、教えてください！」

　リリアはカレルの前で、パンッと両手を合わせた。その勢いに気圧されたのか、やがてカレルは「わかりました」と、首を縦に振る。

「私の主観でよければ」

「かまいません」

「ならばまず、椅子に座ってください。長い話になりそうなのでね」

　リリアは「はい！」と返事をして、二脚あるうちの一脚に腰かけた。

　しかしそこで、とあることに気がつき、「カレルさん！」と挙手をする。

「すみません、もう一つお願いがあるんですけど……」

　さすがにずうずうしいかな、と思いつつも、我が慢まんできそうになかった。

「どうかしましたか？」

「あの、先に夕食を食べてしまってもいいですか？　実はわたし、お腹が空いて死にそうなんです。できるだけ早く済ませますから！」

　その時すでに、リリアは銀のナイフとフォークを手に握っていた。最初に手をつけるのはやっぱり肉よね、などと考えながら、カレルからの返事を待つ。

　予想外の『お願い』だったのか、カレルはぽかりと口を開けていた。

　そして急に、「ぶふっ」と激しく噴ふき出したのだ。

「かまいませんよ。どうぞゆっくり召し上がってください」
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　その頃、クラウディオは海の上を駆かけていた。

　自分の水棲馬であるイウラートの背にまたがり、シシリア島を目指して。王都フェネツァを出てから、およそ十八時間が経っていた。

　目の前に広がるのは月光に照らされる夜の海だ。藍色の海面には時折白波が立ち、ひときわ大きな波音を辺りに響かせる。

　頭上にあるのは満点の星空。初夏の夜風に飛ばされ、雲はどこかへ行ってしまった。

　──幻げん想そう的てきな光景だな。

　無意識のうちに、感かん嘆たんの息を吐いていた。夜の海を駆けるのは久しぶりなため、見るもの全てが幻まぼろしのようにクラウディオの目に映った。

「イウラート、もう少しだ。あと数時間でシシリア島に着くからな」

　ネプトゥス隊の詰所を飛び出してから、朝も昼もなく走り続けた。いくら強きよう靱じんな体を持つ水棲馬とて、さすがに疲れが出始めている頃だろう。

　申し訳ないと思いつつも、スピードを緩ゆるめてやることはできない。できることといえば、イウラートの首元を、励はげましの意味を込めて撫なでてやるくらいだ。

「頼む、頑張ってくれ」

　絞しぼり出すように言った時、イウラートが急激に速度を落とした。

「────っ!!　なんだ!?」

　体勢を崩しかけ、クラウディオは慌てて手た綱づなをひく。

　走る気がないのか、イウラートはおぼつかない足取りで旋せん回かいした。やがて再び進行方向に顔を向けるが、そのうちに完全に足を止めてしまう。

「おい、どうした？　どこか痛めたのか!?」

　クラウディオはイウラートの様子をうかがった。

　しかしイウラートは、どこかを痛がるような素そ振ぶりは見せなかった。

　不思議に思いながらその行動に注目していると、イウラートが一点を見つめ続けていることに気がついた。クラウディオはすぐさまその視線を追う。

　目の前にある景色は変わらない。藍色に染まる海と、星々瞬く夜空だ。けれどその中に。

「……鳥？」

　銀色の鳥の姿が、見えたような気がした。

　──って、ちょっと待て。鳥は夜、空を飛ぶものなのか？

　あるいは、見えてはまずい何か──主にオバケ的なものを見てしまったのだろうかと、クラウディオは眉み間けんに縦たて皺じわを作る。

　やがてその物体が、こちらに近づいてきた。その飛び方に、なぜか見覚えがあった。

「鳥……！　リリアの！」

　クラウディオはようやく気がついた。それはリリアが飼っている、カモメのような海鳥だったのだ。

　まさか、彼女に何かあったのだろうか。

　嫌な予感を胸に覚えた瞬間、クラウディオはイウラートの胴を蹴っていた。

「頼む、イウラート！　走ってくれ……！」

　しかし漆しつ黒こくの水棲馬は、微び動どうだにしない。どうしてか海の上に立ち尽くしたままだ。

　──イウラートが命令に背そむくことなど、今まであったか？

　クラウディオは激しく困こん惑わくした。困惑するあまりに、漆黒の髪をぐしゃっとかき混ぜた。

　その時だった。どこか遠くから、人の声が聞こえてきたような気がしたのだ。

「──おい、おまえ」

　クラウディオはハッと息をのんだ。

　反射的に辺りを見回すが、もちろん海上には誰の姿も見当たらない。

　やばい。幻げん聴ちようが聞こえた。長らく走り続けていたので疲れてしまったのだろうか？

　しっかりしろ俺！　と、両りよう頰ほおを叩いて気合を入れる。

　だが幻聴は、それだけでは治まらなかった。

「おまえじゃ、おまえ。そこの水棲馬に乗る男」

　不思議なことに、声はクラウディオの頭の中に、直接響いてくるようだった。

　凜りんとした、けれどものすごく横おう柄へいな、若い女性らしき声だ。

「まったく、アホ男が……この姿ではわからぬか」

　耳を澄すまして集中していると、そのうちにリリアの鳥がすぐ近くにまで飛んできた。

　鳥は二、三度翼を動かし、空高く羽ばたく。そしてなぜか、矢のような速度で海の中へと飛び込んでいく。

「まさか……！」

　ごくりと喉を鳴らした直後、目の前に広がる海が大きく鼓こ動どうしたような気がした。

　生暖かい風がひときわ強く吹き、海面に不自然なうねりが生まれる。やがてそれは白波を立てて渦うずを巻き、激しい水しぶきを辺りに撒まき散らし始めた。

「ちょっと待て、何が始まるっていうんだ……！」

　海が割れるような音が響いて、クラウディオは思わず目を閉じた。

　そしておそるおそる瞼まぶたを開けた時には──。

「青の女王レジーナ・アズーリだと……!?」

　銀色に輝く水棲馬が、クラウディオの前に立っていた。

　その瞳は、バルトランツの海を映したかのような深い青。螺ら旋せん状じように突き出た角は、真しん珠じゆのような乳白色。そしてそのしなやかな馬体は、月光を受けて神秘的に輝いている。

　間違いない。これはリリアの水棲馬──青の女王だ。

「あの鳥……まさか、あなただったのか！」

　クラウディオは啞然とした。

　どこで拾ってきたのか、ずいぶんと太った鳥だな、くらいにしか思っていなかった。

　まさかあれがアズーリだったなんて──にわかに信じがたくて、口元を手で覆う。

「ふん、マヌケ面じゃの。驚くにもほどがあろうが」

　アズーリはクラウディオを威い嚇かくするように、たてがみを逆さか立だてた。

「あなたは人語を喋れるのか」

「だったらなんじゃ。おまえごときには関係なかろうが」

「ちょっと待ってくれ、いくらなんでも毒どく舌ぜつが過ぎないか？」

　外見から受ける神秘的な印象ぶち壊しだ。意思疎通ができるのはありがたいが、クラウディオ的にはもう少し淑しとやかな口調が望ましかった。

「リリアに頼まれて来たのか？」

　何の気なしに問うと、すぐさまぎろりと睨にらみ付けられた。

「それ以外に何があるというのじゃ」

「あなたはリリアのことを、本気で主だと決めたのか」

「決めたのは妾ではない。女神サラキアじゃ。そしてあの娘の右手に妾の名が刻まれている限り、妾はあの娘の水棲馬じゃ」

　アズーリは凜とした声で答えた。

「あなたもリリアに振り回されているのか？」

　自分と同じような苦労を、アズーリもしているのかもしれない。ふとそう思った。

「ふん、べつにどうということもない」

　彼女はそう言って、勝ち誇ほこるように顎を上げる。

「まあ、確かに何かと注文が多いし、意外と口やかましいし、人使いも荒い娘じゃが……」

「いや、人使いじゃなくて馬使いだろ」

　水棲馬だしな。と内心で呟いてから、しまった、と息をのんだ。

　相手は気位の高い女王だ。つまらないことで機嫌を損そこねないよう気をつけたほうがいい。

「すまない。今のはただの揚あげ足取りだ」

　しかし時すでに遅く、アズーリは苛いら立だったように前脚を踏み鳴らし始めた。

「いちいちうるさい男じゃの！　その頭、妾に齧かじられたいのか！」

　彼女は二、三歩こちらに近寄ってくると、くわっと口を開ける。

「揚げ足を取っている暇ひまがあるなら、さっさとあの娘の元へ向かえ！　あの娘、城に監禁されてぴーぴー泣いておるぞ！」

「ちょっと待て、それはどういうことだ！」

　穏やかならぬ単語に、クラウディオはぎょっとした。

「監禁!?　なんでそんなことになってる！」

「そんなもの妾の知ったことか！」

　アズーリは怒ど気きをみなぎらせていた。

「知らないのか！　役立たずだな！」

「妾はあの娘に頼まれただけじゃ！　おまえをあの娘の元まで連れてきてくれ、と！」

　アズーリが興こう奮ふんすると海が荒れる仕組みになっているのだろうか。いつしか辺りの海面が、ざわざわと乱れ始めていた。

　──連れてきてくれだと？　俺のことを？

　ネプトゥス隊が到着するのは明日の夕方の予定。それを知っていてもなお、クラウディオに助けを求めてきたのか。アズーリを使ってまで。

　ということは、それだけ状況が切せつ羽ぱ詰つまっているということだろう。

「あなたのあとについていけば、リリアに会えるんだな？」

　渡りに船だ。シシリア島に着いたところで、彼女が監禁されていれば会うことは難しい。

　レオはなんだかんだと理由をつけて、クラウディオとリリアを遠ざけるだろう。

「頼む。リリアの元へ案内してくれ」

　クラウディオが祈るような眼まな差ざしを向けると、アズーリは「はっ」と鼻で笑った。

「かまわぬ。──が、おまえの水棲馬が妾のあとをついてこられるのであればな」

　アズーリの青い瞳が、月光に照らされ、きらりと輝いた。
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　その頃、シシリア島の離宮の牢部屋で、リリアはカレルと向かい合っていた。

　夕食を残さずたいらげた後、カレルが淹いれてくれた紅茶を、楽しみながらのことだった。

「さて、では始めましょうか」

　カレルは紅茶を一ひと啜すすりしたのち、カップをテーブルの上に置いた。

「私が話せるのは、レオさまがジルバルト殿下を憎む理由くらいですが……それでもかまいませんか？」

「かまいません。お願いします」

　答えた声は、若じやつ干かん震えていた。レオがいないところで、レオ以外の口から、レオの大切な過去や秘密を聞く。その行為に、後ろめたさを感じていたからだ。

「レオさまがジルバルト殿下のことを憎むようになったのは、今から十一年前です」

「そんなに前から……？」

　十一年前。リリアはまだ五歳だ。当たり前だが、多くのことは覚えていない。

「その頃、宮廷を揺るがす事件が起きました。……レオさまにとっては、人生を変えてしまうほどの、大きすぎる事件でした」

　カレルは言った。その事件が起きるまで、レオとジルバルトの立場は今とは逆。財力のない王族出身のジルバルト母子おやこよりも、湯水のように金を使う大貴族出身のレオ母子のほうが、王宮内では優ゆう遇ぐうされていた、と。

　けれど、おごりは破は滅めつを招く。方々からおだてられ、増長しすぎたレオの祖父が、政治で不正を働き失しつ脚きやく。その結果レオは、第二位であった王位継承権を取り上げられてしまった。そして神官の職に就かされることとなったのだ。

　彼のまわりに群むらがっていた数々の貴族、文官、神官──それらの者たちは皆、クモの子を散らすように去っていった。

「それでもレオさまは、気き丈じように頑張っておられました。いずれは神官から文官に職を替え、兄上さまの補佐をするべく、宰さい相しようになるのだとおっしゃられて……その頃はジルバルト殿下にとても懐なついていらっしゃいましたから」

　だがレオは知ってしまう。祖父の不正を暴き、手ひどい罰ばつを与えたのが、若きジルバルトとその側近たちだったと。そしてその背後には、父であるバルトランツ王がいたのだと。

「それからです。レオさまがお心を病やまれてしまったのは……」

　当時のことを思い出しているのだろう。カレルはどことなく苦しげな表情をしていた。

「兄上さまとの交流を絶ち、王からいただいた『アルフレード』との名を呼ぶことを禁じ、お一人で過ごされることが多くなりました」

　自分自身を『美しい』と賞しよう賛さんするようになったのも、その時期からだという。

「ちょうどその頃、私はレオさまの侍従騎士に任命されました。ご子息を心配なされた王が、『あの子の助けになってやってくれ』と、私に願われたのです」

　けれどカレルは、レオを救うことはできなかった。カレルが親身になろうとすればするほど、レオはカレルと距離を置くようになったのだとか。

「今や私は、レオさまの命令をただ聞くだけの人形です。侍従騎士とは名ばかりの」

「でも……！」

　そこでリリアは、椅子を蹴倒す勢いで立ち上がった。

「それでも、たとえ人形だとしたって……！」

　いつだって側にいてくれる人がいる。それはすごく重要なことのように思えるけれど、実際はどうなのだろう。

「どうにかならないんですか？　何か、レオさんの傷が癒いえるような方法は……」

　絞り出した声は、ひどく頼りなかった。

「難しいでしょうね。レオさまが一番辛つらい時に、誰も彼のことを助けなかったのです。レオさまはもう、どなたのことも信じることはできないのでしょう」

「そんな……」

　リリアは崩れ落ちるように椅子に腰を下ろした。

　──かわいそう。

　正直、そう思った。レオは絶対に、そう思われたくはないだろうけれど。

　だって可哀想だ。自分で招いた不ふ祥しよう事じなら、責任はレオにある。けれどそうじゃないのだ。むしろレオは、一番の被害者なのに。

　王位継承権を取り上げられる。それはどれほどの屈くつ辱じよくだろうか。

　王子でありながら、幼い頃から神官の職に就く。どれほど苦しかっただろうか。

　わからない。リリアには想像もつかない。だから聞くしかない。レオ本人に──。

「さて、私が話せるのはこれくらいです。……そろそろレオさまに呼ばれる時間なのでね、戻らなければ」

　カレルはひと息に紅茶を飲み干すと、椅子から腰を上げた。

「あの、ありがとうございました」

　リリアも慌てて立ち上がり、カレルに向けてぺこりと頭を下げる。

「どう思いますか？」

　カレルはいきなり、そう問うてきた。

「レオさまの過去を聞いて、あなたはどう思われました？」

「それは……」

　なんて答えればいいのだろう。頭の中がぐるぐるしていて、リリア自身、混乱している。

　ひどく悲しくて、可哀想で不ふ憫びんで。レオのことを思うと、とにかく胸が痛い。

「でも、何か違うような気がするんです。だってレオさんのその感情って……」

　口に出しかけて、けれど言ってはいけないような気がして、慌ててのみ込んだ。

　リリアが何を思っているのか見当がついたのだろうか。カレルはくすりと笑う。

「あなたのその感想は、おそらく正しいと思いますよ。……誰も口にはできませんけどね」

　ではおやすみなさい、よい夢を。

　カレルはそう言い残して、牢部屋から去っていった。
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　その後、体力も限界にきていたリリアは、ベッドの上にころりと横になった。

　その途端に手足から力が抜けて、体が沈しずんでいくようにぐったりとした。

　──まさかレオさんが、そんな過去を持っていたなんて。

　あえて空気の読めない自己陶酔者を装っているのは、可哀想だと思われたくないからだろうか？　『アルフレード』と呼ぶことを禁じた──だからジルバルトですらも、彼のことを『レオ』と呼んでいるのだろうか。

　カレルが話してくれたおかげで、今まで不思議に思っていた謎なぞが、するりとほどけていくような気がした。けれども。

　──どうしてわたしと婚約する必要があるの？

　その理由だけは、いまだに見当もつかなかった。

「婚約って……本気で？　わたし、レオさんと結婚しなくちゃいけないの？」

　無意識のうちに出た声は、疲れのせいか、少し掠かすれていた。

　いろいろ考えるのが億おつ劫くうになって、小花柄の枕まくらに顔を押しつける。知らない匂におい。いつもリリアが眠っているアンフォッシ家のベッドとは、全然違う香りがする。

「っていうか、婚約なんかしたくないんですけど！」

　──少なくとも、レオさんとは絶対に！

　そう思った直後、リリアの頭の中に、とある人物の顔が浮かんだ。冷たげな青い瞳が印象的な彼。もちろんクラウディオだ。

　意外と白い肌。ちょうどいい高さの鼻。形良い唇。

　さらりとした漆黒の髪とか、細いのに筋肉質な胸元とか、彼のいろんな部分を思い出せるだけ思い出して──そしたら会いたくなった。

　会いたくなって、さみしくなって、切なくなって。クラウディオに対するさまざまな気持ちが、津つ波なみのように胸に押し寄せてくる。

「隊長……」

　声に出して呼んでみる。

　もちろん返事はないけれど、リリアの心臓はきゅうっと締めつけられた。

　──帰りたいな。

　彼と暮らすあの家に、今すぐ帰りたい。

　クラウディオは忙しくて、あまり一緒の時間を過ごせないけれど、それでも彼の気配が残るあの家で、彼の帰りを待っていたかった。

　そして彼に会えたら、話をしたい。バカとかアホとか、そんなひどい言葉でもいい。どれだけ怒られたっていいから、彼の声が聞きたい。

「隊長、何してるのかな……」

　リリアの願いどおり、アズーリはクラウディオ目指して飛んでくれているだろうか。

　ネプトゥス隊は、今日の夕方には王都フェネツァを出発したはずだ。ということは今頃、クラウディオはこちらに向かって走っているだろう。

　レオが明日の何時頃に動き出すのかはわからない。だがアズーリが上う手まくクラウディオを連れてきてくれれば、状況は変わる。王都からシシリア島まで、水棲馬を飛ばせば一日程度。イウラートだったら、もう少し短い時間で来られるはずだ。

　──隊長、びっくりするかしら。アズーリに、いきなり人語で話しかけられたら。

「ケンカしてなければいいけど……」

　ぎゃあぎゃあ騒ぎ立てる二人を想像して、リリアはくすりと噴き出した。どちらも横柄で口が悪いのだ。ケンカに発展する可能性は充分にある。

　──そういえばわたし、隊長とギクシャクしたままだっけ。

　三日前の夜、アンフォッシ家の居間で、急に態度を変えたクラウディオ。

　戸惑うあまりに、リリアはつい彼を避さけるような行動をとってしまった。彼の前でどういう顔をすればいいのか、意識しすぎてわからなくなったのだ。

　けれど今は、こうも思う。

　あの時、『うん』と言えばよかったのではないだろうか？

『逃げられなくてもいいので、ちゃんと教えてください』と。素直に彼と向き合っていたなら、今頃どうなっていたのだろう？

　──わからない。

　わからないけれど、クラウディオがどうにかしてくれたような気もする。彼はリリアよりずっと大人なのだ。こちらの気持ちも、リリア以上にわかってくれているかもしれない。

「隊長に、会いたいな……」

　溜ため息いき混じりの声が、自然と口からこぼれ出た。その直後、なぜかリリアの視界が滲む。

　知らぬ間に弱気になっていたらしい。リリアの目頭や鼻が、痛いほどに熱くなった。

「うー……」

　じたばたと暴れるように靴を脱ぎ捨て、隊服のまま布団に潜もぐる。

　牢部屋にはリリア一人だ。どれだけ泣こうがわめこうが、誰に知られることもない。けれどこうして泣きべそをかいていること自体が、ものすごく恥ずかしかった。

　リリアはずずっと洟はなを啜りながら、頭から布団を被かぶった。

　そんなことをしていたから、気づくのが遅れたのだと思う。小窓の外に、クラウディオがやってきていたことに。

「……リリア、おい、起きろ！　今すぐ起きろ！」

　響いた声は、幻聴だと思った。──思って、よりいっそう辛くなった。

「幻聴とか無理っ！」

　よけいにさみしくなって、布団の中で手足をばたつかせる。

　会いたいと願うあまりに、とうとう架か空くうの声を作り出してしまうなんて。自分の特技に、自分で恐ろしくなった。

「アホが、誰が幻聴だ！　おい、早くしろ！」

　幻聴のクラウディオも、やはり口が悪かった。

　こんな時くらい優しい言葉をかけてくれればいいのに。そう思いながらぐずぐず泣き続けていると、やがて背中に殺気のようなものを覚える。

「いいかげんにしろよてめえ！　あと五秒以内に起きなきゃここから石投げるぞ！」

「ちょっ、下手したら死ぬんですけど！」

　反射的に叫んだところで、リリアはハッとした。

　口が悪い。しつこい。そして人間性を疑うような脅おどし文句。さらにこのすさまじい怒気。

　もしや、本物のクラウディオなんてことは──。

「……隊長？」

　まさかね、と思いつつ、小花柄の枕から顔を離した。ベッドの上でゆっくり身を起こせば、クラウディオの声の雰囲気が変わる。

「そうだ、俺だ！　早くこっちに来い！」

「──!?　本当に隊長!?」

　その瞬間、リリアは弾はじかれたように布団から飛び出した。薄茶色の髪を振り乱し、ドダダダダッと全速力で小窓に走り寄る。靴などはかずに、裸足はだしのままで。

「隊長!?　本当に隊長ですか!?」

　思いきり背伸びをして、鉄格子の隙すき間まから外を見る。

「ああ、俺だ」

　すぐそこにあるのは、冷たげな青い瞳、漆黒の髪。間違いない。クラウディオその人だ。

「うそっ、夢……!?」

「夢じゃない」

「じゃあ何!?」

「現実だ」

　現実。ということはこの声は本物だし、このクラウディオにはさわれるということ。

「本当に、本当に隊長ですか……？」

　リリアは両手にはめていた手袋を外した。右手の甲こうに刻まれた、『レジーナ・アズーリ』の文字。それが露あらわになることを気にもせずに、鉄格子の間からそろりと手をのばす。

　するとクラウディオは、それを左手で迎えてくれた。いつしか彼の手からも、手袋が消えている。

「……夢じゃないですよね？」

「これだからバカは困る。いいかげん現実を把握してくれ」

　そう言うやいなや、彼の大きな手が、リリアの手をぎゅっと握った。

　少し高い体温。ざらりとした硬かたい皮ひ膚ふ。それらの感触を自分の手の平で感じた時、リリアは突き上げるような衝しよう動どうに駆られる。

「なんだそのぶすっ面は。どれだけ泣いてたんだ」

　クラウディオは空あいている手で、リリアの頭をぽんと撫でてきた。

「隊長……！　会いたかったです！　隊長！」

　感情の堰せきが、いきなり大だい崩ほう壊かいする。リリアはうわあっと子供のように泣いた。

「おまえは……！　急に大声を出すな。誰かに見つかったらどうする気だ」

「だって、会いたいと思ってたら隊長がいるから……だからびっくりして！」

　リリアは飛び跳ねるように背伸びをした。少しでも近くに行きたくて、もう一方の手もクラウディオに向けてのばす。

「まったく……どうしようもないな」

　彼は「ちっ」と舌打ちをしながらも、リリアが出した手をぎゅっと握ってくれた。

　そしていきなり、最高潮にぶちぎれる。それはもう、怒り心頭といったご様子で。

「というか、おまえなに監禁されてんだ、このアホが！」

「ううっ……だって、レオさんが」

「俺以外の男にホイホイついて行くからこういうことになるんだ、よく覚えとけ！」

「でも、レオさん王子だから、逆らえなくて……」

「そんなもの知るか！　適当にまいておけ！」

　吠ほえるように言われて、リリアは「ひっ」と震え上がった。

「ご、ごめんなさいー……！」

　一度泣いてしまったことで、涙るい腺せんが壊れてしまったのだろう。リリアはまたしても、大口を開けてわんわん泣いてしまう。

「泣くな！　うざい！」

「うっ……泣いてなんかいません！」

「見え見えの噓を吐つくな！」

　クラウディオはもう一度、リリアの頭をぽんと撫でてきた。怒っているのか、なだめたいのか。彼の手は、リリアの髪をあやすようにかき混ぜる。

「隊長、婚約が……」

　気が緩んだところで、ぽろりとその件が出た。

「婚約？　なんだそれは」

　クラウディオは眉間に皺を寄せている。

「レオさんが、わたしと婚約するって……それでここに、わたしのこと閉じ込めて……」

　途と切ぎれ途切れに言えば、すぐに「はぁ!?」と、頓とん狂きような声が返ってきた。

「婚約だと!?　おまえとあいつが!?」

「そうなんです。わたしと明日、ネプトゥスの本殿に行くっておっしゃってて……！」

「本気か!?　冗談じゃなくて!?」

「わからないんです。聞きたくてもレオさん、ここには来てくれなくて」

「あのっ、バカ王子が……！　気でも狂ったか！」

　予想外すぎる展開だったのだろう。クラウディオはあんぐりと口を開けている。

「でもわたし、嫌なんです。レオさんとなんて婚約したくないんです！」

　そう。何度考えてみても絶対に嫌だ。リリアはいやいやするように首を横に振った。

「だってわたし……わたしは」

　──隊長のことが、好きだから。

　その言葉は、リリアの胸の中に、驚くほどすんなり落ちてきた。

　ああそうか。リリアはやけに冷静に納なつ得とくする。

　もちろんそれとなくは気づいていた。けれど今、初めて『好き』という言葉で自覚した。

　憧あこがれとか、尊敬とか、クラウディオに対して思う気持ちはたくさんあった。それらが全て合わさって、結局、『恋』になったのだ。

　──恋。これが。

　だからクラウディオからされたあれが、キスかどうか気になった。彼が家に帰ってこなければさみしいと思ったし、もっと一緒にいたいと思った。

　窮きゆう地ちに陥おちいった時、いつだって一番に考えたのはクラウディオのことだ。

　なんだかんだと怒りつつも、必ずリリアのことを助けてくれる彼。だからリリアの中で、クラウディオの存在がどんどん大きくなっていったのだ。気づかぬうちに。

「隊長……助けに来てくれたんですよね？　アズーリに会えたんですよね？」

　リリアが泣きっ面で見上げると、クラウディオは「ああ」と頷いた。

「アズーリがここまで案内してくれた。おまえがどうにかされる前に間に合ってよかった」

　彼は心底安あん堵どした様子で、長い息を吐いている。

「でも隊長、早すぎませんか？　ネプトゥス隊は今日の夕方に出発したんですよね？」

「俺だけ昨日の夜中に出発した」

「えっ、なんで！」

「なんで？　それをおまえが聞くのか？」

　よほどイラッとしたのだろう。クラウディオはたちまち仏ぶつ頂ちよう面づらになった。

「おまえを取り戻しに来たに決まってるだろうが！」

　彼はキッと眉まゆを吊つり上げて、リリアの右頰を摘つまんでくる。

「痛っ……隊長、痛いです！」

　本気で痛かったので、リリアはじたばた暴れた。彼の手が離れていった後も、右頰がじんじんと痺しびれていた。

「──おまえが連れていかれたと知って、いても立ってもいられなくなった」

　クラウディオの声が、急に真剣味を帯おびたような気がした。

「おまえをここから出してやる。絶対に。……だからもう泣くな」

　囁くように言われて、リリアの瞳はよけいに潤うるむ。

　彼の言葉がリリアの心に溶け込んで、体の隅すみ々ずみにまで広がっていった。温かなものに全身を満たされて、彼への想いが深まっていく。

「隊長……」

　握ったままの彼の手を、じっと見つめた。

　どうしても我慢できなくなって、それに頰ずりする。

「涙でぐしゃぐしゃだな」

　クラウディオは隊服の袖そでで、リリアの頰を丁てい寧ねいに拭ぬぐってくれた。

　やがて彼は、「聞け、リリア」と、その表情を引き締める。

「おまえに声をかける前に、この部屋の外回りを確認した。正直、ここから秘密裏におまえを出してやることは不可能だ」

　牢部屋なだけあって、その造りは強きよう固こ。リリアが外に出るには、やはりレオに鉄格子を開けてもらう必要があるらしい。

「それにどちらにしろ、あのアホ王子と話をする必要がある」

　問題をきちんと片付けなければ、この先も逃げ回ることになってしまうからだ。

「だからここでおとなしく待ってろ。俺は今から離宮に入り、アホ王子に謁えつ見けんを申し込む」

「はい、わかりました」

　リリアはクラウディオの手を放した。背筋を正し、彼の前でぴしっと敬礼をしてみせる。

「わたし、ちゃんと待ってます。隊長が助けに来てくれるのを」

　不安は一気に消え去った。彼が『助けに来る』と言ったら、それはもう絶対だからだ。

「でも隊長、無理はしないでくださいね」

　思い起こすのは、十数日前の出来事。ジルバルトと船上で対たい峙じした時のことだ。

　あの時、ぶちぎれたクラウディオは、甲板に置かれたテーブルに長剣を突き立てた。ジルバルトの目の前で、彼が楽しんでいた紅茶や菓か子しをぐちゃぐちゃにしたのだ。

　その件を、ジルバルトは取り立てて責めなかった。けれどレオもそうだとは限らない。

「もしレオさんがおかしなことを言い出しても、絶対にキレちゃダメですよ。キレたとしても剣は抜かないでくださいね。相手は王族なんですから、節度を持った態度で……」

　心配するあまりに、つい言い聞かせるような口調になっていた。

「ちょっと待て。おまえ、俺に説教するつもりか？」

　さすがにむっとしたのだろう。クラウディオの雰囲気が刺とげ々とげしいものに変わる。

　確かに、クラウディオ相手にする話じゃなかったかもしれない。

「ごめんなさい、生なま意い気きなこと言って……でも心配で」

「心配？　誰のせいでこうなってると思ってる」

「それは、もちろんわたしのせいですけど……」

　先ほどまでの優しさはどこへいってしまったのか、クラウディオは呆あきれ顔をしていた。さらに彼は、責めるような眼差しをリリアに向けてくる。

「……ごめんなさい」

　結局リリアは、その言葉を繰り返した。

「謝れば許してもらえると思ってるのか？」

　クラウディオは再び、リリアの右手を握ってくる。

「べ、べつにそんなことは思ってませんけど……でも、許してくれないんですか？」

「もちろん許してやる。──が、罰を与える」

　その直後、自分の手の甲に、クラウディオの吐と息いきを感じた。

　ふいにキスをされたのだ。音もなく。

「────っ！」

　戸惑うあまりに声も出なかった。リリアは瞬きを忘れて、紫色の目を丸くした。

「覚えてるか？　三日前の夜に、俺がおまえに言ったこと」

　三日前の夜？　いったいどれのことだろうか？　リリアはぼんやりと考えた。

「質問の答えを聞くかどうか、ちゃんと考えて、おまえが選べ──俺はそう言ったはずだ」

　クラウディオは嚙みしめるように、その言葉を口にした。

　忘れるわけがない。それなら一文字も間違えずに覚えている。

「あの、それが何か？」

「あれはなしだ」

「えっ……話自体が？」

「違う。『おまえが選べ』のくだり」

　それがなし。ということは──。

「選択権は今をもって俺に移行した。それがおまえに与える罰だ」

　リリアの手を握る彼の手に、ぎゅっと力が籠こめられた。ひときわ高く感じる彼の体温。気のせいだろうか。クラウディオの瞳の奥で、炎が揺れているような気がする。

　やがて二人の間に、震えるような沈ちん黙もくが降りてきた。

　聞こえるのは波の音と互いの息。そしてわずかに身じろぎした時の、衣きぬ擦ずれの音だけ。

　痛い。リリアはそう思った。

　胸が痛くて、苦しくて、どきどきして。今にも心が爆発してしまいそうだ。

「──あれは、『キス』だ」

　クラウディオは、唐突にそう言った。

「そして、これもキス」

　彼はもう一度、リリアの手の甲に口づけを落としてくる。

「聞いたからには、おまえはもう逃げられないな」

　リリアは何を言うでもなく、ただクラウディオのことを見ていた。

　甘い呪じゆ縛ばく。こうなることを、心のどこかで望んでいたのかもしれない。

　やがて彼は、リリアの手を解放した。そしてこの場から、足早に去っていった。

「頼むからさっさと自覚してくれ」

　そう言い残して。
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　その夜は、時間が過ぎるのがやけに遅おそく感じられた。

　クラウディオが去った後、リリアは牢ろう部屋の中で、長らくぼけっとし続けていた。

　椅い子すがあるのに、なぜ床に座り込んだのだろうか。彼に口づけされた手の甲こうを、ひたすら眺ながめ続ける。時とき折おり、自分の頰ほおに押し当てたりしてみて。

　──どうしよう。隊長のことが、好きだ。

　その気持ちに気づいてしまったら、もういても立ってもいられなくなった。『好き』という感情が自分の中でどんどん増ぞう殖しよくして、わけもなく叫さけびたくなる。

　どうしよう。隊長に『好きです』って言いたい。

　どうしよう。もっともっと、隊長と一いつ緒しよにいたい。

　どうしよう。隊長はわたしのこと、どう思ってるの？

　そんなことをぐるぐる考えながら、リリアは立ったり座ったりを繰り返した。

「でも、あれが『キス』ってことは……」

　彼も同じ気持ちでいてくれている。そう考えてもいいはずだ。

　それに先ほど言われた、思わせぶりな言葉の数々。いくらリリアが場慣れしていなくとも、あれがどういう意味かはわかる。──わかるけれど。

「もし『好きです』って言って、『はぁ？』とか言われたらどうしよう……!!」

　彼お得意の『バカかおまえ』とか、『ふざけるのもいいかげんにしろよ』とか、あまつさえ『何勘かん違ちがいしてるんだハゲ』とか言われちゃったりしたら。

「無理！　ハゲてないけど確実にハゲる自信があるっ!!」

　リリアはうわあっと奇声を上げた。

　──隊長に告白したい。けれど、もし勘違いだったら終わる。

「どうしよう……」

　結局、「どうしよう」を一万回くらい繰り返して、リリアはその夜を過ごした。

　クラウディオのことを考えながら、彼が助けに来てくれるのを、ただ待ち続けたのだ。




　しかし朝が訪おとずれ、鳥たちがさえずり始めても、クラウディオは牢部屋には現れなかった。

　やがて太陽が完全に顔を出し、辺りがにわかに騒さわがしくなっても、だ。

「隊長……大だい丈じよう夫ぶかしら」

　そんな心配、普ふ段だんは滅めつ多たにしない。

　クラウディオは『やる』と言ったら絶対にやり遂とげる。そういう人だ。

　けれどリリアが遅めの朝食を食べ終わる頃になっても、状じよう況きようは変わらなかった。

　さすがにやきもきしたリリアは、食器を下げに来た女性──この離り宮きゆうの使用人に、階上の様子をたずねてみた。「ネプトゥス隊の隊長は離宮に入られましたか？」と。

　だが彼女は、「すみません、何も知りません」と、逃げるように階段を上っていってしまった。結局、クラウディオの現状は、何もわからぬままだったのだ。

　──もしかして、レオさんと揉もめてるのかしら。

　レオもカレルも、今日はまだ一度も姿を見せていない。

　何かとんでもないことになっていたらどうしよう。リリアはつい不安になる。

　カレルでもいいから、ここに現れてくれないだろうか。

　おとなしく待っている。クラウディオとそう約束したけれど、ただ待つことがこんなに辛つらいことだとは思わなかった。

「そうだ、アズーリ……！　アズーリに様子を見てきてもらえばいいんだわ」

　リリアは名案を思いついたとばかりに、ぽんと手を叩たたいた。

「アズーリ、いる？」

　小窓に走り寄り、鉄てつ格ごう子しの隙すき間まから外を見る。

　昨夜、鳥の姿に戻ったアズーリは、この部屋の側そばにずっといてくれたようだった。

　けれど。

「あれ……？　どこに行ったの？」

　木の枝の上にも、船着き場の辺りにも、その姿は見当たらなかった。

　普段から、午前中は姿を現さないことが多いアズーリだ。もしかすると、どこかで寝ているのかもしれない。

「やっぱりおとなしく待ってるしかないのかしら……」

　しかたない。そう思ってふうっと溜ため息いきを吐ついた時、状況が動いた。

　扉の向こうから、カツッ、カツッと足音が聞こえてきたのだ。

　誰かが階段を下りてくる気配。靴くつ音おとの数は一人分。これはおそらく──レオだろう。

「おはようございます、リリアさん。よく眠れましたか？」

　ぎいっと耳みみ障ざわりな音を立てて、扉が開いた。

　きらきら輝く金色の髪かみに、真っ白い神官服。予想したとおり、現れたのはレオだった。

「いえ、一いつ睡すいもしてませんけど」

　足音を怒らせながら、レオの前まで歩み寄った。強固な鉄格子を挟はさんで、彼と向かい合うような形になる。

「とてもいい天気ですね。清すが々すがしい。まさに僕とあなたが婚約するのにふさわしい日です」

　レオはにこやかに笑って、柔やわらかそうな前髪を搔かき上げた。

「ほら、聞いてください、歌うような鳥のさえずりを……これは僕たちへの祝福ですよ。いや、鳥だけじゃない。海も、空も、風も、太陽も！　この世の全てが喜んでいるのです。美しすぎるこの僕の、新しい門かど出でを……！」

　レオはいつもの調子で、両手をパッと大おお袈げ裟さに広げた。

　わっ、レオさんってば相変わらずイタい──と、今までのリリアだったら思っただろう。

　けれど今は、別の意味で胸が痛い。彼のおどけた行動を、これ以上見ていたくなかった。

「やめてください」

　リリアは言った。

「そういうことをするの……もうやめてください」

「そういうこと？　さて、なんのことでしょう？」

　レオはにこにこ笑いながら、小首を傾かしげている。

「ですから、そういう、ちょっとおかしな……いえ、個性的な人格を装よそおうことです」

「意味がわかりかねますが」

「ええと、だからですね……」

　ダメだ。わかっているのかいないのか、遠回しに言ってもレオに誤ご魔ま化かされてしまう。

　恐いけれど、核心にふれるしかない。そうしなければきっと、まともな会話にならないからだ。

「レオさん……本当はそんな方じゃないんでしょう？　十一年前の……あの件があってから、そうなってしまったんですよね？」

　昨夜知ったばかりの、レオの悲しい過去。

　本来ならそれは、リリアごときが簡単に踏み込んでいい問題ではない。けれどそれが原因で、おかしな態度をとるのならば。この部屋にリリアを、監禁するのならば──。

「もうそんなことしないでくださ──ひっ!!」

　その時、リリアは強制的に息をのまされた。

　気づけば自分の首元を、ぐいと摑つかまれていたからだ。

「レオさ、何を……！」

　鉄格子の隙間から、レオの白い手がのびている。しかも彼は、超至近距離でリリアのことを見ていた。じっと。

　油断した。まさかレオがこんな行動に出るなんて、予想もしていなかった。

「あなたが何をご存知なのかは知りませんが、ずいぶんと生なま意い気きな口をきいてくれますね」

　レオはくつくつと肩を揺ゆらして笑い始めた。

「カレルですね？　くだらないことを吹き込んだのは」

　彼の水色の瞳に、リリアの苦しむ顔が映り込んでいる。

「困るんですよね。脇わき役やく同士で勝手なことをされると……十一年前の事件？　それが原因でこうなったとして、あなたになんの関係があるんですか？」

　レオの手に、さらに力が籠こめられる。リリアの喉のどが、ひゅうっとおかしな音を立てた。

「レ、さ……はな、て……」

　リリアは呻うめき声を上げた。普通に言葉を紡つむぐことは、もう不可能だった。

　息ができない。苦しい。このままでは本当に死んでしまうかもしれない。

　なりふり構わずに、レオの手を引き離しにかかる。叩いたり、引っ張ったり、爪つめを立てたり。それでもレオは、乾かわいた笑い声を漏もらすだけだ。

「や……たす、て……」

　意識がふわりと遠のきかけた時、やっとレオの手が離れていった。

「ああ、いけない。うっかり殺してしまうところでしたね」

　その場に崩くずれ落ちたリリアは、げほごほとひとしきり咳せき込んだ。

「何もわからないくせに、僕の中に入ってこようとしないでください。不ふ愉ゆ快かいだ」

　レオは吐はき捨てるようにそう言った。こちらを見下ろす彼の表情は、冷れい酷こくそのもの。少しでもふれてしまえば、すぱっと斬きられてしまいそうな印象だ。

「……入って、こないで？」

　今、彼はそう言っただろうか？　ぼんやりしている頭で、リリアは考えた。

「レオさん、今……入ってくるなって、そう言いました？」

「ええ。それが何か？」

　しれっとした顔で言われた瞬しゆん間かん、リリアの怒りが爆発する。

「────バッカじゃないのっ!!」

　ぶちぎれるあまりに、思わず全力で叫さけんでいた。

　それだけじゃ怒りが収まらず、「はっ！」と、拳こぶしを牢部屋の床に叩き込む。

「入ってこないで……？　どの口が？　そんなこと言っちゃってるんですか？」

　できることなら、リリアだって関わり合いたくはない。レオの悲しい過去になんて、足を踏み入れたくはないのだ。

　けれど今、リリアはこうして監禁されている。そして監禁したのはレオその人だ。

「無理矢理関わらせてるのはどっちですか……？」

　リリアはゆらりと立ち上がった。もう完全に冷静さを失っていて、レオが第二王子だとか、自分はただの従じゆう騎き士しだとか、そんなことはどうでもよくなっていた。

「関わるなと言うなら、わたしを今すぐここから出しなさい!!」

　叫んだ言葉は、つい命令口調になっていた。

　剣を握っていないのに気が強くなるなんて、と内心で驚いていると、一方のレオもびっくりしたように目を丸くしている。

　まずい。キレるのはいいとしても、言葉は関係性に適したものを選ばなければ。

　しばらくの沈ちん黙もくの後、リリアは仕切り直すようにコホンッと咳せき払ばらいをした。そして再び、口を開く。

「……お察さつしのとおり、カレルさんに話していただきました。レオさんの過去を」

　リリアが態度をあらためれば、レオの表情もたちまち元に戻った。

「それで？　まさか僕を哀あわれんでいるとでも？　あなたごときが？」

「それは……初めはそう思いました。……でも、おかしくないですか？」

　実は昨日からずっと思っていた。レオのことを可か哀わい想そうだな、と思う傍かたわらで。

　昨日、カレルに『どう思いますか？』と問われた時にも、それを考えていたのだ。

「だって、悪いのは不正を働いたレオさんのお祖父さんですよね？　ジルバルト殿下やバルトランツ王がそれを暴あばいたのは、よく考えれば当たり前のことで……そうなるとレオさんがしていることって……」

　そこで突然、レオが「やめろ！」と声を荒あららげた。

「やめろ！　わかりもしないくせに適当なことを言うな！」

　よほど言われたくない言葉なのだろうか。彼は発はつ狂きようしたように叫んでいる。

　けれどもう止まらない。レオの身分を憚はばかって、誰も口にできないというのなら、リリアがそれを口にする。

　そう、レオがしていることは──。

「ただの『逆さか恨うらみ』、ですよね？」

「やめろっ、言うな──っ!!」

　その直後、レオは鉄格子に体当たりをしてきた。

「ふざけるなっ！　勝手なことを言うな！　誰が逆恨みなど……！」

　彼は必死の形ぎよう相そうで、リリアの首元めがけて手をのばしてくる。

　だが同じ轍てつは踏まない。リリアはレオの手からサッと後あと退ずさった。

　ついでに中腰になって、戦せん闘とう態勢をとる。さすがに剣の柄つかに手はのばさないけれど、たとえレオが鉄格子の中に入ってきたとしても、彼に捕まることはないだろう。

「違う……逆恨みなんかじゃない」

　やがてレオは、両手で鉄格子を摑んだ。それにすがりつくような格好で、顔を伏ふせる。

「悪いのはあいつだ。ジルバルトだ……あいつが全てをダメにしたんだ！」

「違います！」

　リリアはすぐさま反論した。

　ひどい現実をレオに突きつけているのかもしれない。だがここが突とつ破ぱ口こうのように思えた。

「悪いのはレオさんのお祖父さんです！」

「うるさいっ！　黙だまれっ！」

「黙りません！」

　黙ってたまるか！　リリアは胸中でそう毒どく突づいた。

　黙ったら負ける。このままレオの好きにされて、リリアの未来が狂わされてしまう。

　──そんなのは絶対に嫌いやだから。

『自分の邪じや魔まをするやつとは徹てつ底てい的てきに戦え。戦ってビクトリーをもぎ取るんだ！』

　頭の中に響ひびいた師の教えに、「はい、師し匠しよう！」と声に出して答える。

　気づけばレオは、不愉快そうに顔を歪ゆがめていた。

「なんて気の強い女なんだ……僕は、僕に楯たて突つく妃きさきなどごめんだ」

　どうやらこちらが彼の素の表情らしい。苛いら立だたしげに、金色の髪をかき混ぜている。

「タヌキ顔でバカで気が強いなんて……最悪じゃないか」

「だったら今すぐここから出してください。そして他の方と婚約なさってください」

　リリアはぴしゃりと言い放った。するとレオは、ハッとした様子で顔を上げる。

　二人の間に、再びの沈黙が降りてきた。

「……それは無理な話です」

　ここにきて落ち着きを取り戻したのだろう。レオの口調が、急に元に戻った。

「あなたは今日、僕と婚約するんです。そしていずれ、あなたは僕の妃となる」

「どうしてそうする必要があるんですか！」

「三役のうちの二つを手に入れるためですよ」

「三役……？」

　って、どういうこと？　リリアは思わず首を捻ひねっていた。

　三役──それはバルトランツ王の直下に配置された重職のことだ。

　宰さい相しよう、神官長、騎士団長の三つで、上から順に政治に対する決定権が強い。

　しかし宰相が『可』とした案件を、残りの二人が『否』とすれば通らないこともあるという。最終的な判断を下すのはバルトランツ王だが、三役の意見を聞き入れることで、王と宮廷の関係が良好に保たれるのだとか。

「僕は、いずれ神官長になります。これは限りなく決定的な未来です」

　となると、三役のうちの一つはもちろんレオのものになる。

「そしてリリアさん。あなたには、いずれ騎士団長の職を手に入れてもらいます」

「はぁっ!?」

　──何おかしなこと言っちゃってるの、この人!!

　啞あ然ぜんとするあまりに、リリアはあんぐりと口を開けていた。

「バカなことおっしゃらないでください！　そんなの不可能です！」

　そもそも騎士になれるかどうかもあやしいところなのだ。騎士団長なんて、百回生まれ変わったって無理に決まっている。

　しかしレオは、「なれますよ、必ず」と、いとも簡単に断言した。

「青の女王レジーナ・アズーリの主であることを明かせばいいのです」

「────っ!!」

　もはやリリアは、声を出すことすらできなかった。

「海かい神じんネプトゥスを信しん仰こうし、水棲馬スイレーナに助けられるバルトランツにおいて、青の女王の存在は別格。あなたがそれを手に入れていることを公おおやけにし、『伝説の騎士の再来』と煽あおればどうなりますか？　しかも第二王子である僕と結婚し、揺るがぬ身分を与える。時間はかかるかもしれませんが、あなたは必ず団長職を手に入れられるでしょう」

「だから、わたしと……？」

「ええ、そうです。僕はずっと探していたんです。ジルバルトがいずれ王座に座った時、彼の邪魔をできる『何か』を。そしてあなたを見つけた」

　レオは恍こう惚こつの表情で、ほうっと熱っぽい息を吐いた。

「青の女王の存在は、『サラキアの書』を読んで知っていました。彼女を召しよう還かんする方法や、彼女の主に現れる刻こく印いんのことなど」

「そんなの噓うそです！」

　いつしかリリアは、戦闘態勢を解いていた。

「だってサラキアの書には、何も書かれていなかったもの！」

　サラキアの書を求めて神殿を訪たずねたのは、確か、レオと初めて言葉を交わした時。今からふた月ほど前のことだ。

　あの日、リリアは、舐なめ回すようにサラキアの書を読み込んだ。しかしアズーリに関する記述など、どこにもされていなかったのだ。

「リリアさん、覚えていますか？　神殿にあるサラキアの書がどういうものだか」

「もちろん覚えてます。本物の複製品で……」

　そこでリリアは言葉を止めた。

　サラキアの書の原本は神殿内の宝物庫に保管されていて、この国の王族しか手に取れない。レオにそう聞かされたことを思い出したのだ。

「そうよ、それにあの時も……」

　ノワールとの海戦のひと月後、神殿に向かう途中で、レオと偶ぐう然ぜん会った時。

　リリアはレオに問うた。『レオさんはどうしてアズーリの存在を知っていたんですか？』と。その質問に、彼は『本で読んだんです』と答えた。

「確か、『それは選ばれし者だけが手に取ることができる』とかなんとか……」

　ということは、まさか──。

「本物と複製品は、中身が違う……？」

　半信半疑で呟つぶやけば、レオが「そうです」と、あっさり肯こう定ていした。

「青の女王は全ての水棲馬を従えることができる。ですがそれは、この国にとってある意味脅きよう威いです。ですから古いにしえのバルトランツ王は、その事実を隠したのです」

　サラキアの書の複製品を作ってまで。

　リリアはぶるっと身震いした。自分の水棲馬──アズーリがそれほど重要な存在だということを、あらためて思い知らされたような気がしていた。

「僕は九つの頃から神官として働いていたので、サラキアの書を何度も何度も読みました。あれの中には、水棲馬という気高き聖せい獣じゆうの秘密がたくさん詰まっていた」

　幼い頃のことを回顧しているのだろう。レオはどことなくさみしげな表情をしていた。

「ジルバルトが水棲馬に興味のない男で助かりましたよ。先日、あなたがあの男に捕らえられたと聞いた時には焦あせりましたが……あの男は気づいてなかったでしょう？　あなたが青の女王を持っているということを」

　確かにレオの言うとおりだった。例の一件が片付いた後、リリアはクラウディオから聞かされたのだ。『ジルバルト殿下はアズーリの件をご存知じゃなかったぞ』と。

「そうよ、あの時、隊長がそう言ってて……ん？　隊長？」

　そこでリリアは、ようやく思い出した。

「────っ!!　ていうか隊長って……！」

　話に夢中になるあまりに忘れていたが、クラウディオがこの離宮にいるはずなのだ。

　彼はレオに謁えつ見けんを申し込むと言っていたけれど、どうなったのだろう。当のレオは今、ここにいるのだが。

「レオさん、アンフォッシ隊長に会いましたか!?」

　今度はリリアが鉄格子を摑み、レオに詰め寄るような形になった。

「隊長はどこですか！　隊長から謁見の申し込みがありましたよね!?」

「ああ、確かにそのような申し出はありましたよ」

　レオは忘れてた、と言わんばかりに、ぽんと手を叩く。

「アンフォッシ隊長のことは僕の執務室で待たせてあります。夜中からずっとね」

「どうしてですか！」

　思わず怒りを露あらわにすれば、レオは「はっ！」と、小こ馬ば鹿かにするように笑った。

「邪魔だからに決まっているでしょう」

　やがてレオは、背後にある扉を開き、階上に向かって声をかける。

「カレル、来い！」

　そう呼ぶやいなや、レオの背後に彼の侍従騎士であるカレルが現れた。

　カレルは左胸に手をあて、「お呼びでしょうか」と、レオからの指示を待っている。

「今から彼女と共にバディオリ島に向かう。逃がさないよう連れてこい」

「はい、了解いたし──」

　ました。とカレルが言う前に、リリアは「絶対に嫌です!!」と声を張り上げた。

「バディオリ島になんか行きません！　隊長をここに連れてきてください！」

　しかしカレルは、レオに命じられるまま、牢部屋の中に入ってくる。

「すみませんね。女性に縄なわをかけるのは趣味ではないんですが……優しくしますので、私に任せてくれませんか？」

　彼はまるで口く説どくような調子で、にこりと微笑ほほえみかけてきた。その途端、辺りに彼の色香が漂ただよったような気がして、リリアは「うっ」と息をのむ。

　いけない。その雰囲気にのまれている場合ではない。

「嫌です。もし無理に縄をかけようとするなら……剣を抜きますよ？」

　リリアは自分の腰に下がる剣に、右手をのばした。

　──あなたに勝てるわけはないけれど、玉ぎよく砕さい覚悟で向かっていきます。

　それはカレルに対しての脅おどしだった。

「おや、それは困りましたね。さてレオさま、どうなさいますか？」

　カレルが振り返ると、レオは水色の瞳をすっと細めた。

「ではアンフォッシ隊長を殺してしまいましょう。──カレル、おまえなら可能なはずだ」

「そんな……!!」

　リリアの心臓が、短剣で一突きされたように痛んだ。

「それが嫌なら暴れないでください。おとなしく僕の指示に従ってくださいね？」

　クラウディオを盾たてに取られたら、もう反抗することはできない。

　リリアは剣の柄から手を放し、全身の力をだらりと抜いた。
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「さあリリアさん、こちらです。足下に気をつけてくださいね」

　結局リリアは、レオとカレルに連れられ、牢部屋を後にした。後ろ手に縄をかけられ、逃げ出さないようカレルに見張られた状態で、だ。

　三人は秘密裏に離宮を出て、牢部屋から見えた船着き場へと向かった。

「バディオリ島にはごく少人数で、小型の漁船を装って行きます」

　夕方になればこの島に、ネプトゥス隊が到着する。だからこそその前に婚約の神誓を立てようと、レオは急いでいるようだった。

　──隊長、レオさんの執務室にいるって言ってたけど。

　それは離宮のどの辺りだろうか。ここから遠く離れているのだろうか。

　周囲をきょろきょろ見回していると、そのうちに船着き場に到着する。

　そこにはミネルウァ隊の隊員二名と、漁りよう師し風ふうの格好をした男が三名待っていた。

「カレルがいれば問題はないのですが、念のための護衛要員を連れていきます」

　漁師風の格好をした男たちは、ミネルウァ隊の操船隊員だった。なるほど、確かにパッと見たところ、騎士には見えない。衣い装しようのせいか、ベテラン漁師のようにも見える。

「船はこちらを使います」

　船着き場には、四艘そうの小型船が泊まっていた。そのうちの一つ。目立って新しい船に、一行は向かった。

　しかしリリアは、とあることに気づいて足を止めた。

「レオさん、その船を使っちゃダメです！」

　今のうちにわかってよかった。他の船と比べて、その船には明らかな欠けつ陥かんがあったのだ。

「どういうことですか？」

　レオは怪け訝げんな顔で、こちらを振り返った。そしていきなり、ハッと息をのむ。

「カレル！」

　レオがその名を呼んだ時には、すでにカレルは腰の剣を抜いていた。彼は流れるような動作で、リリアの体をレオのほうに押しやったのだ。

「カレルさん……!?」

　いったい何を！　と振り返った時、リリアの目の前で火花が散った。

「カレル・シルヴァーノ！　貴様、よくものらりくらりと……！」

　聞き慣れた低い声。驚くことに、すぐそこにクラウディオが立っている。

「隊長!?」

　クラウディオはその手に剣を握り、カレルと斬り結んでいた。

「おや、抜け出してきたのですか。残念。もう少しで出発できたのですがね」

「ふざけるなよてめえ！　何が『レオさまはもうすぐいらっしゃる』だ！　よくもまあぬけぬけと噓を吐き続けやがって……しかも部屋に鍵かぎを掛けるとはどういうことだ！」

　どうやらクラウディオは、レオの執務室に無理矢理留とめ置かれていたらしい。

「レオさまにそう命じられましたので」

　にこりと笑ったカレルは、二度、三度とあざやかに剣を振った。

　──強い！　っていうか、もはや芸術の域だわ！

　剣を使う者同士であれば、相手の力量などすぐに測ることができる。ちなみにクラウディオは、王立騎士団内では騎士団長の次に剣術に長たけているだろう。

　だがカレルは、そのクラウディオ以上──もしかすると騎士団長よりも強いのではないかとリリアには思えた。

「隊長、気をつけてくださ……うっ」

　その時、リリアの口元が、レオの手によって塞ふさがれた。

　言葉だけでなく息も危あやうくなって、リリアは途端にパニックになる。
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　──こうなったら嚙かみついてやる！

　ごめんなさい！　と心の中で謝罪しつつ、レオの真っ白な手にがぶりと嚙みついた。

　しかしレオは、それでも怯ひるむ様子はなかった。それどころかリリアのことを引きずるようにして、強引に例の小型船に連れ込んでしまう。

「ちょっ、レオさっ……！」

　だからこの船はダメなんですってば！　リリアはもがもが叫び続けた。

　だがレオは聞く耳を持ってくれない。彼は隊員たちに命じ、早さつ速そく船を出発させてしまう。

　結局リリアは、口元を押さえられたまま、レオと共に小さな船室に入ることとなった。

「カレル、足止めしろ！　絶対に水棲馬には乗せるな！」

　レオは部屋の小窓から顔を出し、カレルに指示を出した。

「レオさま、私を置いて行かれるおつもりですか！」

「バディオリ島はすぐそこだ、なんの問題もない！」

「ですが……！」

「心配ならさっさと片を付けてあとを追ってこい！」

　そうしている間にも、船は陸からどんどん離れていく。白い帆ほに風を受けて、辺りに水しぶきを撒まき散らしながら、バディオリ島へと向かって。

　その時、リリアの口元から、ふいにレオの手が離れた。

「隊長……！　隊長!!」

　リリアは船室の窓から顔を出し、懸けん命めいにクラウディオを呼んだ。

「リリア……！　待ってろ、すぐに行く！」

　クラウディオはカレルと剣を交えながらも、ちらりとこちらを見た。けれど視線が合うかどうかの瞬間に、リリアの首根っこはレオに摑まれてしまう。

　レオはリリアを船室の中に押し入れると、小窓に板をはめ込んだ。

「戻ってください！　隊長のところに戻って……！」

「それはできない相談ですね。今行かなければ、僕にはもう二度とチャンスはない」

　ネプトゥス隊が来れば、この騒ぎが公になってしまうと予想しているのだろう。レオは切せつ羽ぱ詰つまったような面おも持もちをしていた。

「でもこの船じゃどちらにしろダメなんです！　もしノワールの船と出くわしたら、間違いなく止められます！」

　バディオリ島はノワールの海域から近い。偽装船や軍船アデライドを見かけたとの情報も、たくさん上がってきている。そんな場所にこの船で行ったら──。

「この船、おそらく王都から持ってきたものだと思うんです。しかもここひと月以内に」

「もしそうだとして、それになんの問題が？」

「大ありです！　帆柱の形が違うんですよ、この辺りで使われている漁船とは」

　ここ最近、リリアはさまざまな船の形を頭に叩き込んだ。

　この海域で警備をするにあたり、瞬時にどんな用途の船か見分けられるようになる。それが従騎士に与えられた課題だったからだ。

「この辺りの漁船は、カルナ製の船です。その違いは船の形に精せい通つうしている者であれば、すぐにわかるはず。これが漁船でないことは一いち目もく瞭りよう然ぜんです！」

　現に付け焼き刃で勉強したリリアにも、わかったのだから。

「レオさん、すぐに引き返してください！　ノワールに見つかったら大変です！」

　リリアは「お願いします！」と、何度も懇こん願がんした。しかしレオは、首を横に振る。

「僕がシシリア島に到着するのは明日の夕方の予定──ノワール側はそう思っているはずです。ということは、今ならまだノワールも動いていないはず」

「そんなのわからないじゃないですか！」

「でももう、僕にはこのチャンスしかないんだ！」

　レオは苛いら立だった様子で、船室の壁をドンッと叩いた。

「もうこうするしかないんだ！　ここで決めるしかないんだ！　ここであきらめたら、あなたを逃がすことになるじゃないか……！」

　悲ひ痛つうな叫び声が、波音を搔き消す。彼は何度も何度も、船室の壁を殴なぐっていた。

「バディオリ島にはこの船で三時間──ノワールの船に会う確率は、限りなく低い！」

「ですがゼロではありません！」

「いいから黙っていてください！」

　やがてレオは、神官服のポケットから白いハンカチを取り出した。

　それを巧たくみに使い、リリアの口元を塞ごうとする。

「青の女王を呼ばれたら大変ですからね」

「そんなことしません！」

　今回、リリアのものとされている水棲馬──ファヴィを連れてきていないのだ。たとえアズーリの体を黒に変えたところで、それがファヴィでないことは明めい白はく。

「アズーリは呼びません。だからこんなことはやめてください……！」

　しかし抵抗虚むなしく、リリアの言葉は封じられてしまった。

　それからリリアとレオは、無言のまま、穏やかな波に揺られ続けることとなったのだ。
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　その頃、シシリア島に残されたクラウディオは、一人、激げき怒どしていた。

「あのバカ王子が……！　ふざけやがって！」

　リリアが乗った小型船は、クラウディオの視界から完全に消えた。結局、目の前で、みすみす彼女を連れ去られてしまったのだ。

　こういう結果になったのも、全てこの男の──カレル・シルヴァーノのせいだ。

　ちくしょう、と、クラウディオは唇を嚙みしめる。

　昨夜遅く、離宮に入ったクラウディオは、城の使用人たちを叩き起こした。リリアを救出するため、すぐさまレオへの謁見を申し込んだのだ。

　しかし、それを阻そ止ししたのもカレルだった。

『そんなに急ぎの用件なら、レオさまがお目覚めになるまでここで待ったらどうですか』

　カレルはそう言って、クラウディオをレオの執務室へ通した。おまけに彼の部下らしき男を部屋内に配置し、クラウディオのことを見張らせたのだ。

　その後、朝になったらなったで『レオさまはまだお休み中です』やら『レオさまは今、着替えている最中です』やら、クラウディオを煙けむに巻き続けた。

　そして限界を感じたクラウディオが、いよいよ執務室を出ようとした時。なんと扉には、がっちり鍵が掛けられていたのだ。

　ぶちぎれたクラウディオは執務室の窓を破壊。外壁に張り付き、部屋から脱出した。

　まさか五階から逃げられるとは思っていなかったのだろう。クラウディオの逃とう亡ぼうを、邪魔する者はいなかった。

　やがてクラウディオは、リリアの様子をうかがうため牢部屋へと戻ってきた。

　するとそこにいたのは、当のレオとカレルだ。彼らはリリアを捕らえて、バディオリ島に連れて行こうとしていたのだ。

　──最悪だ。こんなことになるなら、あいつの側を離れるべきじゃなかった。

　後こう悔かいしてもあとのまつりだということはわかっている。

　だが思ったよりも厳しい状況に、クラウディオの頭が痛くなった。

　本来なら、イウラートを呼んですぐにでも船を追いたい。

　しかしカレルがいては、それも難しい。彼は歴戦の勇士だ。クラウディオがイウラートを呼べば、騎き乗じようする瞬間を狙ねらって攻撃してくるだろう。

　──どちらにしろ、彼を倒さなければいけないということか。

　クラウディオは「ちっ」と盛大な舌打ちをした。

　相手は騎士団内では伝説化されている男だ。その強さは、もちろんクラウディオも知っている。先ほど数度、斬り結んだだけでも、思わず震えがきたほどだ。

「おや、何をぼけっとしているのです？　私はレオさまのあとを追わなければいけないのでね、楽しむ時間もあまりないのですが」

　カレルは剣を上段にかまえて、にこりと笑った。男のクラウディオでも思わず見み惚とれてしまいそうなほどの、色香漂う微び笑しようだった。

　こうなったらもうやるしかない。その手始めに、まず──。

「見逃してくれる気はありませんか」

　クラウディオは言葉遣いを正した。先ほどは苛つくあまりに暴言を吐いてしまったが、本来ならカレルは、クラウディオの大先輩だ。

「私があなたに勝てる可能性は、多く見積もっても三割程度。だが私は、彼女を確実に助けにいかなければいけない。ですからどうか見逃してください」

　するとカレルは、口元に手をやって、うんうんと頷うなずき始めた。

「なるほど、腕も良ければ頭もいい。自らの弱さを認められる者は、のちに必ず大たい成せいする。だからあの男──ガイウスは君に期待するんですね」

　ガイウス。それはクラウディオの直属の上司、騎士団長の名前だった。

「あのおやじは面おも白しろがってるだけだ！」

　騎士団長の顔を思い出した途端、怒りが込み上げてきた。そもそもあの男がすぐに報告してくれていれば、こんなことにはならなかったはずだ。

「カレル殿、どちらですか。見逃してくださるのか否いなか」

「聡そう明めいな君のことだ。聞かなくともわかっているのでしょう？」

　カレルは困ったような表情で、首を竦すくめた。

「なるほど、ではやはり戦うしかないというわけです──」

　ね！　と言うと同時に、クラウディオとカレルは互いに向かって駆け出していた。二人は剣を合わせて、力で押し合うような形になる。

「ああ、力比べでは若い者に負けますね。ではこういうのはどうでしょう」

　カレルはいきなりクラウディオの視界から消えた。尋じん常じようではないスピードでしゃがみ込み、クラウディオの右足を蹴けってくる。

　──速い！

　なんとかよけたが、一瞬、態勢を崩しかけた。ひやり。クラウディオの心臓が凍こおりつく。

　素早く振り上げられた剣先から、身をよじって逃れる。続いて追って来た攻撃を、地面に這はいつくばるようにしてかわした。

「くそっ……いくらなんでも強すぎだろ！」

　クラウディオは転げるように船着き場の床板の上を移動した。息をする間もなく攻められて、頭にカッと血が上る。

「今度は俺のターンだろ！」

　カレルに向かって全力疾しつ走そう。少しでも先に攻撃してやろうと、剣先をまっすぐ突き出した。一突き、二突き、三突き、彼の急所を狙う。けれどそれらは全て、ごく最小限の動きでかわされてしまう。

「腰が安定しすぎですよ！　それではすぐに的にされる！」

　カレルは急に、クラウディオの左腰めがけて蹴りを出してきた。それを飛び上がってよけ、上から肩口狙って剣を振り下ろす。

「おっと……まだ甘いですね！」

　渾こん身しんの一撃のつもりだったが、それもあっさりかわされた。

　しかもかわされたことによって、クラウディオの剣先が床板に突き刺さった。

　──まずい！

　ハッと息をのんだが、もう遅い。剣先を解放するのに、およそ一拍弱の時間を要した。

　そしてそれは、カレルが勝利するには充分な時間だった。

「すみませんね、少々怪け我がしてもらいますよ」

　目の端で光る銀色の刃。波音に混じって、刀身が風を斬る音が聞こえる。

「くっ……ちくしょう！」

　次の瞬間、クラウディオの胸に、火で焼かれたような感覚が走り抜けた。やがてそこから、真っ赤な鮮せん血けつが散る。

「念のため、もう少し」

「ぐうっ……!!」

　今度は腰の辺りを斬りつけられた。

　痛みに耐たえきれず、クラウディオはその場にどさっと倒れ込む。

「おとなしくしていれば死にません。傷が塞がれば、なんの後こう遺い症しようも残らないでしょう」

　あえてそういう場所を斬ったのだろう。カレルは腰の鞘さやに剣をしまった。

「さて、では私は行きますよ。レオさまが心配なのでね」

　その頃にはクラウディオは、船着き場の床板の上に仰あお向むけに転がっていた。目に映る空の色が、やけに青々しい。そんなどうでもいいことをぼんやりと思っていた。

　カレルの足音が、クラウディオの元から遠ざかっていく。靴音を体に感じる度に、斬りつけられた箇か所しよがすさまじく痛む。

「……リリア」

　ダメだ。こんなところでくたばっている場合じゃない。なんとしてでも彼女を助けに行かなければ。クラウディオはぐっと拳を握った。

　彼女を奪われたくはないのだ。たとえ相手が誰であろうとも、絶対に。

「イウラート……」

　クラウディオはなんとか身を起こし、船着き場の柵さくに背中をあずけた。右手に握ったままの剣を放り出し、そこから装飾品の一つ──海神ネプトゥスが描えがかれたメダルを外す。

「イウラート、来い……！」

　絞しぼり出すように、相あい棒ぼうの名を口にする。

　離宮の馬房は、ここからは少し距離がある。けれどこの声はきっとイウラートに届くはずだ。そう信じて、クラウディオは名前を呼び続けた。

「来い、イウラート……！　馬房の柵など蹴り倒してしまえ！」

　切羽詰まった声は、海風に乗って届いただろうか。やがてクラウディオの耳に、水棲馬の足音──海面を割る音が聞こえてきたような気がした。
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「この島とう嶼しよ群ぐんを抜ければ、やがてバディオリ島が見えてきますから。あと少しですからね」

　よほど機き嫌げんが良いのだろう。レオは歌うような調子でそう言った。

　シシリア島を出発してから、およそ二時間が経過した頃。島嶼群──岩のような小島が浮かぶ海域を、航行している最中だった。

　どうやらノワールの船とは、出くわすことなくここまで来られたらしい。それにほっとしつつも、リリアの気分はもちろん沈しずんだままだ。

　──どうしよう。このままだともう、レオさんと婚約して妃道を邁まい進しんするしか……。

　って、だからそれだけは絶対に嫌だってば!!　リリアは勢いよく首を横に振った。

　その時だった。船室の扉が、ドンドンッと激しくノックされた。

「殿下、敵船です！　前方の岩陰から、ノワール旗を掲かかげた小型船が出てきました！」

「────っ!!」

　なんですって!?　と、リリアは愕がく然ぜんとする。

「ですが、船に乗っているのは数人のようです。もし止められるようなことがあれば、ただちに戦闘を展開、確実に勝ちを収めますのでご安心を！」

「うう──っ!!」

　ダメ──っ!!　と、リリアは叫んだ。レオの顔をキッと睨にらみ、口元を覆おおっている布を外すよう目で訴うつたえる。早く、今すぐに！　と。

　その眼力に気け圧おされたのだろうか。レオはすぐさまリリアの願いを受け入れた。

「ぷはっ……止められても攻撃してはダメです！　あくまで漁船を装うよう、レオさんから指示してください！」

「どうしてですか？　相手が少人数なら、倒してしまうのが確実なのでは？」

　レオは不思議そうな顔で、首を捻っている。

「ノワール旗を掲げた小型船は、敵の偵てい察さつ船です。そして偵察船の近くには絶対に──」

「殿下！　ノワールの軍船アデライドです！　島陰に隠れていました!!」

「ああっ……！」

　リリアは思わず息を漏らした。出くわしてしまったのだ。一番、やっかいなものに！

「最悪だわ！　中型船ならまだしも、軍船だなんて……！」

　リリアの頭の中は、途端にパニックになった。

　どうしよう。どうすればいい？　アデライドにはたくさんの騎士が乗っているはずだ。

　それに対して、こちらの戦力はたったの六人。しかも護衛対象であるレオもいる。

「ううん、取り乱しちゃダメよ……こんな時こそ落ち着かなくちゃ」

　ぶつぶつと呟いた後、リリアは外に向かって声を張り上げた。

「まずは様子を見ましょう！　こちらは漁船なんです。きっとバレないはずです！」

　──どうか、帆柱の形に気づかれませんように。

　緊張感が一気に高まる中、リリアはそう願い続けた。

　しかし。

「殿下、アデライドがやってきました……！　おそらく止められると思います！」

　ノワールの軍船は、リリアたちの船の前方で停止した。不ふ審しんな船だと判断されてしまったのだろう。小舟を降ろし、こちらに近寄ってこようとしている。

「レオさん、わたしの縄を外してください！　早く！」

　甲かん板ぱんに立つミネルウァ隊の隊員たちは、漁師風の格好をしている。運が良ければ、口こう頭とう尋じん問もんだけで済むかもしれない。

　けれどもし、船室の中まであらためられるようだったら、全てが終わる。

　レオはバルトランツの神官服を着用、しかも見るからに身分が高そうなのだ。

　金色の髪に水色の瞳は、バルトランツでは珍めずらしい組み合わせ。彼が件くだんの第二王子だとバレる可能性は、かなり高い。

「レオさん、早く！　この縄をほどいてください！」

「……まだです。もう少し様子を見ましょう」

　縄をほどけばリリアが逃げ出すとでも思っているのだろうか。

　レオはリリアを自由にすることを渋しぶっていた。

「もう少しって……今はそれどころじゃないでしょうが！」

　リリアはできる限り小声で、レオを怒ど鳴なりつける。

「剣を使えないとレオさんを守れません。この場を切り抜けられたらまた縄をかけてもいいですから、だから早く──」

　その時、ノワールの騎士たちが、この船に乗り込んでくる気配がした。

「おまえたち、バルトランツ王国の人間だな？」

　さすがにまずいと思ったのだろう。レオはリリアにかけた縄を素早く外した。

　数時間ぶりに自由になった両手。リリアはぶるぶると動かしてから、剣の柄を握った。

　そして船室の出入り口の前で、密ひそかに戦闘態勢をとる。

「確かに私たちはバルトランツの漁師ですが……いったいなんの御用でしょうか」

　ミネルウァ隊の隊員たちは、漁師を装いすっとぼけたようだった。

「なるほど。確かにパッと見は漁師に見えるな。どこから来たんだ？」

「はあ、カプノーザ島ですが」

　一応の設定は考えていたらしい。カプノーザ。シシリア島の近くにある島の名前だ。

「カプノーザ島？　その辺りの船は、このような帆柱の形をしていないはずだが？」

「いや、これは……最近手に入れた船でして」

「ならば念のため船内をあらためさせてもらおうか」

　最悪だわ！　リリアの顔色がたちまち青くなった。

　ちらりとレオを見やると、彼もさすがに神しん妙みようそうな顔をしている。

　──どうしよう。戦闘になったとして、レオさんを守りきれるかしら。

　靴音の数からして、相手はおそらく十人前後。数だけを考えれば間違いなく勝てる。けれど軍船アデライドから逃げきることは、どうしたって不可能だと思えた。

　とりあえず敵を倒して、しかたないけどアズーリを召還して、それでなんとかレオさんを連れ帰って──と、頭をぐるぐる悩ませている時。

「おまえら、船内を調べろ！」

　ノワールの指揮官らしき人物の声と共に、辺りに靴音が散らばった。

「レオさん、三つ数えたら後ろのドアから出てください！　もし戦闘になったら、それが終わるまで水みず樽だるの陰に隠れていてくださいね！」

　何がどうなったとしたって、第二王子であるレオだけは守らなければいけない。それこそがリリアたち王立騎士団員の使命だ。

「リリアさんはどうするつもりですか？」

「わたしは外に打って出ます」

「危険だ」

「大丈夫です。わたし、けっこう強いんですから。──ではいきますよ。一、二、三っ!!」

　その直後、リリアは船室のドアに体当たりをした。転げるように甲板に出ると、目の前には灰色の制服を着た男たちが立っている。

　その数、十人ちょうど。リリアが予想したとおりの人数だった。

「フロリードさま、ネプトゥス隊の隊服です！」

「ということは、やはり偵察船か！」

　まさか第二王子その人が乗っているとは思っていないのだろう。相手はこの船を、偵察船だと勘違いしてくれたようだった。

「ええ、そうよ。あなたたちがどこに隠れているのか、今後のために探りに来たの！」

　リリアはできる限り、それらしいことを匂におわせた。

　気づけば全員が、腰の鞘から剣を抜いている。リリアも、相手の指揮官も、ノワールの騎士も。もちろん漁師に扮ふんしたミネルウァ隊の隊員たちもだ。

　相手の指揮官──フロリードと呼ばれた男は、二十代半ばに見える青年だった。灰色の髪に緑の瞳。生真面目そうな顔立ちをしている。

「……ねえ、わたしたちと取引をしない？」

　リリアは剣をかまえたまま、精せい一いつ杯ぱい、一人前の騎士ぶった。

「わたしたちの目的はあくまで偵察。できれば無む駄だな戦闘は避けたいの」

「何が言いたい？」

　フロリードは訝しむような眼まな差ざしを、こちらに向けてくる。

「もしあなたたちと戦闘になれば、わたしは水棲馬に乗ってすぐにネプトゥス隊を呼びに行くわ。そうなればあなたたちも困るでしょう？」

　だからお互い、この場で何事もなかったように引き揚げよう。リリアは暗あんにそう言った。

　相手はネプトゥス隊の強さをよく知っているはずだ。ふた月弱前の海戦の折り、軍船アデライドはネプトゥス隊にこてんぱんにやられたのだ。

「なるほど、悪くはない案だな」

　フロリードはぽつりと呟いた。

　──やった！　これならレオさんを守れるわ！

　リリアは内心で歓喜し、密かに胸をなでおろす。

　だがフロリードは、軍船アデライドのマストをすっと指差した。

「悪くはない案だ。──が、まだ到着していないネプトゥス隊をどうやって呼ぶつもりだ」

　そこには茶色の生き物──おそらく鷹たかだと思われる鳥が、三羽ほどとまっていた。

「ネプトゥス隊はまだシシリア島の海域に入っていない。我々はそう睨んでいる」

「まさか……鷹を偵察に飛ばしたの!?」

「ネプトゥス隊の恐さは我々が一番よくわかっているからな」

　そう言うやいなや、フロリードはリリアの眼前に剣先を突きつけてきた。

「この船……何かあるな？」

「な、何かって何！」

　焦るあまりに声が上うわ擦ずりまくった。

　その様子があまりに怪しかったのだろう。フロリードは部下たちに指示を出す。

「船内をくまなく探せ！　絶対に何か隠しているはずだ！」

「──させないわ！」

　その瞬間リリアは、目の前の剣先をよけて、彼の背後に回った。

『敵が大勢いる時は、まず組織のヘッドを狙え！　そいつを倒せばすぐにザ・殲せん滅めつだ！』

　剣術の師の教えに従い、まずはフロリードに狙いを定める。

「動かないで！　動いたら斬るわ！」

「おまえ……卑ひ怯きようだぞ！」

　フロリードは身をよじって逃れようとしたが、リリアは彼の首にぴたりと刃をあてた。

「卑怯だってなんだっていいわ。死にたくないならさっさとこの船から──」

　去りなさい。そう命じるつもりだった。軍船アデライドから、矢を射かけられなければ。

　矢はヒュウッと音を立てて、リリアの耳元を掠かすめた。そして船の甲板に勢いよく突き刺さったのだ。

「従騎士、ぼけっとするな！　死ぬぞ！」

　続いて飛んできた矢を、ミネルウァ隊の隊員が剣で叩き落とした。

　よほど腕の良い射手がいるのだろう。矢はリリアの背中だけを狙って次々と飛んでくる。

「こっちに来て……！」

　なんとか死角に逃げ込もうと、リリアは船の縁を移動した。もちろんフロリードを背後から拘こう束そくしたままで。

　しかし次の瞬間、不運と言うべきことが起こった。

　リリアたちが乗る小型船が、ぐらりと大きく揺れたのだ。

「えっ……」

　偶然にも大波が来たのだろう。まずい！　と判断したリリアは、フロリードの首元から剣をひいた。このままでいれば、彼の首と体が分断されてしまうと思ったからだ。

「ちっ……生意気な！」

　剣を下げた瞬間、フロリードはリリアの体を思いきり突き飛ばしてきた。

　その拍子にリリアの足は、甲板の床板から離れる。勢いよく宙に放り出されて、やがてバシャンッと大きな音が耳元で聞こえる。

　──落ちた！

　船から海に。そう気づいたのは、実際に落ちてからだった。

　リリアは手足をばたつかせ、なんとか海面に浮き上がろうとした。

　けれど懸命にもがいたところで、リリアの体は全く浮上しない。大量の海水がまとわりついて、リリアのことを海の底に連れていこうとする。

　──こんなことになるなら、さっさと泳ぐ練習しておけばよかった……！

　ぼんやり考えたところで、頭の中に凜りんとした声が響いた。

「アホが、呼べ！　妾のことを！　死ぬよりはバレるほうがマシじゃろうが！」

　そうすれば助けてやる！　気高き水棲馬の女王に、そう言われたような気がした。

　そうか。アズーリを呼べばいいのか。そう判断したリリアは、喉の奥でその名を呼んだ。

「アズーリ……」

　それと同時に、意識を手放したのだ。
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「おい、リリア……！　リリア、目を覚ませ！」

　名前を呼ばれると同時に、ぺちぺちと頰ほおを叩たたかれた。

　瞼まぶたの向こうが明るい。ゆっくり目を開けると、視界に入る景色がぼんやりしている。

「リリア！　俺だ、わかるか!?」

　あれ？　わたし、どうしたんだっけ？　と考えている間に、目に映るものがはっきりとしてきた。青い瞳に、漆しつ黒こくの髪かみ。リリアのすぐ目の前にいるのは、クラウディオだった。

「隊長……!?」

　どうしてここに隊長が？　リリアは反はん射しや的てきにがばっと起き上がった。その拍ひよう子しに、クラウディオの額ひたいに頭ず突つきをくらわせてしまう。

「くっ……おまえは俺を殺す気か！」

「す、すみません！　って、隊長？　どうしたんですか!?」

　気づけばクラウディオが、リリアの横にごろりと転がっていた。

　頭突きされた額がよほど痛むのだろうか。彼は「うっ……」と呻うめき声を漏もらしている。

「ごめんなさい、わたしけっこう石頭で！」

　だがそれが原因ではないらしい。彼は自分の胸に手をあて、歯を食いしばっていた。

　よく見れば、クラウディオの隊服の胸元が、ぱっくりと口を開けている。そこから滲にじみ出すのは鮮せん血けつだ。彼の白いシャツが、真っ赤に染まっている。

「そんな……どうして!?　何があったんですか！」

「騒さわぐな。たいしたことじゃない」

「噓うそ！　だって隊長、苦しそうだもの！」

　必死に隠そうとしているが、おそらく腰の左側にも怪け我がをしている。

「まさか……カレルさんが？」

　そう予想した瞬しゆん間かん、間違いないわ、と確信した。

　クラウディオをここまで追い詰められる者など、カレル以外には考えられなかった。

「それよりおまえ、いったい何があったんだ」

　クラウディオは寝転んだままの体勢で、リリアのことを見上げてきた。

「おまえを乗せたアズーリが、いきなり俺の前に現れたんだ」

「え……アズーリが？」

　リリアは小首を傾かしげる。

　言われてみれば確かに、気を失う直前に彼女の声を聞いたような気がする。

「妾わらわはここじゃ」

　声をかけられて振り返ると、少し離れたところに一頭の水棲馬スイレーナが立っていた。銀色の体に乳白色の角──本来の姿に戻ったアズーリだ。

　彼女はぶるるっと首を振って、体についた水すい滴てきを飛ばした。

　ふと気づけば、リリアの全身もずぶ濡ぬれ状態だ。

「非常事態だからの、体の色を変える暇ひまはなかったが、勘かん弁べんしろ」

　どうやらアズーリは、溺おぼれてしまったリリアを海中から助け出してくれたらしい。

「ありがとう……あなたのおかげで死なずに済んだわ」

　リリアはほうっと安あん堵どの息を吐はいた。

　やがてクラウディオが、リリアの左腕をぐいと引っ張ってきた。

「おい、あのバカ王子はどうした？　カレル殿どのはたいぶ前にあとを追ったようだが」

　バカ王子。とは、もちろんレオのことだ。

「ええと、レオさんは……」

　どうしたんだっけ？　と思い起こした瞬間、リリアの目の前が真っ暗になった。

「って、こんなことしてる場合じゃないっ!!」

　あろうことかリリアは、レオをあの船に置いてきてしまったのだ。ノワールの騎き士したちを、退治しないまま。

「隊長！　わたしたち、ノワールの軍船と出くわしたんです！」

「なんだと!?」

　よほど驚いたのだろう。クラウディオは反射的に上半身を起こした。

　だが傷が痛むのか、「うっ……」と呻きながら、近くの柵さくに背をもたせかける。

「わたし、海に落ちちゃって……レオさんのこと、船に置いてきちゃって！」

「殿下はノワールに捕まったのか？」

「わたしが海に落ちた時には、まだ……でももう、おそらく」

　レオは捕まってしまっているだろう。リリアはそう予想した。

「ちっ……あのバカが！　ノワールを甘く見るからこういうことになるんだ！」

　まさしくクラウディオの言うとおりだ。

　けれど今、それを考えてもしかたがない。大切なのはこれからどうするかなのだ。

「隊長……剣の予備って持ってませんよね？」

　リリアはクラウディオの傍かたわらに転がる剣に視線をやった。自分のそれは、先ほど海に落ちた時になくしてしまったからだ。

　──このひと月半、いつだって自分と共にあった剣なのに。

　あらためてさみしさを感じていると、クラウディオが眉を顰ひそめる。

「おまえ、何を考えてる？」

「わたし、アズーリに乗って──」

　行ってきます。と口にするより先に、「ダメだ！」と怒ど鳴なりつけられた。

「ネプトゥス隊が来るまで待て！」

「それじゃ遅いです！」

「おまえ一人が行ってどうなる！」

「わかりません！」

　そう。そんなことはわからない。行ったとしても、どうにもならないかもしれない。

　けれどそれでも行かなければいけないのだ。王立騎士団に所属する、一団員として。

「だって、それが騎士の……わたしたちの仕事ですよね？」

「おまえはただの従騎士だ！」

「でも心は騎士です！」

　隊服の左胸に下がる、王立騎士団とネプトゥス隊の記き章しよう。リリアはそれをぐっと握る。

「わたしは騎士になるためにここにいるんです。女だけど……隊長は認めてくれないかもしれないけど！　でもいつか絶対に騎士になってみせるって、そう決めてるんです！」

　それはもうずっと抱いだき続けてきた、リリアの『夢』だ。

　大きくなったら絶対に騎士になってみせるわ！　リリアは幼い頃から、海に向かってそう叫さけび続けた。海上を走る水棲馬の姿を眺ながめながら、来る日も来る日も。

　だからそれを叶かなえるために。

「わたし、レオさんを助けにいきます」

「この、バカが……！」

　クラウディオは苛いら立だったように、自分の前髪を搔かき上げた。

「てめえ、こっちの身にもなってみろ！」

　ドンッと、彼の右みぎ拳こぶしが船着き場の床板にめり込む。

「怪我してるのに何しちゃってるんですか！」

「だったらアホみたいなこと言うな！」

「嫌いやです！」

　何を言われようが、絶対に譲るものか。

　そう決意して、リリアはクラウディオに詰め寄った。

「だって命をかけてバルトランツを守るのが騎士じゃないんですか!?」

　ずっとそうだと思っていた。幼い頃、ネプトゥス隊に命を救ってもらった時から。

「隊長、答えてください！」

　すると彼は、「ちくしょうっ……！」と、拳をもう一発叩き込む。

「命をかけてバルトランツを守るのが騎士だと？　──ああそうだ。そうに決まってんだろうがてめえ！」

「だったら……！」

「──行け、リリア」

　クラウディオは言った。ひどく苦しげな表情で、その言葉を。

「え……？」

　言われたことの意味がわからず、リリアは紫むらさき色の目をぱちぱち瞬しばたたいた。

「だから『行け』って言ってるだろうが！」

　あきらめるつもりはなかったが、許してもらえるとも思っていなかった。その言葉にすぐに反応できなくて、体が動かない。

「確かにおまえの言うとおりだ。それが俺たち騎士の役目だ！」

　クラウディオは自分の左胸に下がる記章を、ぐっと握った。

「おまえの立場だったら、おそらく俺も同じ判断をする」

　不本意そうな顔をしつつも、彼はそう白状する。

「だから殿下の元に行け。そこまで言うのなら、おまえが殿下を守り抜いてみせろ！」

　その直後、リリアは返事もせずに立ち上がっていた。

　──アズーリを使う！

　レオのことを確実に助けるために、まずは彼女に乗って軍船アデライドへ向かう。

　そう考えながら、銀色の水棲馬の元へと走り出す。

「待て！　これを持っていけ！」

　ふと呼び止められて振り返った。こちらに差し出されたのは、クラウディオの剣だった。

「おまえのよりは少し重いかもしれないが、ないよりマシだろ」

　受け取ったそれは、確かにリリアの剣より重みがあった。

「ありがとうございます……実はわたし、海に落ちた時になくしちゃって」

　そう告げた声は、いくらか震ふるえていた。感情が一気に高こう揚ようして、胸が痛い。

　騎士にとって剣とは、ものすごく大切なものだ。それをためらいもなくリリアに預けてくれた。そのことが、涙が出そうなほど嬉うれしかった。

「おい、頼むから絶対に無傷で帰ってきてくれよ」

　クラウディオは祈るように言った。

「もし無傷で戻ってこれたら、その時は……おまえが騎士になることを認めてやる」

　その言葉は、リリアの耳に幻げん聴ちようのように響ひびいた。

　今、彼はなんて言った？

　──わたしが？　騎士になることを認めてくれるの？　他でもない、隊長その人が？

「……うそ」

　絶対に噓だ。噓に決まってる。信じられなくて、リリアは首を横に振った。
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「噓じゃない」

「なんで……？　どうしていきなりそんなこと」

「おまえはバカだ。一人でアデライドに乗り込もうとするやつなんて、絶対にバカに決まってる。──だがその心意気が、騎士にとっては何よりの剣となる」

「じゃあ、本当に……？　わたし、騎士になれるんですか？」

　おそるおそる問えば、「無傷で戻ってこれたらな」と、強調された。

「後で冗じよう談だんだったとか、そんなオチは……」

「俺がそんなつまらないことを言うと思うか？」

　思わない。──思わないけれど。

「だって、夢みたいで……！」

　胸に押し寄せる、無上の喜び。感かん極きわまるあまりに、リリアの瞳に涙が滲んだ。

　どれだけ夢みただろう、こうなることを。ずっと願い続けて、やっと手が届きそうなところまできた。

「泣いている場合か？　よく考えろ。おまえが今すべきことはなんだ？」

　もちろんわかっている。リリアが今すべきことは、レオの元へと向かうことだ。いつまでもここで、浮うかれている場合じゃない。

「隊長、ありがとうございます。わたし、行ってきます！」

　リリアは再びアズーリに走り寄った。

「おい、無む駄だな戦せん闘とうは絶対にするなよ！　アデライドに乗り込んだら、とにかく殿下と合流しろ！　殿下を守ることだけに徹てつするんだ！」

　クラウディオの助言に、「はい！」と返事をする。

「そのうちにネプトゥス隊が到着する。カレル殿も殿下のあとを追っているはずだ！」

　リリアはアズーリのたてがみを摑つかみ、その背にひらりとまたがった。

「頼む。間に合ってくれ、イウラート……！」

　クラウディオのそんな呟つぶやきは、風に流され、リリアの元まで届かなかった。

「ではリリア・コルテーゼ、行ってまいります！」

　その直後、アズーリは、飛ぶような速度で海の上を走り出した。
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　──おまえが騎士になることを認めてやる。

　耳の奥で繰り返し響くのは、先ほどのクラウディオの言葉。

「夢みたい……！　アズーリ、聞いてたでしょう？　わたし、騎士になれるのよ！」

　リリアはアズーリの背中の上で、声を弾はずませた。

　はしゃいではダメだ。そう自分に言い聞かせるものの、浮き立つ気持ちを抑えきれない。嬉しくて、幸せで、今ならどんなことでもできてしまいそうな気分だ。

「浮かれすぎじゃ。あの男は『無傷で』と言っておっただろうが」

　アズーリは呆あきれたように言った。

「ちゃんとわかってるわ。大丈夫よ」

　というか、こうなったら絶対にその条件を満たしてみせる！　そう決意して、リリアは表情を引き締め直す。

「だからアズーリ、あなたも協力してね」

「それはかまわぬが……高くつくぞ？」

　高くつく──ということは、珊さん瑚ごの欠片かけらをたくさん要求されるということだろう。

「うっ……も、もちろんわかってるわ。でもほどほどにしてね？」

　いったいどれだけの数、彼女に捧ささげることになるのか。リリアははあっと溜ため息いきを吐ついた。

「で？　妾に何をさせるつもりじゃ」

「手始めに体の色を変えてほしいの。後でちゃんと報ほう酬しゆうは払うわ」

　お馴な染じみの願いを口にすると、アズーリは瞬またたく間に体の色を漆黒に変えてくれた。

「どれ、ではスピードを上げるからの、落ちぬよう気をつけろよ！」

　そう言うやいなや、彼女は風のように海上を走り出す。

　リリアの頰に生なま暖あたたかい空気がぶつかり、薄茶色の髪が忙せわしなく揺れる。真っ青な海面がこちらに迫せまってくるような気がして、全身がぞくりと粟あわ立だった。

　そうしてどのくらいの時間、海の上を駆かけ続けただろうか。

　やがてリリアとアズーリは、先ほどの島とう嶼しよ地帯に差しかかった。

「アズーリ、船が見えたら教えて！」

　レオが乗っていた小型船、あるいは軍船アデライドを捜して、リリアはきょろきょろ首を巡めぐらせた。するとアズーリが、早さつ速そく「いた」と報告してくる。

「だが先ほどの船とは違うやつじゃ。ずいぶん小さいぞ」

「カレルさんが乗った船だわ！」

　リリアはアズーリに、その船と併へい走そうするよう命じた。

「カレルさん！　いらっしゃいますか!?」

　大声で呼びかけると、そのうちに船室から数人の男たちが飛び出してきた。現れたのは、カレルとミネルウァ隊の操そう船せん隊たい員いん二名。カレルは驚いた様子で、目を見開いている。

「あなたは……なぜここに？　レオさまはどちらにいらっしゃるのです！」

「カレルさん、聞いてください！　この先にノワールの軍船アデライドがいます。わたしたちが乗った船は、ノワールの船と出くわしました！」

　そう告げた瞬間、カレルがまとう空気が、一気に殺気立ったような気がした。

「それでレオさまは？　まさか捕らえられてしまったのですか!?」

「わかりません！　が、その可能性は高いです！」

　申し訳ありません！　と、リリアはアズーリの背中の上で、深々と頭を下げる。

「わたしは今からアデライドに乗り込みます。カレルさんも後から来てください！」

「乗り込むって……一人で!?」

「ええ。ですがそのうちにネプトゥス隊が来るはずですから！」

「バカな！　ネプトゥス隊は夕方到着の予定ですよ！」

　太陽の位置から考えるに、おそらく今は正午過ぎ。ネプトゥス隊の到着までには、あと四、五時間ほどあるだろう。

　だがクラウディオが『そのうち』と言ったのだ。リリアはそれを信じている。

「とにかく先に行きますから！　では失礼します！」

　気分が高ぶっていたのだろう。リリアは無意識のうちに、アズーリの胴を蹴けっていた。

「おまえ、妾の腹を蹴るとは何様のつもりじゃ！　これで三度目じゃぞ！」

　アズーリはたてがみを逆立てながら、勢いよく走り出す。

「ご、ごめん……！」

「妾の信条は三倍返しじゃからの、後でおまえの頭を十回齧かじってやる！」

「って、それ三倍以上ですけど！」

　そんなどうでもいい会話をしているうちに、二人は島嶼地帯から抜け出していた。

　やがて水平線上に、隣りん国ごくノワールの国旗を掲かかげた大型船が登場した。

「いたわ……！　アデライドよ！」

　そのすぐ隣には、先ほどはいなかったはずの中型船が一隻せき、浮かんでいる。

　もしやノワールは、戦闘要員を増やしたのだろうか？　リリアはごくりと息をのんだ。

「おい、どうするつもりじゃ。自力であの船に上がる気か？」

「ううん。ロンディネでは甲かん板ぱんまでは上がれないもの」

　通常、アデライドのような大型船に乗り込む際は、外がい壁へきのおうとつを使ってロンディネをする。中腹の窓から進入し、自力で甲板へと上がるのだ。

　だが今、リリア一人でそんなことをしていたら、たちまち攻撃されてしまう。

「今日はあなたに甲板まで飛んでもらおうと思うの」

「派手にやってもいいのか？」

　暴れたくてしかたがないのだろう。アズーリは急に、声を弾ませた。

「わたしの指示にちゃんと従ってくれるなら」

「もちろんじゃ。で？　どこに下りればよいのじゃ」

　リリアは後部の甲板を指差した。その辺りには、船室がいくつも集まっているからだ。

「では行くぞ、しっかり摑まっていろよ！」

　そう宣せん言げんするなり、アズーリは助走をつけて高々と飛び上がった。

　胃がふわりと持ち上がるような、不思議な感覚。青空がぐっと近くなって、まるで空を飛んでいるような気分になる。

「おい、水棲馬だぞ！」

「よけろ！　踏み潰されるぞ──っ!!」

　船の甲板では、灰色の制服を着た騎士たちが動き回っていた。

　それを蹴け散ちらすようにしながら、アズーリは派手に着地した。

　目の前にいる騎士の数は、およそ三十人ほど。だが船室に入っている者を合わせれば、総数は三倍以上になるはずだ。

「ネプトゥス隊が来たぞ！　戦闘態たい勢せいに入れ！」

　ノワールの騎士たちはすでに、それぞれの武器を手にしていた。それをリリアに向けながら、じりじり近寄ってこようとする。

「アズーリ、あっちの船室に──」

　向かって。と指示を出しかけて、リリアはハッとした。

　リリアの目の端で、何かがきらりと光ったのだ。それはレオの、眩まぶしいほどの金髪だった。彼は船の前方の甲板で、ノワールの騎士たちに捕らえられていた。

「予想が外れたわ！　アズーリ、あっちに向かって！」

　リリアは腰の剣を抜いた。それをレオに向けると、アズーリは助走も付けずにぴょんとジャンプした。彼女はアデライドの甲板を、飛ぶように走り抜けていく。

「レオさん──っ!!」

　リリアは叫んだ。

「リリアさん!?　どうして……！」

　レオは応えた。

　彼の周りには、ノワールの騎士たちが密集していた。人質を奪うばわれてなるものか、とでも言うように、強固な守りを築いている。

　──ダメだわ。これじゃ、とてもじゃないけど助けられない！

　悔くやしいけれど、どうしようもなかった。たとえレオの元まで辿たどり着けたとしても、彼を無傷で救出することはできないだろう。

「アズーリ、レオさんの頭上を飛んで！」

　アズーリがその命令に従うと同時、リリアはレオめがけて彼女の背中から飛び降りた。

「おまえは……！　おかしな水棲馬に助けられた娘か！」

　レオの傍らに立っていたのは、リリアを海に突き落とした男──フロリードだ。

　どうやら彼は、リリアがアズーリに助けられた場面を見ていたらしい。おかしな水棲馬とは、銀色の体毛のアズーリのことだ。

「愚かな、たった一人で戦うつもりか？」

「まさか！」

　そう答えた直後、リリアは手にしていた剣を鞘さやに納めた。

「アズーリ、持ってて！　それで今すぐこの船を降りて！」

　クラウディオの剣を放り投げれば、アズーリはひょいと跳ちよう躍やくしてそれを口にくわえる。

「何かあったら妾の名を呼べ！　必ずじゃぞ！」

　やがて彼女は、リリアの命令どおりに、船の甲板から姿を消した。

「おまえ……気でも狂ったか？」

　わけがわからないのだろう。フロリードは怪け訝げんな顔で、首を捻ひねっている。

「──捕まえてちょうだい」

　リリアはフロリードの前に、自分の両手を突き出した。

「武器は持ってないわ。水棲馬も船から降ろした。だからわたしのことも捕まえて！」

　救出できないのなら、側そばにいてレオを守る。やがて来るであろうチャンスの時に、彼を確実に助けるためにも。

　──だって隊長、言ってたもの。そのうちにネプトゥス隊が来るって。

　だからこそ。

「さっさとわたしのことを捕まえなさい！」

　リリアはフロリードの瞳をキッと睨にらんだ。

　その勢いにのまれたのか、彼は一瞬、言葉に詰まったようだった。

　だがそのうちに、「いいだろう」と頷うなずく。

「何を企たくらんでいるのか知らんが、望みどおりに捕らえてやる。──ただし、あの船でな」

　あの船？　とリリアが反はん芻すうすれば、フロリードは自身の背後を指差した。

　そこには例の中型船──一見して普通の客船が止まっていた。
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「殿下とおまえにはここにいてもらう」

　結局、リリアとレオは、中型船の船室に閉じ込められた。

　もちろんフロリードも一緒に、見張りも十五人ほどつけられた状態で、だ。

「くれぐれも逃げ出そうなんて考えるなよ。……と言っても、その状態では無理だろうが」

　リリアとレオは、後ろ手に縄なわをかけられていた。

　──でもまだ足があるし。

　などと考えていると、今度は椅い子すに座るよう命じられ、両足も縛しばられてしまう。

　これでは立ち上がることもやっとの状態だ。ぴょんと飛び跳ねたところで、数メートル程度しか移動できないだろう。

　船室には出入り口が二つあった。一つは前の甲板に、もう一つは後ろの甲板に繫つながっている。リリアは密ひそかに状況確認をした。自由になった時に、無駄なく動けるようにしておきたかった。

　と、そうこうしているうちに、船が動き出した。おそらくノワールの海域に向かうつもりなのだろう。バルトランツとは、真逆の方向に進んでいく。

　船室の窓からは軍船アデライドが見えたが、どうしてかそちらは止まったままだ。同時に行動するわけではないのだろうか。動く気配すら見当たらない。

「レオさん……大丈夫ですか？　どこも怪我してないですか？」

　リリアは隣となりに座るレオに、こっそり話しかけた。

「そういえば、一緒にいたミネルウァ隊の隊員はどうなりましたか？」

　船室の窓から入り込んでくる波音が、リリアの声を上う手まい具合に搔かき消してくれる。

「彼らは……あの船に残されたままです。今の僕たちのように、縛られた状態で……」

　捕らえられたことにショックを受けているのだろう。レオはうつむいたまま、途と切ぎれ途切れに言葉を紡つむいだ。

「レオさん、元気を出してくださいね。ちょっと捕まっちゃいましたけど、絶対に大丈夫ですから。そのうちにネプトゥス隊が助けに来て──」

「どうしてですか？」

　いきなり問われて、リリアは「え？」と面食らった。

「ええと……何がですか？」

　逆に問い返せば、レオがやっと顔を上げる。

「なぜ戻って来たんですか？　たった一人で……あなたは頭がおかしいんですか？」

「ちょっ、それさすがにわたしに失礼です！」

「だってそうでしょう！　どうして来たんですか！　どうしてここにいるんですか！　どう考えてもおかしいじゃないですか!!」

　レオが激げき高こうしたので、リリアはびくっと肩を上下させた。

　ノワールの騎士たちも同様だろう。彼らは興きよう味み津しん々しんといった様子で、こちらを見ている。

「僕はあなたを監かん禁きんしたんです。無理矢理バディオリ島に連れていこうとしたんですよ！　そんなことも忘れちゃったんですか!?」

　忘れるわけがない。レオにされたひどいことの数々は、もちろんちゃんと覚えている。

　覚えているけれど。

「それとこれとは別問題です。だってレオさんは国にとって大切な方じゃないですか」

　リリアは当たり前のことを口にしたつもりだった。

「国にとって、大切な……？　僕が？」

　どうしてかレオは、不思議そうに首を傾げた。

「ええ、そうですよ」

　リリアが頷けば、レオはいきなりがくがくと震え始める。

「そんなのは噓だ……！　だって誰も助けてくれなかったじゃないかっ!!」

　心を切り裂さくような叫び声が、船室の中に響き渡った。

「誰も助けてくれなかったんだ！　離れていったんだ！　みんな僕を一人にしたんだ!!」

　十一年前のことを言っているのだろうか。

　レオは気が狂ってしまったかのように、水色の目を見開いている。

「大切だなんて噓だ！　みんな僕をバカにした！　陰かげで嘲あざ笑わらった！　まるで僕のことが見えていないかのように……僕を死んだ者のように扱あつかった!!」

「レオさ……」

　呆あつ気けにとられるあまりに、リリアは言葉を失っていた。

　例の事件の後、レオは周りからそういうふうに扱われたのだろうか。

　たったの九歳で？　そう考えると、胸が押し潰つぶされてしまいそうになった。

「どうして話してくれない？　遊んでくれない？　今までのように僕の側にいてくれないんだ？　……そうたずねたって、誰も答えてくれなかったじゃないか!!」

「レオさん……！　もうやめて！」

　堪こらえきれなくなって、リリアは甲かん高だかい声を上げた。

「もうやめてください！　そんなことを考えても辛いだけじゃないですか！」

　だから思い出さないで。そう願いながら、彼の肩口に自分の額を押しつける。

　すると彼の動きが、ぴたりと止まった。リリアがおそるおそる離れれば、やがてレオは、「ははっ」と乾かわいた笑い声を漏らした。

「……本当は知っているんだ。どうして誰も助けてくれなかったのか」

　レオは笑っていた。自じ嘲ちようするように、くすくすと。

「僕が無価値な人間になってしまったからだ。全てなくなって、誰もいなくなって、心まで醜みにくくなってしまったから……だから助けてくれなかったんだ」

「──でもわたしは助けます！」

　そう叫んだのは条じよう件けん反はん射しやだった。

「レオさんにどんな価値があるのかは知らないわ。心がどれだけ醜いのかもわからない。けれどそれでも……！　わたしは絶対にレオさんを助けにいきます！」

　リリアはたたみかけるように言った。わかってほしくて、必死だった。

「だってわたしは騎士だから！　……いえ、まだ従騎士ですけど。でもあなたを……バルトランツを守るのがわたしの仕事だから！　だからあなたが百回さらわれたら、百回とも助けにいきます。たとえあなたのことが、どんなに嫌いでも！」

　その勢いに圧倒されたのか、レオはぽかりと口を開けて黙り込んだ。信じられないものを見るような目つきで、こちらを見ている。

「……ね？　だから今だってここにいるでしょう？」

　それが何よりの真実だということに、気づいてほしかった。

「──わたしはあなたの妃きさきにはなれません」

　リリアはきっぱりと言った。

「けれど、あなたを守る騎士にはなれます」

　だからもう一度、信じてほしい。あなたを助ける存在が、確かにいるのだということを。

「言葉を信じてくれなくたっていいです。……でも、行動はちゃんと信じてくださいね」

　まだぽかんとしているレオに向けて、リリアは祈るように言った。

「それに、カレルさんだってもうすぐここに──」

　その時だった。こちらに注目していたフロリードが、夢から覚めたような調子で叫んだ。

「おい、来やがったぞ……！　ネプトゥス隊だ！」

　──ネプトゥス隊!?

　内心で歓喜の声を上げたリリアは、船室の窓に視線をやった。

　船は全速力で進み続けていたのだろう。軍船アデライドとは、もうだいぶ距離があった。

　それでもはっきりと見てとれる。アデライドの向こう側に、漆黒の馬軍がいる。

「レオさん……ネプトゥス隊です！　見えますか？　軍船の向こう側！」

「まさか……！　どうしてこんなに早く？　隊の到着は夕方の予定だったはずだ！」

「わかりません！　でも助けに来てくれたんですよ！」

　リリアは声を弾ませた。──弾ませた後、心臓がひやりと凍りついた。

　ネプトゥス隊は軍船アデライドを目指して、海上を駆けている。それはなぜか？　アデライドの中に、レオが捕らわれていると思っているからだ。

「そんな……だからこっちの船に乗せ替えたの!?」

「そうだ」

　そう答えたのはフロリードだ。彼はしてやったり、といった表情をしている。

「まさかただの客船に殿下が乗せられているとは思うまい。ネプトゥス隊は殿下を捜して、アデライドに留とどまり続けるだろう」

　その間に、この船はノワールの海域へと逃げ込むつもりなのだ。全速力で。

「だいぶ前に鷹たかを飛ばした。我が国の軍船が三隻、こちらに向かってきているはずだ。それと合流してしまえば、いくらネプトゥス隊とて手を出せまい」

　──やられた！　こっちにとっては最悪な状況だわ！

　リリアはくっと唇を嚙かみしめた。この船に乗せられた時点で、どうしてすぐに気づけなかったのか。自分の勘の悪さが、ほとほと嫌になった。

「リリアさん……しばらくバルトランツには戻れないかもしれませんね」

　レオがふうっと息を吐いた。

　先ほどまでは興こう奮ふんしていた彼だが、さすがにもう落ち着きを取り戻している。

「結局、僕があなたを巻き込んでしまった」

「それはそうですけど……でもレオさんを守れなかったので、わたしにも非があります」

　ここからどうするべきか。リリアは窓の外を見つめながら、必死に頭を働かせた。

　あきらめる気はさらさらない。けれど何か名案が思い浮かぶわけでもない。

　ここから叫んだところで、ネプトゥス隊には絶対に届かないのだ。距離はもう相当。しかも彼らの足下では、水棲馬の足音が響き渡っている。

　──ここにいることを知らせることができれば、そしたらレオさんを助けられるのに！

　リリアはいつしか、手の平に爪が食い込むほどの握り拳を作っていた。

「なんでもいいわ。レオさんがここにいるって、何か伝えられる手段があれば……！」

　その時、リリアの頭の中で、何かがパチッと音を立てた。

　どうやらそれは、名案と呼ばれるものが閃ひらめいた音だったらしい。

「……あった」

　リリアの口から、ぽろりと声がこぼれ出た。

「あるわ、あったじゃない！」

　それは最強にして確実。絶対にネプトゥス隊をこちらに呼び寄せられる手段だった。

「アズーリ……」

　リリアはすっくと立ち上がった。

「おい、何をするつもりだ？　叫んだところでネプトゥス隊には届かないぞ」

　そんなことはわかっている。わかっているけれど、リリアは叫ぶのだ。船室の窓から、海に向かって。

「アズーリ、行って！　青の女王レジーナ・アズーリとして、水棲馬たちをここまで連れてきて──っ!!」

　言い切ると同時、頭の中に凜りんとした声が響いた。

「──いいのか？　妾の力を解放することになるぞ？」

　その結果どうなるのか、なんとなくは想像がつく。けれどもう、そうするしかないのだ。

「かまわないわ、好きにやって！　無理矢理でもなんでもいいから連れてきて！」

　その直後、中型船のすぐ横で、海が割れたかのような轟ごう音おんが上がった。

　ふと視線をやれば、そこには天まで届きそうなほどの水みず柱ばしらが立っている。

「なんだあれは！」

　ノワールの騎士たちが混乱し始める。渦うずを巻く海風。海面に生まれる大きなうねり。それらの影響を受けて、中型船がぐらぐら揺れている。

　やがて水柱は、爆発したかのように激しく散った。辺りが真っ白になって、リリアは無意識のうちに目を閉じていた。そして次に瞼を開けた時には──。

「アズーリ……！」

　銀色の水棲馬が立っていたのだ。つい先ほどまで、水柱が上がっていた場所に。

　アズーリはリリアに向けて大きくいななくと、軍船アデライドへと踵きびすを返した。

「行って……！　走って！」

　その願いどおりに、アズーリは駆けた。銀色のたてがみをなびかせ、背後に大きな波をいくつも従えて。

　アズーリが走ったあとには、水晶の欠片かけらのような水しぶきが散った。そこに太陽の光が反射して、七色の虹にじが生まれた。

「きれい……」

　リリアは感かん嘆たんの息を吐いた。隣にいるレオも、背後に立っているフロリードも、室内にいる他の騎士たちも、その光景に見み惚とれてしまっている。

　やがてアズーリは、ネプトゥス隊の目の前を、虹と共に走り抜けた。すると驚くことに、漆黒の馬軍が急激に進路を変えた。

「なんだあれは！　どうしてこっちに来るんだ!!」

　真っ先に正気に戻ったのはフロリードだった。

「おまえ……何をした！　言え！」

　彼は顔色を青くして、リリアの胸ぐらを力まかせに摑んでくる。

「聞いてたでしょう？　ただ命じただけよ。ネプトゥス隊をこっちに連れてきてって」

「ふざけるな！　水棲馬にそんな力があるものか！」

「あるのよ。アズーリには」

「くっ……バカにしやがって！」

　フロリードはリリアの体を、椅子に投げつけるようにして解放した。アズーリを操らせないつもりなのだろうか、外が見えないようリリアの目の前に立ちはだかる。

「ちょっと！　邪じや魔まなんですけど！」

　ネプトゥス隊は今、どこまで来ているのだろう？　わからなくてやきもきしていると、そのうちに隊員たちの声がリリアの耳にも届いてきた。

「変です！　水棲馬が命令をききません！」

「ちょっと待て、軍船アデライドはあっちだぞ！」

「あの銀の水棲馬は……あの虹はいったい何なんだ!?」

　ネプトゥス隊の先輩隊員たちは、大いに混乱しているようだった。

「止まれ！　全員一度、止まれ──っ!!」

　聞き慣れた声。ジュゼのものだ。彼は副隊長として、必死に隊をまとめようとしている。

　そして。

「──いや、止まるな！　アズーリの……あの銀の水棲馬のあとを追え！」

　気のせいだろうか。ここにいるはずのない人の声が、聞こえてきたような気がした。

「うそ……だって！」

　そんなはずはない。今のは空耳よ。なぜなら彼は、大怪我をしていたのだから。

「隊長……」

　リリアは反射的に立ち上がった。縛られた両足でぴょんと跳び、フロリードの横をすり抜ける。しかし外の様子をうかがうより先に、フロリードに担かつぎ上げられてしまった。

「まだだ！　こちらには人質がいるんだ、まだ勝てるぞ！」

「やだ、下ろして！　さわらないで！」

　フロリードの肩の上で、リリアは打ち上げられた魚のように暴れた。

「俺はこの女を盾たてに、ネプトゥス隊を撤てつ退たいさせる！　おまえらは殿下を貨物室に隠せ！」

　その命令を受けて、フロリードの部下たちが、レオの体を抱え上げる。

「ダメ……！　レオさんを連れていかないで！」

　リリアはなりふりかまわずに叫んだ。と、その時、船室の扉がいきなり蹴け破やぶられた。

「──レオさま！」

「カレルさん……!?」

　気づけば前部の甲板に通じる出入り口に、カレルが立っていた。

「ああ、お待たせしてしまいましたね。ご無事でよかった……！」

　レオの無事を確認して、安心したのだろう。カレルはほっと安堵の息を吐いている。

「カレル……！　なぜここに！」

「どうしてここがわかったんですか!?」

　リリアとレオの疑問に、カレルは「水棲馬のおかげで」と、にこりと笑った。

　なんでもアズーリがこの船の周りをうろついていたので、リリアとレオがこちらにいると踏んだらしい。カレルはアデライドには向かわずに、まっすぐこちらに来たのだとか。

「おや、レオさまのことを縛り上げるとは……容よう赦しやはしませんよ？」

　カレルは腰の剣を抜くと、その刀身に軽くキスをした。

　そしてノワールの騎士たちに、たちまち襲いかかる。

　──わっ、やっぱり強い！

　船室の中で、銀色の刃があざやかに舞う。一人、三人、五人、七人──ノワールの騎士たちが、リリアの目の前で次々と倒れていく。

　力の差は歴れき然ぜん。逃げるべきだと感じたのだろう。フロリードはリリアを担いだまま、後部の甲板へ飛び出した。

　しかしそこには、乗り込んできていたネプトゥス隊がいた。隊員たちは甲板にいたノワールの騎士たちと、激しく交戦している。

「リリアちゃん……！」

　いち早く気づいたジュゼが、あんぐりと口を開けてこちらを見た。その途と端たんフロリードは、肩からリリアを下ろした。

「ネプトゥス隊に告ぐ！　今すぐこの船から降りろ、でなければこいつを殺す！」

　フロリードはリリアの首元に、自分の長剣を押しつけてきた。

　首筋に感じる冷たい感触。見えなくてもわかる。鋭えい利りな刃が皮ひ膚ふにふれている。

　心臓がどくどくと、嫌な脈を打った。リリアの体温が、急激に下がる。

　──けれど、恐くはない。

　なぜならリリアは、知っているから。

　わたしは絶対に死なない。傷一つ付けられることはない、と。

　おそらくネプトゥス隊の隊員たちも同様の考えなのだろう。彼らは手を休めることなく、ノワールの騎士たちと戦い続けていた。

「な……なぜだ！　殺されてもいいのか!?　どうして手を止めない！」

　その問いの答えは、『彼が来ているから』だ。彼が絶対に助けてくれると知っているから、リリアは恐くない。ネプトゥス隊の隊員たちも、彼を信じて、彼に託している。

　──だっていつもそうだもの。怒りながらも、わたしを助けてくれるもの。

「おい、本気でこの女を殺すぞ！　それでもいいのか!?」

「──いいわけないだろうが」

　その声は、リリアとフロリードのすぐ背後から響いた。

「それ以上、こいつにふれるな」

　次の瞬間、フロリードの手や剣が、リリアの体から離れていく。どうやら背中から斬りつけられたらしい。フロリードは呻き声を上げて、甲板に転がった。

「ちっ、きつく縛りやがって……ちょっと待ってろ。今、自由にしてやる」

　リリアの四し肢しにかけられた縄が、次々と外されていく。

「……隊長？」

　リリアはやっと振り返った。視線の先には、予想どおり、クラウディオがいた。

　アズーリから受け取ったのだろうか。その手には、彼の長剣が戻っていた。切り裂かれた隊服はそのまま。シャツの胸元も、相変わらず赤く染まっている。

「どうして来たんですか……？」

　助けてもらったことを棚たなに上げて、リリアは問うた。

　嬉しい気持ちと苛立つ気持ちが、ぐちゃぐちゃに混ざり合っていた。

「何やってるんですか……怪我してるのに、バカじゃないですか！」

　どうしておとなしくしていられないのか。気が高ぶるあまりに、リリアはクラウディオの腕を軽く叩いた。

　そんなに強い力じゃない。本当に軽くだ。けれど彼は、その場にバタンッと倒れ込む。

「ああっ、隊長……！」

　何事!?　とぎょっとしていると、戦闘中のジュゼから指示が飛んできた。

「リリアちゃん、クラウのことあっちにどかしといて！　邪魔だから！」

「かっ、完全に足手まといじゃないですか！」

「イウラートが俺たちのこと迎えに来たからさ。何かと思って急いで来てみれば、こんな怪我してるんだもんなー。しかも『俺も行く』ってきかないし」

　どうやらクラウディオは、イウラートをジュゼの元まで走らせ、隊の到着を急がせたらしい。だからネプトゥス隊は、こんなにも早く現場へ駆けつけることができたのだ。

「隊長、少し我が慢まんしてくださいね」

　リリアの怪かい力りき全開。彼の体をずるずる引きずって、甲板の端はしまで連れていく。

　戦況はもちろんネプトゥス隊が押おしているが、瀕ひん死しのクラウディオを狙われたら大変だ。ノワールの騎士の目から隠すように、クラウディオを水みず樽だるに寄りかからせた。

「うっ……もっと優しくしてくれ。傷が痛い」

「当たり前です！　怪我してるのに、どうしてこんなところまで来たんですか！」

　思わず叱しかりつけると、クラウディオはリリアの腕をぐいと摑んできた。

「──おまえを取り戻しに」

「えっ」

「おまえを助けに来たんだ。何か文句があるのか？」

　射いるような眼まな差ざしを向けられ、息が止まるかと思った。

「も、文句は……」

　大ありだ。だけど怒ったようにそう言われれば、もう何も言えなくなってしまう。

　痛みに歪ゆがめられた顔。額に浮かぶ脂あぶら汗あせ。ぜいぜいと激しい息。

　胸元は血に染まっている。おそらく左の腰も。──それなのに、イウラートに乗って。

「わたしのために、来てくれたんですか……？」

「ああ」

　その瞬間、リリアの気持ちがぐちゃぐちゃに搔き乱れた。クラウディオに対するいろんな感情が混ざり合って、結局、『好き』という想いになった。

　ずるい。そんなことを言われたら、もう抑えきれなくなってしまう。

　好きな気持ちがどんどん増ぞう殖しよくして、口から溢あふれ出てしまいそうだ。

「隊長、わたし……！」

　リリアはクラウディオの脚の間に座り込んだ。食い入るように、彼の瞳を見つめる。

　けれどその時、クラウディオがちらりと視線を動かしたので、リリアはハッとした。

「ここは敵船だ。油断はするなよ」

　背中で感じる足音。反射的に振り返れば、そこにはノワールの騎士たちが迫っていた。

「──邪魔！」

　リリアは思わず本音を漏らした。すっくと立ち上がり、腰を低くする。

「おい、俺に言いたいことがあるなら、敵を倒してからにしろ」

　どこまでわかって言っているのだろうか。クラウディオはリリアめがけて、自分の剣を放り投げてきた。彼自身は焦る様子も、立ち上がる素振りも見せなかった。

　──わたしのことを信じてくれているんだわ。必ず倒せる、って。

　鞘から剣を引き抜き、ぐっと握る。そうすることで、リリアの戦闘スイッチが入る。

「怪我している人間を狙うなんて卑ひ怯きようね、器が知れるわ！」

　とりあえずの敵は三人。先手必勝とばかりに、灰色の制服に斬りかかった。

　一人目の足を斬りつけ、背中を蹴って甲板に転がす。二人目には足払いをかけて転ばせ、軽く剣を突き立てた。三人目とは何度か斬り結び、結果、腰に剣を突き刺して勝利する。

「隊長、わたし、向こうの敵も倒してきます！」

「ああ、行ってこい。──ただし怪我でもしたら時計塔とうから吊つるすからな、気をつけろよ」

　言葉とは裏腹、クラウディオは珍しく、ふっと口元を緩ゆるめた。

「はい……行ってきます。全員倒して、すぐにここに戻って来ますから！」

　そう宣言するなり、リリアは全速力で駆け出していた。

　──隊長！　隊長……隊長！

　何度も呼びたくて、けれどそんなことをしている場合じゃなくて、ぐっと堪える。

　──どうしよう。隊長のことが、好きだ。

　あらためて認識すれば、好きで好きで、もうどうしようもなくなった。

　これが恋というものなの？　胸がぎゅっと締めつけられて、苦しい。

　体がふわふわ浮いているようで、ちっとも落ち着かない。そしてわけもなく泣きたくなって、彼のことが愛いとしくなるのだ。

　どうすれば冷静になれるのか。いくら考えてみても、さっぱりわからなかった。

「リリアちゃん、こっち！　加勢して！」

　船室の前では、ジュゼが剣を振り回していた。カレルもレオを守りながら、戦っている。

「オリヴィエ……！」

　従騎士である彼も、予定どおり隊に同行していた。眼鏡めがねを外した彼は、まるで別人のようだ。辺りにいる敵に勝負を挑み、次々と勝利を収めている。

「リリア・コルテーゼ、参戦いたします！」

　名乗りを上げると共に、リリアはノワールの騎士に斬りかかった。

　一人、二人、三人、四人と、手を休めることなく戦い続ける。

「次は誰！　来ないのならこちらから行くわよ！」

　五人目、六人目は二人がかりで攻撃してきた。それらをかわして逆に攻撃すると、二人はあっという間に戦闘不能になった。

「手加減はしてあげられない。傷一つ付けられるわけにはいかないの！」

　感情が高ぶる。研とぎ澄すまされた感覚が、リリアを高みへと押し上げる。

『手を休めるな！　一番ストロングなやつは、最後まで戦っていられたやつだ！』

　剣術の師の教えに頷きを返し、リリアは七人目、八人目と次々敵を倒していった。

「──これで、終わり！」

　十三人目に勝利したところで、自分の目の前からノワールの騎士が消えた。前部の甲板のほうも落ち着いたのだろう。船が一気に静まり返る。

「隊員は一度、船室の前に集まれ！」

　青い空に、ジュゼの声が響いた。ネプトゥス隊の先せん輩ぱい隊員たちが、次々と整列を始める。

　けれどリリアは、命令に反してクラウディオの元へと走った。

　もう自分の気持ちを抑えていられそうになかったのだ。

「隊長！」

　叫びながら走り寄ると、クラウディオは顔を上げた。

　リリアは彼の膝ひざの上に馬乗りになり、その顔の横にドンッと剣を突き立てる。

「──好きなんですけど！」

　想いが勝手に溢れ出した。

「好きなんです！　好きで好きで……もうどうしようもないんですけど！」

　言ってる側からどんどん溢れて、ぽろりと涙がこぼれ落ちる。

「これ、どうすればいいですか？　もうどうしていいのかわからないんですけど！」

　リリアはうわあっと泣いた。恋をしたのも、自分の気持ちを相手に告げたのも初めてのことで、感情を上手く制御することができなかった。

「隊長……なんとか言ってください！」

　彼の肩を軽く叩くと、クラウディオがリリアの髪をぐいと引っ張った。わけがわからなくてびっくりしていれば、やがて嚙みつくような口づけをされる。

「やっ……」

　──なに、これ。

　唇に感じる柔らかな感触。リリアの頭の中は、たちまち真っ白になった。

　すぐ目の前に、クラウディオの閉じた瞼が見える。湿った吐と息いきが、互いの唇を撫なでた。

「たいちょ……待って」

　無意識のうちに身じろぎすると、角度を変えて口づけられた。

　息ができない。体が熱い。もう何も考えられなくなって、リリアもぎゅっと目を瞑つぶる。

　やがてクラウディオの唇が、名残なごり惜おしそうに離れていった。

「──言うのが遅い」

　怒ったようにそう言われて、リリアは「えっ」とうろたえる。

「だがよく言った。おまえにしては上出来だ」

　直後、再び唇が重なり合った。

　クラウディオはリリアの頭を抱えるようにして、口づけを深めてくる。

　ふれ合ったところから、彼の想いが伝わってくるような気がした。

　こうなったらもうさすがにわかる。絶対に間違いない。そう確信して、リリアは問う。

「隊長……」

「なんだ」

「隊長もわたしのこと、好きですよね……？」

　お願いだから「うん」と言って。「ちがう」だなんて、絶対に言わないで。

「アホが。多分、俺のほうがもっと好きだ」

　クラウディオはしれっとした顔で言った。

「しかも俺のほうが先に好きになった。──どうだ、まいったか」

　って、いったい何の勝負なの？

　不思議に思って首を傾げていると、水樽の向こうから、いきなりジュゼが現れた。

「クラウディオ！　ノワールの騎士は全部やっつけたけど──おっと！」

　二人が密着していたので驚いたのだろうか。ジュゼは「早っ！」と、目を丸くしている。

　リリアはすぐさまクラウディオから離れようとした。

　けれど一方のクラウディオは、逆にリリアの体を抱き込んできた。

「取り込み中だ。後にしろ」

「ちょっ……何言っちゃってるんですか！」

「いや、後にしてあげたいのはやまやまなんだけどさー。ほら、殿下がいらっしゃるから。やっぱりクラウに出てもらわないと」

　ジュゼはにやにやしながらこちらを眺めている。

「もちろん行きます！　すぐに行きますとも！」

　リリアはクラウディオの顔を押しのけるなり、彼の上から飛び退すさった。

　すると彼は、「ちっ」と忌いま々いましげに舌を打つ。

「覚かく悟ごしておけよおまえ。続きは帰ってからするからな」

　やがてクラウディオは、ジュゼの手を借りて、レオが待つ船室へと向かったのだ。
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「クラウディオ・アンフォッシ、ほか二名、入室いたします」

　クラウディオとジュゼに続いて、リリアも船室へ入った。そこは先ほどまで、リリアとレオが捕らえられていた場所だった。

　中に置かれた椅子には、レオが座っていた。その後ろには、カレルが控えている。

　他の隊員たちは、ノワールの騎士たちに縄をかけているのだろう。甲板の前部の辺りから、時とき折おり声が聞こえてきた。

「レオさん、怪我してませんか!?」

　その顔を見た瞬間、リリアは彼の元へ走り寄ろうとした。

　しかし「待て」とクラウディオに制され、彼の背後に押しやられる。

「殿下、ご無事で何よりです」

　クラウディオは抑よく揚ようのない声で言った。

　背後にいてもわかった。クラウディオはおそらく、ひどく醒さめた眼差しをレオに向けているはずだ。その背中から、殺気のようなものが滲み出ている。

「隊の到着が間に合い、幸いでした。──が、私的な感情により国の有する騎士を危険にさらし、敵を甘く見て捕らわれるなど、バカの極みだ。一国の王子の行動とはとても思えませんね」

　クラウディオの諫かん言げんを、カレルもジュゼも止めようとはしなかった。

　レオ自身、何か思うところがあるのだろうか。反論することなく、うつむいている。

「それで？　殿下はこの後、どうなされるおつもりですか？」

　クラウディオは休む間もなく、レオを攻撃した。

「一度シシリア島に戻り、再びバディオリ島を目指しますか？　殿下が『神誓の儀』をなさるというのなら、私たちネプトゥス隊は全力を挙げて殿下をお守りいたしますよ。──まあ、彼女は絶対に渡しませんが」

　クラウディオに腕を摑まれ、ぐいと引っ張られる。足取りがふらついて、自然と彼に抱きつくような格好になってしまった。

「隊長……！」

　慌あわてて離れようとするが、クラウディオはそれを許してくれない。リリアの腰に手を回し、レオのことをキッと睨んでいる。「これは自分のものだ」と、威い嚇かくするように。

　やがてレオは、消え入りそうな声で言った。

「王都に……フェネツァに戻ろうと思います」
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　王都フェネツァに戻る。レオがその決断を下してからは、事が進むのは早かった。

　ノワールの船から降りた一行は、ひとまずシシリア島に帰島。休きゆう憩けいもそこそこに中型船に乗り込み、フェネツァを目指して出港したのだ。

　帰りはレオとリリアに加え、怪け我がをしているクラウディオも乗船した。船の周りはネプトゥス隊が厳重に警けい備びし、ノワールの追つい尾びを許さなかった。

　帰路の途と中ちゆうには、こちらに向かっていたバルトランツの軍船とも合流した。

　航海は順調に進んだ。──唯ゆい一いつ、レオの様子を除いては。

　疲つかれが出たのだろうか。レオは体調を崩くずしてしまったとかで、一度も船室から出てこなかった。さらにカレル以外の全員を、船室から遠ざけたのだ。

　どうにも気になってしまったリリアは、レオの船室の前までこっそり出向き、カレルに「大丈夫でしょうか」と問うてみた。

　カレルは「見守るしかありませんね、今は」と言って、船室の扉を見つめていた。結局リリアは、「そうですね」と頷うなずきを返して、その場を離れることしかできなかったのだ。




　そして、シシリア島を出発してから、三日目の朝。

「わぁ、フェネツァが見えましたよ！」

　甲かん板ぱんに出ていたリリアは、背後にいるミネルウァ隊の隊員たちに声をかけた。

「おー、本当だ。なんだか久しぶりだな」

　白隊服の隊員が三名、目を細めながら船の先せん端たんへと近寄ってくる。

　ネプトゥス隊は二手に分かれて船を護ご衛えいしていたが、ジュゼが率いる一いち陣じんが、一足先に港へと向かっていった。おそらく船を受け入れる準備をするためだろう。

「おい、そろそろ殿でん下かとアンフォッシ隊長に声をおかけしたほうがいいんじゃないか？」

「それもそうですよね。隊長、きっと寝てるだろうし……」

　じゃあわたしが隊長にお伝えしてきます。と、リリアは後部の船室へ向かった。

「隊長。コルテーゼです。開けても大丈夫ですか？」

　船室の扉をノックすると、中から「ああ」と声が返ってきた。

「失礼します──って、何やっちゃってるんですか！」

　入室するなり、リリアは顔色を青くする。

　寝ているはずのクラウディオが、すっくと立ち上がっていたのだ。彼は真新しい隊服をしっかり着込み、腰こしに剣を下げていた。

「ダメですよ。十日はおとなしく寝てるようにって、言われたじゃないですか」

　シシリア島の医者に診みてもらったところ、クラウディオの怪我は、それほど深刻なものではなかったようだ。けれど傷が塞ふさがるまでには、それなりの時間がかかるらしい。

「お願いですから、ちゃんと横になっていてください」

　リリアはクラウディオの体を、ベッドの端はしに無理矢理座らせた。

「もちろん無理をするつもりはない。──が、おとなしく寝てもいられない。もうじきフェネツァに着くんだろう？」

　クラウディオは船室の窓から、外を睨にらむようにしていた。その横顔は、まるでこれから戦場にでも行くかのような面おも持もちだ。

　わたしのことがあるからだわ、と、リリアの胸が痛くなった。

「あの、隊長……あまり無理しないでくださいね。わたしは大丈夫ですから」

　そう願うと、クラウディオは驚おどろいたように目を見開いた。

「おまえ……ちゃんとわかってるのか？」

「もちろんわかってます」

　これから何が起こるのか。クラウディオがどうしてそんなに緊張しているのか。

「今回のことを、偉えらい方たちからあれこれ聞かれるんですよね？　それから……」

　アズーリのことも糾きゆう弾だんされるに違いなかった。

　三日前、あれだけ派は手でにアズーリを使ってしまったリリアだ。しかも今回は、アズーリの女王としての能力で、他の水棲馬スイレーナたちを動かした。もう言い逃のがれはできないだろう。

　クラウディオは切せつ羽ぱ詰つまったような顔をした。

「……うちの隊員二名を、先に王宮に向かわせた。報告要員として」

　それも知っていた。その報告要員が、カレルからの報告書とミネルウァ隊員からの報告書、そしてクラウディオからの報告書を携たずさえていったということも。

「なんらかの事件が起きた時、その場に両隊の隊員がいたなら、どちらからの報告書も王宮に送る。それは王立騎士団の決まりだ」

「知ってます。確か……情報の確実性を上げるために、でしたよね？」

　そのことは、ネプトゥス隊に入隊してすぐに、先輩隊員から教えられた。

「あっちの隊員の行動を、俺が指し揮きや制限することはできない。だからおそらく──」

　アズーリの件も、王宮には伝わってしまっているだろう。クラウディオはそう言った。

「ええ、わかってます」

　それはリリアも、もちろん覚かく悟ごしていたことだった。

　だからこそ、自分がどうするべきかも、もう決めてある。

「わたし、考えたんです。ファヴィをわたしの水棲馬のようにして、背中に乗せてもらってきたけど……でもわたしの水棲馬は、やっぱりアズーリなんです」

「確かにそうだな。おまえには、あの性格の悪い水棲馬が似合いだ」

　どうやら彼はもう、アズーリの本性を知っているようだった。

「隊長、わたし……自分のしたいようにしてもいいですか？」

「したいように？」

　クラウディオは小首を傾かしげた。

「ええ。上う手まくいかないかもしれないけど、ものすごく大変なことになっちゃうかもしれないけど……それでも挑戦してみたいんです」

　そうしなければ、自分の望む未来が手に入らないかもしれないから。

「挑戦、か……」

　クラウディオは顎あごに手をやって、あれこれ考え込んでいるようだった。リリアがどうするつもりなのか、おおよその予想をつけたのだろう。やがて「わかった」と、息を吐はく。

「ダメだと言ってもどうせきかないんだろうからな、おまえの好きにしろ」

「本当ですか!?」

　まさか許してもらえるとは思っていなかったので、リリアはびっくりした。

「できる限りのフォローはしてやる」

「ありがとうございます！」

　途と端たんに心強くなって、リリアの顔色がぱあっと明るくなる。

　その時、船が急激に速度を緩ゆるめた。

「王都フェネツァに到着です！　王宮の港に入ります！」

　船室の外からは、ミネルウァ隊の操そう船せん隊員の声が聞こえてくる。

　リリアは小窓に走り寄り、そこから外の様子をうかがった。船はいつしか進行方向を変えていたのだろう。王都フェネツァの町並みが見える。

　王族が住まう宮殿、王宮の時計塔とう、半球状の屋根をした神しん殿でん。そして王宮の港には、たくさんの人影が集まっていた。

　クラウディオはすっくと立ち上がり、「行くぞ」と、左胸の記き章しようを叩たたいた。

　まだ傷が痛むのだろう。叩いた直後に、くっと唇くちびるを嚙かんでいた。
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「おお、無事に帰ってきたか」

　一行を出迎えたのは、騎士団長とミネルウァ隊の隊長、ミネルウァ隊の隊員たちだった。

　そしてリリアとクラウディオは──。

「早さつ速そくで悪いが、宮殿に来てもらうぞ。王がお待ちだ」

　騎士団長とミネルウァ隊の隊長に連れられて、まっすぐ宮殿へ向かうことになった。

　──王って……バルトランツ王のこと!?

　リリアがあわあわしていると、クラウディオに「落ち着け」と諭さとされた。

　それを目にした騎士団長が、がははっと豪ごう快かいに笑う。

「よく取り戻してきたものだが、まさか怪我をするとはな。カレルにやられたのか？」

「違います──と報告したほうが後々面倒じゃないと思いますが」

　騎士団長は「だろうな」と、クラウディオの肩をぽんと叩いた。

「痛みはあるのか？」

「それなりに。薬でだいぶ抑おさえられてますが」

「そうか。まあ、王からいろいろ聞かれるとは思うが……コルテーゼ、緊張するなよ」

　いきなり話を振られて、リリアは内心でうわあっと奇声を上げた。

「そ、そんなの無理です！　いえ、緊張しないよう頑がん張ばりますけど……！」

　自分のしたいようにさせてください。先ほどクラウディオにそう願ったばかりだが、まさかその相手がバルトランツ王になるとは思ってもいなかった。

　──せいぜい騎士団長とか、宰さい相しよう殿下あたりだと思ってたのに！

　重臣たちがあれこれ話し合った結果を、のちほど王に報告する。そういう流れになるのではないかとリリアは予想していた。けれどそれは、大きな間違いだったらしい。

　やがて連れてこられたのは、宮殿の二階にある一室。重臣たちが会議をする場所だ。

　入り口の左右には、ミネルウァ隊の隊員二人が立っていた。

「王立騎士団、団長、ガイウス・アンセルミ、ほか三名入室いたします」

　騎士団長が名乗りを上げると、ミネルウァ隊の隊員が、うやうやしく扉を開いた。

　その直後、眩まぶしさを感じて、リリアは目を細める。

　大きな窓から差し込む光が、四角い部屋の中を照らしていた。窓の向こうには、バルトランツの真っ青な海が広がっている。

　そして部屋の中心に置かれた豪ごう奢しやな椅い子すには、至高の存在、バルトランツ王が座っていた。御おん年とし五十二。精せい悍かんな顔立ちには、年相応の皺しわが刻み込まれている。整えられた髪かみは、レオと同じ金色。瞳はジルバルトと同じ赤茶色だった。

　王の前に立つなり、リリアは膝ひざを曲げて深々と一礼した。

　王の両りよう脇わきには、王太子であるジルバルト、宰相、神官長が座っている。

「ネプトゥス隊、隊長、クラウディオ・アンフォッシと従騎士、リリア・コルテーゼを連れてまいりました」

　騎士団長はそう言い置いて、宰相の隣の椅子に腰を下ろした。ミネルウァ隊の隊長は、神官長の隣となりに。どうやらこれが、彼らの定位置らしい。

「アンフォッシ隊長、君は怪我をしているのだったな」

　王が口を開いた。

　その肉声を耳にしたことは何度かあるが、間近で聞くとかなりの威い圧あつ感かんを覚える。

「傷に障さわる。椅子に座りたまえ」

　王はクラウディオに、騎士団長の隣に座るよう命じた。その結果リリアは、一人で皆の前に立つような形になった。

　──どうしよう。ものすごく恐い。

　いくつもの瞳を向けられ、リリアは卒そつ倒とうしてしまいそうになった。手袋をはめた手が汗ばむのを感じていると、やがて扉の外から二人分の足音が聞こえてくる。

「アルフレードです。カレルを連れています」

　レオとカレルが、連れ立って部屋の中へと入ってきた。

　──レオさん。

　顔を合わせなかったのはたったの二日だけ。それなのにずいぶん久しぶりに感じられる。

　顔つきがすっきりしたようにも見えるけれど、気のせいだろうか？　その横顔を眺ながめていると、クラウディオがゴホンッと咳せき払ばらいをした。前を向け、という合図だろう。

「カレルは下がっていろ」

　王に命じられ、カレルは部屋の隅すみに、レオはリリアの右隣に立った。

「さて、皆に集まってもらったのは他でもない。アルフレードの一件を話し合うためだ」

　王は早速、話の口くち火びを切った。

「先んじて受け取った報告書によれば、アルフレード、おまえはその娘と婚こん約やくの神誓ジユラメントを立てるためにバディオリ島に向かったとのことだが……それは本当か？」

　いきなり核心を衝つかれて、リリアはごくりと息をのんだ。

　レオは事前に、副神官長になるにあたっての神誓だと、王に通知していたらしい。

「どういうことだ？　私を謀たばかって物事を進めるなど、許されぬことだぞ」

　王は眼光鋭するどく、レオを睨んだ。

「それとも、それほどにその娘との結婚を望んでいるのか？　調べたところ、元宮廷貴族のコルテーゼ家の娘だというではないか」

　王は品定めするような眼まな差ざしを、リリアに向けてくる。

　何やら雲行きがあやしくなってきたような気がして、リリアは眉まゆを顰ひそめた。

「おまえが望むのなら考慮してやらないこともないが……アルフレード、どうなのだ」

　考慮してやらないこともない。ということは、レオが「そうだ」と頷けば、リリアとの婚約を認めるということなのだろうか。

　これにはクラウディオも驚いたようで、椅子から立ち上がるような素そ振ぶりを見せた。しかしすぐさま、騎士団長に止められる。

「答えろ、アルフレード。この娘との婚約を望むのか」

「そんなわけありません！」

　リリアは思わず叫さけんでいた。

　ここで「うん」と言われてしまえば、後々面倒なことになる。そう思ったからだ。

　するとレオの手が、リリアの右腕をぐいと摑つかんできた。

　まるで「黙だまってください」とでも言うような動作に、リリアはひやりとする。

「レオさん、まさか……！」

　婚約を望むつもりなのだろうか。当初の計画どおり、ジルバルトの邪じや魔まをするために。

　しかしレオは、はっきりと首を横に振った。

「──いいえ、違います」

　凜りんとした声が、四角い部屋の中に響ひびき渡る。

「僕は彼女との婚約など望んでいません。僕が海かい神じんネプトゥスの本ほん殿でんを詣もうでようと思い立ったのは……自分自身を見つめ直すためでした」

　何かが吹っ切れたような横顔。レオは背筋を正して、王の前に立っていた。

「父上、僕は神官の職を辞じしたいのです」

　その瞬しゆん間かん、辺りにざわめきが起きた。神官長や宰相や騎士団長が、驚いた様子で言葉を交わしている。そんな中ジルバルトだけは、口元をほころばせているようにも見えた。

「父上、お願いです。僕を文官にしてください」

「なぜ今さらそれを望む」

「政治に全面的に関わりたいのです。文官になり、仕事に励はげみ、いずれは宰相になって……そして兄上の邪魔をしたい。兄上が政治において好き勝手できぬよう、厳しい目をもって物事の是ぜ非ひを判断したいのです」

　レオは迷いのない口調で言った。三日前までの彼とは、まるで別人のよう。その瞳には、揺ゆるぎのない意志が宿っているような気がした。

「宰相になる。それが僕の夢でした。……十一年前、例の事件の後に、初めて抱いだいた」

　当時のことを思い出しているのだろうか。レオは神官服の胸元を、苦しげに握っていた。

「僕はもうずっと、兄上のことを恨うらんで生きてきました。……正直、今でも兄上のことは大嫌いです。あの顔を見ると、吐き気すら覚える」

　レオが不ふ愉ゆ快かいそうに顔を歪ゆがめれば、一方のジルバルトはくつくつと笑い始める。

「ですが、どうやらそれは『逆さか恨うらみ』だそうです。……そう教えられました」

　水色の瞳が、ちらりとこちらを見た。リリアはびくっと肩を上下させる。

　逆恨み。それはつい三日前に、リリアが口にした言葉だったのだ。

「十一年前、僕をとりまく環境はがらりと変わってしまった。なぜ、どうしてと、ずっとそればかりを考えて生きてきました。……けれど、やっと気づいたんです。いくら考えたところで、過去を変えることはできないんですよね」

　だけど未来は変えられる。僕自身が変わることで。レオはそう言った。

「あの時、誰もが僕の側そばから離れていきました。けれど今、僕のことを守ってくれようとする人たちが新たにできました。だからもう一度、立ち上がろうと思います。守ってもらえる価値のある人間になるために」

　レオは背後に立つカレルを見て、隣にいるリリアを見て、そして王に視線をやった。

「どうでしょうか、父上。僕が文官になることをお許しいただけますか？」

「──許そう」

　王は即そく答とうした。その表情は相変わらず威圧感のあるものだったけれど、瞳の奥には喜びが滲にじんでいるような気がした。

「ずっとこの時が来るのを待っていた。おまえの傷が癒え、再び歩き出す時を」

「ずいぶんとお待たせしてしまいました」

「いや、いい。充分だ」

　王は目頭を押さえて、何度か頷いていた。

「ではすぐにでも手続きをいたしましょう。副神官長には別の者を立てることにして」

　そう発言したのは宰相だ。レオの心が解けたことに、誰もがホッとしているのだろう。部屋の中の空気が、いつしか温かなものに変わっている。

「ありがとうございます。よろしくお願いします」

　悲しみから解放されたレオは、実に清すが々すがしそうだった。彼の目には、輝かしい未来が映っているに違いない。そして将来、彼は必ずその未来を手に入れるだろう。

「レオさん……」

　リリアはつい、彼の名前を呟つぶやいていた。すると王が、ちらりとこちらに視線をくれる。

　王は仕切り直すように、重々しく咳払いをした。

「ではここで一度、会議を中断する。ジルバルトとアルフレードとコルテーゼ家の娘以外は、次の間で待機せよ」

　リリアは思わず、「えっ」と声を上げてしまっていた。

　反射的にクラウディオを見やると、彼も戸と惑まどったような顔をしている。

　やがてクラウディオは、「王！　失礼ながら申し上げます！」と、椅子から立ち上がった。けれどすぐに、騎士団長にがしりと肩を摑まれていた。

「クラウディオ、王に失礼なことは言うな。な？」

「いえ、それは礼儀というか形式上の言葉で……！」

「いいからおとなしくしとけ。な？　傷に障るぞ？」

　何やら話している間に、クラウディオは騎士団長に引きずられて出ていってしまった。

　結局リリアは一人、王族たちの中に取り残された。

「……娘、おまえはいったい何者だ？」

　部屋の扉が閉まるなり、王はリリアに問うてきた。

「アルフレードを救ってくれたことには礼を言う。だがそれだけでは話は済まされぬ」

　じろりと睨まれて、リリアの体温が急激に下がる。

「おまえが海に落ちた際に、銀色の水棲馬が助けたと聞いた。その銀色の水棲馬が、ネプトゥス隊の水棲馬を操ったとも」

　すでに王は、ほとんどの情報を集め終えているようだった。

「銀色の水棲馬とは、サラキアの書に記されている『海の宝石』──すなわち水棲馬の女王のことだな？」

「ええ、そうです」

　リリアはきっぱりと言い切った。

　なんて恐ろしい状況なのだろう。いきなり王に問い詰められ、足ががくがく震えている。

　けれどここまできたら、もう覚悟を決めるしかない。

「わたしはその水棲馬の女王──名をアズーリといいますが、彼女の主です」

　リリアは部屋の窓へと歩み寄り、そこから顔を出した。

　目の前に広がるのは、鮮やかな青い海。陽光を反射し、きらきら輝いている。

「アズーリ、来て！」

　アズーリとはなんの相談もしていない。けれどきっと、彼女はリリアに従ってくれるはずだ。そう信じて、リリアは彼女の名前を呼んだ。

「おまえは本当に人使い──いや、馬使いが荒い娘じゃの」

　やがてリリアの元に、カモメのような姿の、銀色の鳥が飛んできた。

「ありがとう、アズーリ。中に入って、それで……元の姿に戻ってくれる？」

　以前、アズーリは言っていた。『人間共に存在を知られるなと、サラキアさまから命じられた』と。けれどこうも言っていた。『バレたらバレたでしかたなかろうが』と。

　どちらに転ぶだろうか？　リリアは息をひそめて成り行きを見守った。

　するとアズーリは、部屋の中心で、たちまち水棲馬の姿に変わる。

「銀の水棲馬……!?」

　いきなり登場したので驚いたのだろう。王は椅子から腰を浮かせ、前のめりになった。

　その隣に座るジルバルトは、ぽかんとした顔で、全身の動きを止めている。

「ありがとう、アズーリ。ちょっと待っててね」

　アズーリのたてがみを撫なで、彼女の首元に頰ほおを寄せる。

　なんだかんだと、いつも彼女に助けられているリリアだ。アズーリがいなかったら、今頃どうなっていただろう？　そう考えてみるが、もう想像することもできない。

　リリアは右手に着けていた手袋を外した。

「こちらをご覧ください。彼女の主であるという証あかしです」

　自分の手の甲に刻まれた、『レジーナ・アズーリ』という文字。それを彼らの前に出す。
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「わたしが彼女の主となったのは、ただの偶ぐう然ぜんでした」

　全ての始まりは、今から八年前。

　リリアは自分の身の上に起きた出来事──八歳の時の一件を、皆に話して聞かせた。そして王立騎士団に入団してから起きた数々のことも、全て明かしたのだ。

「まさか、そんなことが……」

　呆ぼう然ぜんと呟きながらも、王は厳しい顔をしていた。

「おい小娘、それは事実だろうな。俺様に噓うそを吐ついたらただじゃおかないぞ」

　本性を露あらわにしたジルバルトが、リリアのことをじろりと睨んでくる。

「噓じゃありません。夢でも幻まぼろしでもありません。彼女の存在は、現実です」

　リリアはもう一度、アズーリのたてがみを撫でた。

「初めはわたしも、噓のような話だと思いました。アズーリの存在が公おおやけになれば、大変なことになってしまうと思って……とにかく隠さなければと思いました。でも……」

　リリアは王の赤茶色の瞳を見つめた。

「彼女はわたしの水棲馬なんです。わたしは彼女と一緒に、海の上を走りたいんです」

「だが、知ったからには放っておくわけにはいかぬ」

　王は首を横に振った。

「その昔、おまえと同じように青の女王レジーナ・アズーリを手に入れた騎士がいた。その存在は、確かにサラキアの書に記してあった。しかしそれは遙はるか昔のこと、もちろん詳くわしい資料など残っていない。つまり青の女王とは、我々にとって未知すぎる生き物なのだ」

　そのような存在を、安あん易いに自由にすることはできない。王はそう言った。

「では、わたしたちはどうなりますか？」

「その身み柄がらを神殿に預け、研究対象とする。青の女王を知るためにも」

「でしたらそれに従います。アズーリは怒ると思いますが……なんとか協力を取り付けます。今すぐネプトゥス隊を除隊し、神殿に入ってもかまいません」

「リリアさん！　ですがあなたは……！」

　レオが顔色を変えた。『ネプトゥス隊の騎士になる』というリリアの夢を知っているからだろう。けれどリリアも、もちろんそれをあきらめるつもりはなかった。

「その代わりと言ってはなんですが、お願いがあります。協力する条件として、あることを認めてほしいのです」

　王は「申してみろ」と、顎を上げた。

「全ての研究が終わった後、ネプトゥス隊に戻ることをお許しいただけませんか？　もちろんアズーリを、わたしの水棲馬と認めていただいた上で」

　それを約束してくれるのなら、耐たえられる。一時、ネプトゥス隊から離れることも。

「私が『否いな』と言ったらどうするのだ」

　王は渋しぶい顔で二の句を継いだ。

「青の女王は、遙か昔に隠された存在。王族以外の者は知らぬのだぞ」

「認めていただけないのなら、それはしかたありません。わたしはもちろんその命令に従います。けれどアズーリは聖せい獣じゆう、人間に縛しばられる生き物ではありませんから……」

　海に帰ってしまうかもしれません。震える体を気合で抑え込み、リリアは言った。

「なるほど、私を脅おどすか。青の女王に関する研究成果が欲しいのならば、条件をのめ、と」

　まさしくそのとおりだったので、否定しなかった。

　すると隣に立っていたレオが、王に向けて二、三歩詰め寄る。

「父上、どうぞ彼女の条件をのんでください！　青の女王が今の世に現れるなど、まさしく奇き跡せき。研究に協力してくれるというのだから万ばん々ばん歳ざいですよ」

「だが、簡単にその存在を明かすわけには……」

「何をおっしゃられるんですか。青の女王の存在はもう、多くの者に知られてしまいました。今さら隠してもなんの利点もありませんよ」

　レオの言うとおり、今回の一件は、瞬またたく間に騎士団内に知れ渡るだろう。アズーリの姿を目にした者は、ネプトゥス隊の隊員だけではないのだから。

「ジルバルト、おまえはどう思う？」

「たかが水棲馬だ。どうでもいいです。その特とく殊しゆ能力は確かに脅きよう威いですが、今回、それに助けられたのも事実。上手く使えばいいんじゃないですか？」

　ジルバルトは興味がなさそうに、首の後ろを搔いていた。

「ふむ……国にとってはどちらがよいのか」

　すぐに答えを出すのは難しいのか、王は口元を引き結び、何やら考え込み始める。

　──やっぱり、そう上手くはいかないのかしら。

　そう思って不安になった時、アズーリがいきなりぶちぎれた。

「このクソ王が……！　さっさと答えを出さぬか！」

　彼女は王の目の前で、前まえ脚あしを上げて大きくいなないた。

「今すぐ『うん』と言え！　でなければその頭、齧かじり倒すぞ！」

　アズーリの声は、リリア以外には聞こえていないはず。それでも何か感じ取るものがあったのか、王は「わ、わかった！」と、途端に血相を変える。

「しかたがない、その条件をのもう。どういう形であれ、必ずおまえと青の女王をネプトゥス隊に戻すと約束する」

「本当ですか!?」

「その存在をどこまで公にするか、その能力の使用をどこまで許すかは、のちほど決める。とりあえず今、言えるのはそれだけだ」

「充分です！　ありがとうございます！」

　わあっとはしゃぎたい気持ちを抑えて、リリアは深々と頭を下げた。

　自分の望んだ未来への道が、ようやく繫がった。その時、確かな手応えを感じていた。
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　やがてリリアは、鳥の姿に戻ったアズーリを連れて、王の御ご前ぜんから下がった。

　リリアが神殿に出向く日程などは、この後、重臣たちと会議をして決めるらしい。「後日、正式に通つう達たつする」とのことだった。

　廊下には変わらず、ミネルウァ隊の隊員二人が立っていた。

　彼らに見られたら大変だ。そう考えたリリアは、早足で廊ろう下かを歩き、次の角を曲がる。

　そして立ち止まるなり、「ごめんなさい！」と、アズーリに向けて頭を下げた。

「あなたの存在を明かしてごめんなさい！　それから勝手に神殿に入るって約束──」

「死刑じゃな」

　アズーリはすぐさま判決を下した。

「えっ……ちょっ、それはちょっと重すぎる罰ばつというか……！」

「いや、死刑じゃ。──本来ならな」

　本来なら。ということは、今回は勘かん弁べんしてくれるということだろうか？

　リリアが期待の眼差しを向ければ、アズーリは海色の瞳をすっと細める。

「しかたない。おまえは妾わらわの主じゃからの。おまえが望むことを、できる限り叶えてやるのが妾の務つとめじゃ」

　アズーリは廊下の窓まど枠わくにとまり、うんざりしたように溜ため息いきを吐いた。

「アズーリ……」

　まさかそんなことを言われるとは思わなかったので、リリアはつい言葉を失っていた。

「その代わりおまえも妾に誠実でいろ。それができるなら、おまえと一緒に海の上を走ってやる。おまえが年老いて死ぬまではの」

「ええ、もちろん誠実でいるわ。だってあなたはわたしの水棲馬だもの」

　リリアはしっかりと頷いてみせる。

　その存在に、幼い頃から憧あこがれていた。焦こがれて、努力し続けて──そしてやっと手に入れた。思い描いていた水棲馬とはちょっと違う。けれどそれでも、彼女は最高の相あい棒ぼうだ。

「ありがとう、アズーリ。大好きよ」

　アズーリの前に歩み寄り、彼女の頭に「ちゅっ」と口づけを落とす。と、その時、会議部屋のほうから誰かの足音が聞こえてきた。

「リリアさん……！　ああ、ここにいたんですか！」

　リリアのあとを追ってきたのはレオだった。

「レオさん……さっきはありがとうございました。王に条件をのむよう働きかけてくれて」

「僕のほうこそお礼を言わせてください。あなたのおかげで目が覚めました」

　レオはリリアの右手をとると、両手でぐっと握ってくる。

「あなたのことは正直、ただのタヌキ顔の、元気しか取とり柄えのない女性だと思っていました。でもそうではなかったんですね」

　彼は熱っぽい息をほうっと吐いた。

「あなたは素晴らしい女性──いえ、素晴らしい騎士だと思います」

　素晴らしい騎士。それはどんな褒ほめ言葉よりも、リリアの心を浮き立たせた。

「もしネプトゥス隊に戻れなかった時は、僕のところに来てください。僕の侍じ従じゆう騎士として、僕を何百回でも助けてください」

　レオはすっと顔を下げて、リリアの手の甲に感謝の口づけをしようとする。

　しかしその時、もう一つの手が割り込んできて、リリアの手を強引に奪うばった。

「そうなることは絶対にありません」

　響いた声に首を巡らせると、すぐ隣にクラウディオが立っていた。

「彼女がネプトゥス隊の騎士になることを、私が認めました。ですから何がどうなっても、絶対にネプトゥス隊の騎士にしてみせます」

　三日前、クラウディオは言っていた。『もし無傷で戻ってこれたら、その時はおまえが騎士になることを認めてやる』と。そしてリリアは、その条件を満たしたつもりだった。

　けれどまだ、それについて彼と話し合っていなかったのだ。クラウディオの怪我やレオの件など、他に優先することがたくさんあったから。

「隊長、じゃあ……」

　──わたしのこと、認めてくれたんですよね？　わたし、騎士になれるんですよね？

　感かん極きわまるあまりに声を出せずにいると、クラウディオが先に口を開いた。

「無傷で帰ってきたんだ。約束はちゃんと守る」

「はい……！　ありがとうございます！」

　全身に走り抜ける感喜の震え。リリアはクラウディオの前で、足を揃そろえて敬礼した。

　するとその直後、会議部屋の辺りから、騎士団長の声が飛んできた。

「殿下、会議を再開するそうです。クラウディオも、王から招集がかかってるぞ！」

　クラウディオは「了解です」と返事をして、レオと共に去っていった。
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　その後、リリアはネプトゥス隊の詰つめ所しよで雑用をこなし、夕方には退勤した。

　アンフォッシ家に帰るのは久しぶりだったが、家の中は、出かける前と変わらぬ状態に保たれていた。家か政せい婦ふであるオルガが、しっかり管理しておいてくれたらしい。家の隅々にまで掃そう除じが行き渡り、数食分の食事も用意されている。

「妾は寝る」

　アズーリはそう言って、日が沈しずむ前に部屋に入っていった。ここ数日、リリアにこき使われたので、疲れているのだろう。

　リリアは風呂と食事を済ませ、クラウディオの帰りを待つことにした。夜よ着ぎで出迎えるのもどうだろうと思ったので、簡かん素そなワンピースを身に着ける。

　──隊長、早く帰ってこないかしら。

　玄関前の階段に腰こし掛かけ、彼の帰りを待ち続ける。

　結局、アンフォッシ家の玄関扉が開いたのは、夜も十時を回った頃だった。

「隊長、おかえりさない！」

　ガチャリ、とドアノブが回された瞬間に、リリアは猛もうダッシュで走り寄っていた。

　姿を現したクラウディオに満面の笑みを向けると、彼は驚いたように眉を上げている。

「おまえ……またそこで待ってたのか」

　頷いたら怒られることはわかっていたので、「いえ、それは……」と曖あい昧まいに誤ご魔ま化かした。

「あの、隊長、怪我はどうですか？　痛みはありませんか？」

「さすがに痛い」

「えっ」

「だからおまえが看かん病びようしろ」

　クラウディオはそう言い残して、アンフォッシ家の居い間まへと入っていった。

「隊長、遅かったですね」

「会議の後、ジルバルト殿下に捕まったからな」

「えっ、怪我してるのに？」

「『自覚したか？』としつこく聞いてきやがって……面倒だから『ええ』と認めてやった」

「？？　どういうことですか？」

　リリアが首を捻ひねっていると、クラウディオは「さあな」と、不ふ機き嫌げんそうに言った。

　彼は隊服の上着を脱ぎ捨て、シャツの襟えり元もとを緩めている。

　胸に巻かれた包帯が、ちらりと見えた。途端に彼の傷の具合が心配になる。

「隊長、早く座ってください。傷に障ります」

　リリアはクラウディオのことを、無理矢理ソファに座らせた。

「ごはんは？　食べましたか？」

「ああ。殿下に付き合わされてな。後は酒があれば──」

「ワインはダメですよ！」

　テーブルの上に置かれているそれを、クラウディオの前から慌あわてて遠ざける。

　彼はむっとしたような顔で、「なんでだ」と聞いてきた。

「怪我してるからです」

「それがないと寝付きが悪い」

「他の方法を考えましょう」

「じゃあおまえが一緒に寝ろ」

　その直後、いきなり腕を引かれて、クラウディオの膝ひざの上に座らされた。と思ったら、次の瞬間には額ひたいに口づけをされる。「ちゅっ」と、音を立てて。

「ちょっ……ちょっと待ってください！」

　リリアはじたばたと暴れた。いきなりのことに、思考がついていかなかった。

　クラウディオに好きだと告白して、彼の気持ちも聞いた。多分、二人は恋人同士になったのだと思う。けれどこんなに急に、関係性が変わるものなのだろうか？

「あの、恋人同士って……こんな感じなんですか？」

　目の前にある青い瞳を、おそるおそる見上げる。

「そんなもの知るか。俺がしたいからする、それだけだ」

　クラウディオは早速、唇を重ねてこようとした。

「隊長、わたし……何もわからないんですけど！」

「好都合だ。俺が教えてやる」

「で、でも、その前に会議……！　会議はどうなったんですか!?」

　リリアが声を大きくすれば、クラウディオは「あ？　会議？」と、目を瞬しばたたいた。

　どうやらクラウディオは、その件をすっかり忘れていたらしい。

「ああ、そういえば、おまえに話すこともあったな」

　彼の手がやっと緩んだので、リリアはすっくと立ち上がった。

「明日と明後日あさつての二日間、俺とおまえは公休だ。そしておまえは三日後にネプトゥス隊を除隊。神殿に入ることが決まった」

　除隊。あらためてそう言われると、胸がぎゅっと押し潰つぶされるようだった。

　必ず戻れる。だから大丈夫。そうわかっているけれど、やはり心が揺れる。

「王からだいたいのことはお聞きした。……よく頑張ったな」

　頭の上に、大きな手がぽんと乗った。

　リリアがあの部屋で、どのようにして戦ったか。クラウディオは知っているようだった。

「不安になる必要はない。おまえは絶対にネプトゥス隊に戻れる。……俺が戻してやる」

　そのままいたわるように撫でられ、ぴんと張り詰めていた緊張が一気に緩む。

「隊長、わたし……本当は恐くて」

　小刻みに震える手が、無意識のうちにクラウディオの腕を摑んでいた。

「だってバルトランツ王とか恐いし、偉い人もたくさんいるし、それにアズーリのことを話して、もっと大変なことになっちゃったらどうしようって……！」

「ああ、そうだな」

　クラウディオは自分の脚の間をトンッと叩いた。なんだろう？　と小首を傾げていると、ぐいと腕を引かれて、無理矢理そこに座らされる。

　戸惑うあまりにごくりと息をのめば、やがて後ろから抱きしめられた。

「泣きたいなら泣け。今日はたっぷり甘やかしてやる」

　その瞬間、リリアの感情が解き放たれた。うわっと溢あふれ出し、やがて涙に変わる。

「隊長、わたし、頑張りましたよね……？」

　リリアはクラウディオの腕を抱きしめて、子供のようにわんわん泣いた。

「ああ、頑張ったな。おまえにしては上出来だ」

「本当に？　隊長、本気でそう思ってます？」

「どうして疑う？　信じろ。おまえは本当によくやった」

　クラウディオは、リリアの髪に顔を埋めてくる。

「ううっ、なんか変……隊長が優しいと逆に恐いです……！」

　というか、恐いを通り越してもはや別人だ。

「隊長、もしかして、怪我した時に頭を打ったりしましたか？」

　あるいは何か変な食べ物を口にしたのではないだろうか。途端にリリアは心配になる。

「アホか。俺だって好きな女にくらい優しくする」

「すっ……」

　好きな女!?　いきなりそんなことを言われて、リリアの動きがぴたりと止まった。

「なんだ、泣き止んだのか」

「だって隊長が……！」

　好きな女とか、簡単に口にするから。驚くあまりに、涙も引っ込んでしまっていた。

　──好きな女。わたしが、隊長の。

「あの、隊長は、その……」

　リリアはもじもじと手を組んだり離したりした。

　聞きたい。けれど聞きにくい。でもこの際だから、やっぱり聞いておきたい。

「あの、隊長は、いったいわたしのどこを好きになってくれたんですか!?」

　もうどうにでもなれっ！　という気持ちで、クラウディオに突っ込んだ。

「ああ、それな。それは俺もよくわからないんだよな」

「えっ」

　予想外すぎる答えに、リリアはあんぐりと口を開ける。

「わからないって……じゃあなんで!?」

「だからわからないって言ってるだろうが」

　本気で!?　と背後を振り返れば、クラウディオは面倒くさそうに眉を顰めていた。

「た、隊長って……本当にわたしのこと好きなんですよね？」

　おっかなびっくり問うてみれば、しれっとした顔で「ああ」と即答される。

「好きだ。──が、無条件に甘やかすつもりはない」

「？？　どういう意味ですか？」

「おまえが怠なまけたり腐くさったりするようだったら、容よう赦しやなく切り捨てるということだ」

　切り捨てる。いきなりそんなことを言われて、リリアは「ひっ」と青ざめた。

「それから今までのように好き勝手にさせるつもりもない。俺は独占欲が強い男だからな」

「そ、それってどういう……」

「こういうことを、他の男にさせるつもりはないということだ」

　クラウディオはリリアの手を握り、その甲に口づけを落としてくる。

　──これって、昼間のレオさんの。

　もしやあの時、クラウディオは面おも白しろくない気持ちでいたのだろうか。

　だから今、怒ったような眼差しを、リリアに向けてくるのだろうか。

「こういうことも……こういうことも、もう俺とだけだ」

　そっと体を抱き寄せられ、髪や頰をするりと撫でられる。

「あの、隊長……」

「もう黙れ」

　その直後、唇に彼の熱を覚えた。

　キスされた。そう気づいたのは、二人の吐と息いきがすっかり混ざり合った後だった。

　熱を奪ったのか奪われたのか、よくわからないまま、頭の中が彼のことでいっぱいになる。夢か現うつつか、まるで時間が止まってしまったかのような感覚に陥おちいる。

　やがてクラウディオは、リリアの首筋に顔を埋め、独り言のように呟いた。

「……俺も頑張らなければいけないな。いつまでもおまえの前を歩いていられるように」

「え……何？」

　その時にはもう、リリアの思考はおぼろげだった。彼の声は聞こえているけれど、その言葉の意味までは考えられない。熱に浮かされたように、体がふわふわしている。

　そのうちにまた、長い口づけが訪れた。

　クラウディオはリリアのことを好き勝手にして、やがて離れていった。

「おまえといつまでもこうしていられるように。──そう願ってるよ」

　その時、リリアの目の前で、青い瞳がすっと細められた。
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「あら、まあ……！」

　少し離れた場所で、誰かがびっくりしたような声を上げた。

　聞き慣れた声。誰の声だったかしら、と、リリアは寝ぼけた頭で懸けん命めいに考える。

　そうだ、あの声は。

「オルガさん……？」

　リリアはぱちりと目を開けた。するとすぐそこには、どうしてかクラウディオの寝顔があった。閉じた瞼まぶたに、長い睫まつ毛げ。引き締まった頰ほおがとても形良くて、思わずふれてみたいと思ってしまう。

「ええと……あれ？　どうして？」

　やっと現状を理解したリリアは、何度も瞬まばたきを繰り返した。

　辺りを見回せば、視界に飛び込んでくるのは見慣れた天井、壁かべ、ソファやテーブルなど。

　どうやらリリアとクラウディオは、居間のソファで眠ってしまったらしい。二人は抱き合うような格好で、横になっていた。

　──そうだ。昨夜、話したりキスしたりしてる間に眠くなって……。

　気づいたらこの状態だ。今、何時なのだろう？　リリアは時計を見ようと首を巡めぐらせる。

「────っ！」

　居間の出入り口に視線をやったところで、誰かとばっちり目が合った。

　先ほどの驚いたような声の主。それはやはり、通いの家政婦であるオルガだった。

　まずい！　と一いつ瞬しゆんで血の気が引いた。

「オ、オルガさ……！　ちょ、ちょっと隊長！　起きてください、朝ですよ！」

　リリアは声を上うわ擦ずらせる。

　しかしクラウディオは、この状じよう況きようでもすっかり寝入ってしまっているようだった。激務が続いたため疲つかれているのだろう。リリアが声を大きくしても、寝息を漏もらすばかりだ。

「あらまあ、すみませんね。お邪じや魔ましてしまいまして」

　オルガはすまなさそうな表情をしながらも、しっかりとこちらを見ていた。

「いえ、これはべつに！　なんでもありませんから！」

　リリアはすぐさま立ち上がろうと、ソファの上でもぞもぞする。

　けれどクラウディオの腕に捕らわれていて、ちっとも思い通りに動けなかった。

「隊長、いいかげんに起きてください！」

「ん……この、バカが……隊長じゃなく、クラウディオと呼べ……」

「そんなこと言ってる場合じゃないんですってば！」

　とにかく放してもらおうと、リリアはクラウディオの腕をばしばし叩たたいた。──叩いた後で、ふと思い出した。そういえば彼は、怪け我がをしているんだった。

「あらまあ、珍めずらしいですね。坊ぼつちゃんがそんなにぐっすり眠っているなんて」

「そ、そうなんですか？」

「そのままにしておいてあげたいのはやまやまですが……坊ちゃんの大好きな方が帰ってきたのでね、一応、起こさないと」

　オルガはほうっと息を吐はきながら、自分の背後にちらりと視線をやった。すると彼女の後ろから、大きな人影がぬっと現れる。

「ただいま、クラウ兄。寝てるの？」

　誰？　と、リリアが目を見開いた瞬間、隣となりに寝ていたクラウディオが飛び起きた。

「アドルフォ……！　アドルフォか!?」

「えっ、ちょっ、隊長!?」

　クラウディオはソファの背もたれを飛び越し、ひらりと床に着地した。

　だが一瞬、腰こしの傷が痛んだのだろう。「くっ」と呻うめき声を漏もらし、体勢を崩くずしている。

「隊長……！　大丈夫ですか!?」

　リリアは慌あわててクラウディオに走り寄った。しかし彼は、こちらを見向きもせずに、居間の出入り口へとすたすた歩いていった。

「アドルフォ……！　よく帰ってきたな！」

　そこに立っていたのは、眼鏡めがねをかけた青年だった。

　クラウディオが溺でき愛あいする弟、アドルフォ。歳は確か、リリアと同じ十六だったはず。

　黒髪に青い瞳の彼は、確かにクラウディオによく似ていた。だが全体的な印象は、クラウディオよりも鋭するどく感じられる。──いや、鋭いというよりも、どこか神経質っぽい？　リリアの気のせいかもしれないけれど。

「クラウ兄、取り込み中？　じゃあ落ち着いたら二階に来てくれる？」

　アドルフォは顔色一つ変えずに、居間を後にしようとした。

「何を言うアドルフォ！　取り込み中なわけないだろうが！」

「あ、そう」

「そうだ！　早くソファに座れ、疲れただろう？」

　彼らが居間に入ってきたので、リリアは慌ててソファの側そばからどいた。手て櫛ぐしで寝ね癖ぐせを直し、ワンピースの裾すそを整えてから、オルガの隣に並ぶ。

「アドルフォ、おまえどうしてここに？　俺に会いたくなったのか？」

　──そうよ、どうして隊長の弟さんが？

　もしかしてこの家に戻ってくることになったのだろうか？

　そう思い至いたった瞬間、リリアの心臓がどくどくと嫌いやな脈を打ち始めた。

　期限までにはあとひと月ほどあったはずだが、時期が早まったのかもしれない。

　恋人同士になれた途端に、隊長と離ればなれになってしまうなんて。そう考えれば、リリアの胸がぎゅっと締めつけられる。

「アドルフォ、なぜ今日帰ってくることを手紙で知らせなかった。知っていれば、もっと盛大な出で迎むかえができたのに！」

　クラウディオは超ちよう絶ぜつ落ち着きがない様子で、アドルフォの周りをうろうろしていた。

「それが嫌だから知らせなかったとは思わないんだ。相変わらずクラウ兄はおめでたいね」

　アドルフォは苛いらついたような顔をして、どかっとソファに腰掛ける。やがてクラウディオは、「お茶……」だの「いや、それとも食事か？」だの、さらにあたふたし始めた。

「クラウ兄、ちょっと落ち着いてよ。就しゆう職しよくが決まったから報告に来たんだ」

「就職！　どこに！」

「もちろん王宮。職は文官。それと同時に、王宮内の宿舎に移り住もうと思う」

「宿舎に……!?　な、なぜだ！」

　予想外の話だったのだろう。クラウディオは血けつ相そうを変えてアドルフォに詰め寄った。

「研修やら何やらで、一年ほどは激務が続く。その間は管理されてる場所で暮らしたほうが楽だからね」

「だがおまえ、卒業したら戻ってくるって……！」

「あの時は、文官がそんなに忙しい職だとは思っていなかったから」

　アドルフォは「しかたないだろう？」と、偉えらそうに顎あごを上げている。

「ちなみに僕は報告に来たのであって、相談に来たんじゃないから」

　ということは、クラウディオに何を言われても、考えは変わらないということだ。

「だからそれまでクラウ兄のこと一人にしちゃうけど、我が慢まんしてよ」

「あらあら、それが一人じゃないんですよ」

　口を挟はさんだのはオルガだ。

　彼女はにやにやしながら、リリアに「ね？」と、同意を求めてくる。

「誰」

　簡かん潔けつに問われて、リリアの全身に緊張が走り抜けた。

「は、はじめまして、リリア・コルテーゼと申します。隊長の弟さん……ですよね？」

　挨あい拶さつした直後、「弟さまと呼べ！」と、クラウディオに怒ど鳴なられた。

「ちょっとクラウ兄、うるさい。……で？　誰なの」

「これは……ネプトゥス隊の未来の『騎士』だ。そ、それから……俺の大切な人でもある」

　クラウディオは喉に手をあて、げほごほと咳払いをしながら言った。

「騎士……！　いい響ひびきですね！」

　騎士。そう紹介されるのは初めてのことだったので、リリアの心臓が大きく跳はねた。

「ちょっと待ててめえ、喜ぶところが違うだろうが！」

『大切な人』発言を聞き流したのが気に障さわったのか、クラウディオが目を吊つり上げている。

「ごめんなさい……でも騎士になれるのが、やっぱり嬉うれしくて！」

　嬉しくて、幸せで、夢のようで。リリアはいつまでもにやけ続けていた。

　すると一方のアドルフォが、眼鏡の弦つるを押さえて小首を傾かしげた。
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「クラウ兄、変わった趣味してるね」

「うっ……俺もそう思う」

　やがてクラウディオは、「ちっ」と舌打ちをして、リリアのことを睨にらみ付けてくる。

「おまえ……浮かれるのもたいがいにしろよ。騎士にしてやるとは言ったが、まだ条件が一つ残ってるからな！」

「えっ、何かありましたっけ？」

　条件？　無傷の他に？　本気で忘れていたリリアは、右に左に首を捻ひねった。

「泳げないやつはネプトゥス隊にはいらない。隊に戻ってきた時点で泳ぎを習得してなかったら追い出すぞてめえ！」

　怒鳴りつけられて初めて思い出した。

　暖かくなったら泳ぎの練習をする。そんな約束をクラウディオとしていたのだ。

「だ、大丈夫です！　頑張りますから、これからも！」

　リリアはクラウディオに向けて、ぴしっと敬礼した。

「ああ、せいぜい頑張っとけ！」

　クラウディオは左胸を叩いて、リリアに応えてくれる。
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　それからちょうど半年後。

　バルトランツ王に認められたリリアは、アズーリと共にネプトゥス隊へ戻った。

　そしてネプトゥス隊初の女性騎士として、青の女王レジーナ・アズーリと共に紺こん碧ぺきの海の上を駆けたのだ。
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　こんにちは、秋あき月づき志し緒おです。紺こん碧ぺきの騎士団カヴアリエーレ、最終巻です。

　元気いっぱいのリリアに、ぶちぎれすぎのクラウディオ──当初はどうなることかと思いましたが、無事エンドマークを付けられてホッとしています。




　夢であった『騎き士し』になることができたリリアですが、これから先もきっと、彼女は波は瀾らん万ばん丈じような感じで過ごしていくのだと思います。二人の王子にちょっかいを出されたり、アズーリの主であるがゆえに騒動に巻き込まれたり。

　そしてクラウディオはクラウディオで、意外と肉食なのでリリアに手を出しまくるんだろうなぁと思います。わがまま言ったり、必要以上に束そく縛ばくしたり。

　そうなってくると一緒の家って大変ですよね。恋人同士になった二人に、この先どんな幸せな未来が訪れるのか、どうかあれこれ想像してやってください。




　ここからはお礼の言葉を。今回も多くの方に支えていただきました。

　素晴らしいイラストを描いてくださった、硝しよう音おとあや先生。お忙しい中、ありがとうございました。カラーからモノクロまで、全て私の宝物です。

　前担当様。デビュー時から本当にお世話になりました。教えていただいたことを大切にして、今後も頑張っていこうと思います。

　新担当様。いきなりたくさんのアイディアやお気遣いをくださいまして、びっくりするほど力になっていただきました。これからもどうぞよろしくお願いいたします。

　編集部の皆様、校正様やデザイナー様など、全ての関係者の皆様へ、心からの感謝を。

　支えてくれる家族。私を大切にし続けてくれる姉へ、あらためてありがとう。




　そして最後に、この本を手にとってくださいました読者の皆様へ、最大の感謝を。

　感想のお手紙をくださった方も、本当にありがとうございました。嬉しかったです。

　次のページから、ちょっとしたショートストーリーが始まります。これが本当に、リリアとクラウディオの最後のお話になります。どうか楽しんでいただけますように。

　もしよろしければ、感想などお聞かせください。

　では、また新しい物語でお会いできることを願って。


秋月志緒
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　──だいたい、俺が帰った時の態度からして、気に入らなかったんだ。

　とある夜。仕事を終えて帰宅したクラウディオは、早々に風呂を使った。そして一階の居間に入るなり、「やっぱり気に入らない」と、密ひそかに呟つぶやいた。

　居間に置かれたソファには、にこにこ顔のリリアが座っている。

　どうやら手紙を読んでいる最中らしい。彼女の視線は、自らの手元に注がれていた。

「ずいぶんと熱心だな」

　それはちょっとした厭いや味みのつもりだった。数枚の便びん箋せん──普通だったらすぐに読み終わるはずのそれを、リリアが何度も読み返していたからだ。

　いったい誰からのものなのか、クラウディオが帰宅した時にも、彼女はその手紙に夢中だった。いつもなら帰った途と端たんに走り寄ってくるくせに、出迎えにもこなかったほどだ。

「あれ？　隊長、お風呂に入ってたんですか？」

　リリアは今初めてクラウディオの存在に気づいたかのように、顔を上げた。

　──いくらなんでもふざけすぎじゃないか？

　苛いら立だったクラウディオは、彼女の隣にどかっと腰を下ろす。

　夜着の上に薄手のボレロをはおった彼女からは、自分と同じ石せつ鹼けんの香りがする。

「……誰からの手紙だ？」

　聞いたら負けのような気がしていたが、結局、我が慢まんできなかった。

「師し匠しようからです。わたしが騎士になれたことを知って、珍しく手紙をくれて」

　師匠。ということは、やたらと外国語を使いたがるあいつのことか。

　クラウディオは知人の顔を思い浮かべ、自然と渋じゆう面めんになった。

　腕利きの剣士であるその男は、過去、王立騎き士し団だんのミネルウァ隊に属していた。クラウディオやジュゼにとっては、一応、先輩にあたる。

『この仕事は俺にはスモールすぎる！　俺はワールドを見てビッグになるんだ！』

　と、わけのわからぬことを言って退団した彼だが、その後、リリアの剣術の師になっていたらしい。今は宣言どおりに、世界放ほう浪ろうの旅に出ているのだとか。

「で？　おまえの師匠はなんだって？」

　なんの気なしに問うと、リリアが紫むらさき色の目をぱっと輝かがやかせた。

「来週、わたしに会いに来てくれるんです！　久しぶりにフェネツァに戻ってきたから、食事でもしようって。わたしの騎士就任を祝ってくれるみたいで」

　こちらに向けられた彼女の顔は、ご機嫌そのもの。よほど嬉しいのだろう。師からの手紙を、大切そうに胸にあてている。

　──やっぱり気に入らないな。

　クラウディオは「ちっ」と舌打ちをした。

　自分以外の誰かが、彼女にこんな顔をさせること。そして彼女が、喜ぶあまりにクラウディオの出迎えをし忘れたことが、面おも白しろくなかった。

　罰ばつが必要だな。そう考えたクラウディオは、早速、実行に移すことにした。

「師匠、一週間はフェネツァにいられるみたいなんです。だからその間は一緒に──」

　うきうきとした様子で、まだ喋しやべり続けているリリア。その肩をぐいと抱き寄せ、細い体をなんなくソファに押し倒す。

「た、隊長……？　何するんですか？」

　いきなりのことに驚いたのだろう。彼女は弾かれたように顔を上げた。その瞬間を逃してなるものかと、クラウディオはすぐさま彼女の唇くちびるを奪った。

「な、なんで急に……」

　のしかかるようにして口づけを深めれば、彼女はびくっと肩を上下させた。

　このままキスに夢中になって、師匠のことなど忘れてしまえ。クラウディオは大人げなく、そんなことを考える。

「隊長……ちょっと待って」

「隊長じゃない。……今はただのクラウディオだ」

　やがて胸元を押されて、わずかに離れるような形になった。気づけば彼女の瞳が、うっすらと濡ぬれている。開いたままの唇からこぼれるのは、熱っぽい息だ。

　──ちくしょう、これじゃ誰への罰かわからないな。

　クラウディオは溜息を吐きつつ立ち上がった。これ以上ここにいたら、彼女にさらなる罰を与えてしまうかもしれない。そう思ったからだ。

「俺はそろそろ部屋に戻るからな、おまえもさっさと寝ろよ」

　しかしリリアは、引き留めるようにして、クラウディオのシャツを摑つかんできた。

「そんな……もう寝ちゃうんですか？　明日は久々のお休みなのに……」

　そう思うのも当然だ。想いが通じ合ってからの半年間、休日の前夜は、いつも一緒に過ごしてきたからだ。話をしたり、キスをしたり──眠くなるまでこの場所にいた。

　今夜もそうするつもりでいたのだろう。リリアは戸と惑まどったような顔をしている。先ほどまで手にしていた手紙は、今は彼女の足下に落ちていた。

　よし、とりあえず手紙には勝ったな。と、クラウディオは程度の低い勝利を喜んだ。

「リリア、おまえ……俺ともっと一緒にいたいか？」

　調子に乗ってそうたずねれば、彼女は手をもじもじ動かし始めた。

「それは、もちろんそうですけど……でも疲れてるのなら早く休んでほしいし……」

「だったらおまえも一緒に来るか？」

「えっ？」

　どこに？　と首を傾げるリリアの前で、クラウディオは自分の寝室のドアを指差した。

　すると彼女は、こちらの意図を察したのか、瞬またたく間に顔を赤くする。

「た、隊長の部屋って……そ、それは……あの、ええと、つまり……」

　うろたえる様子がおかしくて、クラウディオはついくすりと笑っていた。

「ちょっ……どうして笑うんですか！」

「いや、悪い。なんでもない」

「本気で悩んだのに、ひどい！」

「だから悪かった。ちょっとした冗談だ」

　弧こを描く口元を手で隠し、リリアの頭をぽんと撫なでる。あやすように髪をかき混ぜれば、彼女は不満げに唇を尖らせた。

「そんな……子供みたいに扱わないでください」

　やがてすっくと立ち上がった彼女は、クラウディオの手をひいて、廊下へと向かった。

「どこに行く気だ？」

　目を丸くするクラウディオを連れて、リリアが辿たどり着いた先は──。

「……今日は、隊長の部屋に入れてくれるんですよね？」

　驚くことに、クラウディオの寝室だった。

「おまえは……！　バカか？　アホか？　どこまで考えなしなんだ？」

　思わずそう責めてしまうと、彼女はキッと目を吊つり上げた。

「わたしだってちゃんと考えてます！　考えた上で……眠るまでずっと、隊長の顔を見ていたいと思ったから……！」

　だから勇気を振り絞ってここに来たのに。暗にそう告げられた瞬間、クラウディオの胸の中が、愛おしさでいっぱいになった。

　──ああ、なんてことだ。こいつは本当に、俺を振り回すのが天才的にうまい。

　実際、いつだってあたふたさせられているのは、クラウディオのほうだ。自分のことを全力で想ってくれる彼女に、クラウディオは絶対にかなわない。

「……俺もそうだ。一日の最後、眠りにつくその時まで、おまえの顔を見ていたい」

　──覚悟しておけよ。もう逃がしてやらないからな。

　クラウディオはリリアの手をひいて、自分の寝室へと入った。
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